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絶対服従カノジョ。


２．いいか、俺の布団には入ってくるなよ？





春日秋人
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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　樹人











　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ


ＡＴＴＡＣＫ１


ＡＴＴＡＣＫ２


ＡＴＴＡＣＫ３


ＡＴＴＡＣＫ４


ＡＴＴＡＣＫ５


ＡＴＴＡＣＫ６


ＡＴＴＡＣＫ6.5


ＡＴＴＡＣＫ７


ＡＴＴＡＣＫ８


ＡＴＴＡＣＫ９


ＡＴＴＡＣＫ10


ＮＥＸＴ　ＡＴＴＡＣＫ？





　あとがき












　プロローグ







　放課後の屋上。


　ちっこい少女が俺を見上げていた。


　頰ほおを真っ赤に染めて、唇くちびるの端はしをきゅっと結んでいる。


　彼女は背せ伸のびをすると、俺の頭を両側から捕つかまえてきた。


　潤うるんだ瞳ひとみでじっと見つめてくる。


「……と、とっておきですよ！　これでわたしをセンパイから取り戻もどします……！」


　顔が近づく。


　どんどん近づいて……


　視界が少女の顔でいっぱいになる。


　唇が、重なった。


　──とっておき。


　口の中で、たどたどしく彼女の舌が絡からんでくる。


　ただ、ただ……熱い。


　思考が溶とけて、なにも考えられなくて……


　ぷはっ。


　唇が離はなれる。彼女はとびきりの笑え顔がおを浮うかべてきた。





「絶対服従、しましたか!?」





「っ」


　──そこで、目が覚めた。


「…………」


　自分の部屋。ベッドの上だ。見慣れた天てん井じようが見えている。


　身じろぎせずにいると、チク、タク、チク、タク……目覚まし時計の音が聞こえてきた。


　……夢？　ま、また？


「う……」


　思わずうめき声がもれた。顔が熱くなってくる。


　夢の内容は一週間前の出来事だ。そのときの夢を見るのは、これで七日連続だ。


　叫さけびだしたい衝しよう動どうに駆かられ、俺は布ふ団とんを頭からかぶった。


　布団の中で、長々とため息をつく。





　マナ。


　ちっこくて、ジャージで、ツインテール。


　人になんでも言うことを聞かせることのできる、〝魔ま眼がん〟を持った女の子。


　彼女は、魔眼を使わないという俺との約束を、ずっと守ってくれていて。


　そして……


　今も変わらず、彼女のアタックは続いていた。





　──彼女は俺を、絶対服従させようとしている。












　ＡＴＴＡＣＫ１







　　　　１




「ふっふー。センパイ！　覚かく悟ごするですよ！」


　昼休み。


　私立三みつ葉ば学園。高等部一年三組の教室。いつものようにマナはやってきた。


　ビシッと指を突つきつけてくる少女を前に、伊い織おりは机に座ったまま呆ぼう然ぜんと固まってしまう。


　なぜならマナがおかしな格好をしていたからだ。


「マナ。おまえ、なんだよ……それ」


　やっとそれだけ、声を絞しぼり出した。


　ふふっ、とマナは嬉うれしそうに笑った。両手で自分の頭を指さして、力強く答えてくる。


「ネコミミ！　です！」


「ネコミミ……」


　黄色いリボンでツインテールに結んだ頭の上、三角形がふたつ、乗っていた。


　なるほど。ネコミミだ。


「そしてぇっ」


　くるっと回って、マナはこちらに背中を向けた。プリーツスカートが被かぶさったおしりを突き出してくる。黒い毛で覆おおわれた長いものが、ひょこひょこ揺ゆれていた。


「じゃーん！　ネコしっぽです！」


「ネコしっぽ……」


「どうですかセンパイ！　似合ってますか!?」


　くるりん、とまたマナは正面を向く。


　ネコミミとネコしっぽ。


　似合ってるか似合ってないかと言われれば、恐おそろしいくらいに似合っている。


　もともとマナは仕草が猫ねこっぽい。だからよく似合うのかもしれない。


　ごくり。喉のどが鳴った。


「……な、なんのつもりだ？」


「はい？」


　きょとん。とマナは首を傾かしげてくる。拍ひよう子しに、リンッ、と首に巻いたチョーカーについていた鈴すずが鳴った。そんなものまでつけてきたのか……


「なんでそんな格好してきてんだよ……おまえ」


　ついぶっきらぼうな声になった。


「そんなの決まってますっ」


　えっへん、と腰こしに手を当てて、マナは言ってきた。





「センパイのためですよ！」





　瞬しゆん間かん──教室の空気がざわめいた。


「ちょっ、おい、マナ!?」


　はっと気づいて伊織は焦あせった。『センパイを絶対服従させるため』ということなのだろうけど、その言い方だとまるで……


　ひそひそとささやく声が周囲から聞こえてくる。


「やっぱりあの格好は雛ひな谷たにサンの趣しゆ味みなんだ……さすがだぜ（ゴクリ）」


「雛谷ってやっぱ変態なのね……（ゴクリ）」


　教室の連中は、伊織がマナにネコミミをつけさせたと誤解していた。


　……ていうか、やっぱりって……なんでだよ。


「……ひ、雛谷くん……あの、言ってくれれば、あ、あたしも……」


　隣となりの席で、銀ぎん髪ぱつの幼おさな馴な染じみがなにかつぶやいていた。


「えっと、ソフィア？」


「な、なな、なんでもないよ……っ」


　ソフィアは色白の顔を真っ赤にして、手をぱたぱたと左右に振ふった。


　……まあ、なんでもないならいいか。


　気を取り直して伊織はマナに視線を戻した。


　ネコミミマナは、伊織の前で、ふふーんと得意げに小さな胸を張ってくる。リンッ、と首の鈴がまた音を立てた。


「これでセンパイはわたしにメロメロですね！　絶対服従です！」


「……いやだから。しないって。絶対服従」


「えええっ!?　な、なぜですかッ！」


　マナは目を丸くして本気で驚おどろいていた。


　伊織はため息をついた。


「なぜって言われてもな……」


　……足を舐なめろとか言ってくるんだもんな……こいつ。


　いくら好きになった相手の言葉だからって、なんでも言うことをきくなんてできない。


　絶対服従なんて、それこそ魔眼でも使わない限り、あり得ないことである。


　けれどマナにはそれがわからないのだ。


　やれやれ……と一ひと際きわ大きく、ため息をつく。


「とにかくだ。もう、そういう変な格好とかしてくんなよ。いいか？　そんなんで絶対服従なんて、しないからな？」


　と伊織はマナに言い聞かせた。カノジョに自分好みの格好をさせて楽しんでいる変態と思われるし、あまりに可愛かわいいから他ほかの奴やつに見せたくないという本音もあった。


「うう……そうですか」


　マナがしょんぼり肩かたを落として納なつ得とくしかけた──そのときだ。


「諦あきらめちゃ駄だ目め。マナ」


「景けいちゃん？」


　今までマナの後ろに無言で控ひかえていた、マナの友だちのクール系少女──景が、初めて口を開いてきた。なぜか知らないが、景もネコミミとネコしっぽをつけている。
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「先せん輩ぱいは照れているだけ。あと一押しで──落とせるよ」


「え！　そ、それは本当ですかっ、景ちゃん！」


「お、おい藤ふじ村むら……」


　イヤな予感がして声をあげた伊織を、景はあっさりと無視した。マナの耳元に口を寄せ、ささやく。


「間ま違ちがいない。だから……プランＢでとどめを刺さそう」


　景の言葉で、マナの瞳ひとみに輝かがやきが戻もどる。


「わ、わかりました！　は、恥はずかしいけど……やりますよ！」





　　　　２




　マナは、じっとこちらを上うわ目め遣づかいで見つめてきた。決意を示すように、胸の前でぐっと小さな拳こぶしを握にぎっている。


　う、と伊織はうめいた。


　……プランＢって……なにする気だ？


　景を見ると、彼女はふっと小さく息を吐はいてきた。肩をすくめてくる。


「まったく。本当はネコミミなマナを見れて嬉しいくせに。ツンデレですか先輩は。もっと自分の気持ちに素す直なおになるべきです」


「ツ、ツンデレ？　いや、俺はべつに……」


　すぐには言い返せずしどろもどろになっていると──


「にゃ、にゃー」


　変な声がした。……足もとから。


　視線を落として、伊織は言葉を失った。


　マナが、まるで本物の猫のように、床ゆかの上で四つん這ばいになっている。


　すりすり、と伊織の足に頰ほおを擦なすり付けてくる。くすぐったい。


「……っ。マ、マナ？」


「にゃあ？」


　戸と惑まどって名前を呼ぶと、マナは頰を染めた顔を持ち上げてきた。リンッ、と鈴が鳴る。


　恥ずかしいならやめろよ！　とか。


　なにバカやってやがる！　とか。


　言いたいことはたくさんあった。でもすべて、声にならない。


　痺しびれたように伊織は動けなかった。


「にゃー」


　猫になったマナは上半身を持ち上げて、膝ひざの上に乗ってきた。


　おしりではネコしっぽが揺れている。


　こちらの胸むな元もとに顔を寄せ、気持ちよさそうに目を細めて、マナは頰ずりしてくる。


　すりすりすり。


「ふ、ふふ、しぇんぱいー……にゃー」


　カーッ、と自分の顔面がどうしようもなく熱くなるのがわかった。


　意識がどんどん、白くなっていく。


　これが……プランＢ……っ。


　ていうか……ていうか……これは、こんなの──マズイだろう？


「っ」


　ガタンッ！


「にゃふっ」


　椅い子すを蹴け飛とばして伊織は立ち上がっていた。マナはぺちゃんと床に落ちた。


　教室は、しーん……としていた。ひそひそ声すら聞こえてこない。


　背中から冷たい汗あせが噴ふき出した。


　──ド、ドン引きされている!?


　猫の真ま似ねをさせて甘えさせた変態男とか思われているに違いなかった。


「ふっふっふ……」


　不敵な笑い声とともに、マナは、がばっと顔を上げてくる。


「センパイのその様子！　効果アリです！　どうですか絶対服従しましたか!?」


「し、してねぇよ！」


「そんな！　なぜですかッ、わたしにメロメロのはずですよ！」


「そ、それは……」


「やっぱり！　わかりましたよ！　センパイはこういうのがお好きなんです！」


「ち、違うって、そういうわけじゃない！　そんなんじゃないんだ。ただ、まあ、たしかにかわいい……って、あ、違う！　そうじゃなくて……いやそうなんだけど……つまり、ああもう！」


「ふっふー。カンネンするですよセンパイっ！」


「なんでまたすり寄ってきてんだ!?　なにする気だ!?」


「続きですっ。今度は耳たぶ、かぷってやっちゃいます。つまり！　あまがみです！」


「あ、甘あま嚙がみ？」


　伊織は想像してしまった。そんなことをされたら……


「──そうだ用事を思い出した！」


「え？　センパイ？」


「じ、じゃあな！」


「え？　え？　あの？」


　マナを押しのけて、伊織はそそくさと教室を出た。


「……あ！　センパイ！　逃にげましたね！」


　伊織は廊ろう下かを走った。


「うおおお！　待つですよ！　センパーイ！」


　背後から、マナの声。


「なんで逃げるですかー！　あまがみ！　させるですよーっ！」


「だからやめろって！　言っとくが！　そんなことしても俺は絶対服従しないからな！」


　肩越ごしに振り返って叫さけぶ。


　ネコミミを装着したマナが、ツインテールをなびかせて迫せまってきているのが見えた。腕うでを振り上げて、抗こう議ぎの声をあげてくる。


「じゃあなんで逃げるですかっ、怪あやしいですよー！」


「おまえが追いかけてくるからだ！」


　昼休みで廊下に出ている生徒たちが、みんな好こう奇きの視線を向けてくる。けれどかまってはいられない。ここで捕つかまってしまえば、さらなる羞しゆう恥ちが待っている……！


　速度を上げる。


　壁かべに手をひっかけて、角を勢いよく曲がった。階段を二段飛ばしで駆かけ上がる。


　振り返る。マナの姿が見えないことを確かく認にんして、伊織は走る速度を緩ゆるめた。


　まったく……


　相変わらずのマナのアタックに、やれやれと息が漏もれる。


　そもそもの始まりは、マナの魔ま眼がんが伊織に効かなかったことだ。


　魔眼──絶対服従のチカラ。


　約二ヶ月前、春休みのことだ。ゲームショップに並ぶ行列で、伊織はマナと出会った。そこでマナは伊織に魔眼を向けて、順番を譲ゆずるように命じてきた。けれど魔眼の効かなかった伊織はその申し出を断ることができて──そのときマナはめちゃくちゃ驚いていた。


　最初のアタックは、新学期の始業式。マナは魔眼を使って全校生徒を味方につけ、伊織に絶対服従を迫ってきた。そんなマナに、伊織は日常の平和を求めて、魔眼禁止の約束をさせたのだ。


　魔眼を禁止されてからも、マナは魔眼の効かない伊織を絶対服従させるために、あの手この手のいろんなアタックを仕し掛かけてきた。告白してきたり、イメージチェンジをしてきたり、抱だきついてきたり──


　……その度たびに俺はまわりから誤解されて……雛谷『サン』とか呼ばれるし……


　慌あわただしい日々だった。


　でも、マナはいつも一生懸けん命めいで。


　……いつのまにか俺は、マナを……ほっとけないって思うようになってて、それで……


　だけど。





　　　　３




　伊織は今朝に見た夢のことを思い出していた。つまり、一週間前の出来事である。


　……放課後の屋上。


「絶対服従、しましたか!?」


　唇くちびるを離はなしたマナは、満面の笑えみで訊きいてきた。


「────」


　伊織はキスの衝しよう撃げきから抜ぬけ出せず、ぼーっと固まっていた。


　するとマナは勝手に納なつ得とくしたらしい。


「ふふっ。ついにやりましたよ！　センパイはもうわたしのモノです！」


　靴くつを片っぽ脱ぬいで素す足あしになる。片足立ちになって、伊織のほうへ裸はだかの足を持ち上げてきた。ふらふらとバランスをとりながら言ってくる。


「さあ！　ひざまずいて足を舐なめてください！」


「……な、なにを言ってるんだ？」


「命令ですよ！　もー、どしたんですか！　ほらほら！　早くするですよっ」


「……いや、舐めないぞ」


「え……？」


　伊織の答えに、マナの顔が青ざめた。脱だつ力りよくして、その場にぺたんと尻しりもちをつく。


　こちらを見上げて、ワナワナと震ふるえた。


「そ、そんなバカな……っ！　──な、なぜですかっ」


「なぜって……嫌いやなものは嫌だからな」


「絶対服従したのでは!?」


「いや、してない……ていうか、できるわけないだろ。その、足を舐めるなんて……」


「じ、じゃあじゃあ！　どうすればいいんですか!?　これでもだめなんてっ」


「だから、ええと……だな」


　すがるような目を向けてくるマナに、なんと言えばいいのか伊織は困った。頰をかく。


　キスの衝撃から落ち着いてくると、なんとなくだけれど、状じよう況きようがわかってきていた。


　伊織がマナに望むのは、対等な、恋こい人びととしての関係だ。


　だけど、マナは……そうじゃない。


「わたし諦あきらめませんっ」


　気づけばマナがこちらを泣きそうな顔でにらみつけていた。彼女の目じりに、じわぁと涙なみだの粒つぶが盛り上がる。


「わたしは！　センパイを！　諦めませんから！　ゼッタイにぃ！」


「ちょ、だから無理──」


「首を洗って待っててくださいよー！」


　捨て台詞ぜりふを残し、伊織の言葉も聞かずに、マナは屋上から走り去っていった……





　……そして現い在まも、マナのアタックは続いているのだった。


　つまり、マナは俺に『絶対服従』してもらいたいだけで、恋をしているわけではなかった……ってことだよな。


　廊下を走りながら伊織はため息をついた。


　……そんなの、どうしろってんだ？


　と。


　……なんだ？


　前方──廊下の先、人が集まっているのに伊織は気づいた。


　まるで伊織の行く手を阻はばむように、横一列に並んでいる。


　なんとなく嫌な予感がして、進路を変えた。


　角を曲がる。


　だが、その先では──意外な人物が待ち構えていた。


「待っていたよ。キミィ！」


「え……こ、校長!?」





　　　　４




　角を曲がった先で伊織を待ち構えていたのは校長だった。


　いや──校長だけではない。彼の背後には通路をふさぐように、何人もの生徒が並んでいた。群衆である。


「もはやキミに逃げ場ないぞ。我々に大人しく捕まるのだ！」


　立ち尽つくしていると、ハゲ頭の校長は、そんなことを言ってきた。


　彼の背後では群衆が「そうだそうだ！」と声を張り上げてくる。


「──な、なんでだ!?」


　目の前の光景に伊織は混乱した。


　思い出すのは、始業式でのことだ。


　あのときはマナが魔眼を使って、群衆に伊織を捕まえさせようとしてきた。


　……マナ……まさか。


「いや、違ちがうだろ……」


　一いつ瞬しゆんだけ疑ってしまったけれど、すぐに伊織はその考えを打ち消した。


　……そうだ。観覧車を登っていてコンタクトを落としてしまったときも、あんなに使わないようがんばっていたんだ。こんなところで使うわけない。


　ドタドタドタ！


　背後からやってくる大勢の足音。


「センパイ……あ、あの」


　続いてマナの声がした。もう追いついてきたらしい。


　だけどちっこいマナにしては、ずいぶんと高い位置から声がしたような気がした。


　……なんでだ？


　不思議に思いながら伊織は振ふり向いた。その先にあったのは、





　──群衆に御み輿こしのように担かつがれている、ネコミミとネコしっぽを生やしたマナだった。





「…………」


　どうりでマナの声が高い位置から聞こえたはずである。


　男子生徒たちが集団で台座を担いでいて、その上にちょこんと、マナが女の子座りで乗っかっている。


「セ、センパイぃぃい……」


　台座の上から、マナは不安げな声をあげてきた。語ご尾びが震えている。


「な、なんなんですかぁ……この人たち……」


「いや、なにって……」


　それはこっちが訊きたい。


　台座を担いでいる奴やつら（クラスメートもいれば、覚えのない奴もいた）は、なぜかみんな嬉き々きとした表情を浮うかべていた。


「えーと、その、いちおう確認しとくけど、おまえ魔眼は──」


「つ、つつつ、使ってませんよぉ……」


　……だよな。


　マナは台座の上でハラハラと心細そうにしていた。魔眼を禁止しているマナは、超ちようのつく人見知りだ。大勢に囲まれている現状に完全にビビっている。


　でも、だとすると、いったい──


「マナ。安心して」


「うおっ!?　藤村!?」


　いつのまに現れたのか。景が伊織の隣となりに立っていた。


「この人たちはマナの味方」


「……け、景ちゃん？」


　御輿の台座の上から景のほうへ、マナはおっかなびっくり身を乗り出してくる。


「味方……ですか？」


　こく、と景はうなずいた。


「ここに集まっているのは、そう。マナの可愛かわいさの虜とりことなった人たち。マナの笑顔を守るため、マナの幸せを一番に望む、マナの応おう援えん者たち。マナにゃんＦＣフアンクラブ……改め、『マナにゃんを愛めでる会』のメンバー」


「──って、なんだそりゃ！」


　伊織は声をあげていた。


「ファンクラブ？　『マナにゃんを愛でる会』？」


　たしかにファンクラブが出来ているという噂うわさは聞いたことはあった。景が名めい誉よ会長をしているとも。けれど……


「これ、全員が？」


　改めて周囲を見回してみる。


　一人、二人……数えるのも馬ば鹿からしい。ゆうに一クラスぶん以上の人数はいる。中等部の制服もけっこうな割合で見受けられた。全員が男、と思ったら、御輿に参加してないほう──校長の背後の群衆のほうには、女生徒の姿も交じっている。


「ていうか校長!?　アンタなにしてんだ!?」


「フッ……愚ぐ問もんだぞ？　キミ」


「先せん輩ぱい。校長は『愛でる会』の顧こ問もんをされています」


「部活なのか!?」


　ともかく校長も『愛でる会』の立派な一員らしい。どうなってんだこの学校……みんなマナを好き過ぎる！


「…………」


　すー、はー。


　落ち着くために伊織は深呼吸をした。


「……なあ、藤村」


「なんですか。先輩」


「つまり今、俺はどういう状況に置かれているんだ？」


「『愛でる会』の目的はマナの望みを叶かなえることにあります。私たちは愛の徒ですから」


「……だから？」


「貴方あなたはマナから逃にげられないということです」


「…………」


　抵てい抗こうは無意味だ。群衆に挟はさまれて、またしても伊織は捕つかまった。
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　学校の裏手。小高い丘おかの上に、一本の大きな木がある。


　その木に、『マナにゃんを愛でる会』のメンバーたちによって、伊織は縄なわで縛しばり付けられた。いつかのようにぐるぐる巻きである。力を込こめてみてもビクともしない。


　つまり、もう逃げられない。たいへんピンチだ。


　……なんでこうなる。


「お、おつかれさまです。でも、もう大だい丈じよう夫ぶですので……あ、ありがとでした」


　目の前では、マナは伊織に背中を向けて、ずらりと整列した『愛でる会』のメンバーたちに、ぺこりと頭を下げていた。


　マナにお礼を言われたメンバーたちは、ほっこりと顔をほころばせる。


　パンパンパン。


　景が手を叩たたいた。


「さて、私たちは撤てつ収しゆうします」


　景の号令で、ほっこりした顔のまま、ぞろぞろ校舎のほうへ戻もどっていく『愛でる会』。


「マナ。これで二人きりだよ」


　ぴっと親指を立ててから、景も離はなれていった。


　そして──


「あ……ふ、二人きり……です、ね？」


　こちらに向き直って、マナはモジモジしながら言ってきた。


　頰ほおを赤らめて、胸の前で指の先をくっつけたり離したりしている。いったいどういう仕し掛かけなのか、くねくねとネコしっぽが揺ゆれていた。


　可愛らしい仕草に、つい頭がぼうっとなる。


　はっとして伊織は首を振った。横に。


「いや待て！　べつに二人きりじゃないぞ！」


　この場所は、普ふ通つうに校舎から丸見えだ。そして帰ったと見せかけて、景たち──『愛でる会』はちゃっかり校舎の窓からこちらの様子をうかがっているのだった。一階だけではなく、二階や三階の窓にも人が立っている。でもマナは気づいていない。


「ふふふ。さて、それじゃあ、かぷってやっちゃいますよっ。あまがみです！」


「だあああ！　おい待て、俺の話聞いてたか？　みんなまだ見て──って、いや違う！　べつに、見られてなかったらいいとかそういうことでもなくてだな！」


　──って、なに口走ってんだ俺!?


「あ！　あとついでにこれです！　じゃーん！」


　ポケットから折り畳たたまれた紙を出して、マナは掲かかげてきた。


「は？　な、なんだ？　それ」


「これはですねー」


　畳まれたそれをマナは開いた。


　Ａ４サイズのルーズリーフだ。マジックで大きく文字が書いてある。


『伝説の木（ほんもの）』


　そう書いてあった。


「これをこうしてこの木に、んしょ──ぺたっと」


　マナは手を伸のばし、伊織の顔の横へと、ルーズリーフを貼はり付けた。


　腕うで組ぐみして、満足げに何度もうなずく。


「よしよし。これでこの木は伝説の木ですよ」


「……どういうことだ？」


「ふっふー。知らないんですかセンパイっ？」


「なにを？」


「伝説の木の下で告白をすると、なんと相手は永遠に絶対服従してしまうんですよ！」


　腰こしに手を当て、あごをそらして──マナは自信満々に言ってきた。


「いや、それってたぶん、告白が成功した男女は末永く結ばれるとか、そういうんじゃないのか……？」


　どうやらまた聞きかじりの知識をマナは都合よく解かい釈しやくしているようである。


　さらに言えば、自分で貼り紙してる時点でおかしい。間ま違ちがっている。


「てか……え？　告白？」


「いきますよっ」


　言うなりマナは、すーっと大きく息を吸い込んだ。


　じっとこちらを見つめて、


「センパイ！　好きです！　絶対服従してください！」


　言うなり、マナはこちらに身を乗り出してきた。ふにっと体を押しつけて、ぐぐっと背せ伸のびをしてくる。


　伊織は顔をそらして逃のがれようとしたが──


　かぷっ。


　甘あま嚙がみされる。


「……っ」


　はむはむはむ。


　耳たぶを挟んでくるマナの唇くちびると歯の感かん触しよく。


　全身から力が抜ぬけるようだった。くらくらと目め眩まいがする。木に縛られていなければ、その場にへたり込んでしまっていたかもしれない。


「──や、やめろって！」


「はらはりにゃいみひゃいでふねっ」（まだ足りないみたいですねっ）


　はむはむはむ。


「く……っ」


　縛られている伊織はされるがままだ。


　校舎の中から向けられるたくさんの視線にさらされながら、ネコミミ少女に身を寄せられて耳たぶを『はむはむ』され続ける。


　……だあああ！　どんな状じよう況きようだよ!?


　しかしこうなれば、大おお袈げ裟さに反応するのもみっともない気がした。歯を食いしばって伊織は必死になんでもない風を装よそおった。


　と、マナの動きが止まる。伊織からパッと体を離す。


「むむっ。センパイが大人しくなりましたよっ。ぐったりして魂たましいが抜けたような顔になってます！　こ、これはわたしに絶対服従したということでは……？　ふ、ふふふふ……！　やっほー！」


　はしゃいだ声をマナはあげる。拳こぶしを突つき上げて飛び跳はねていた。


「いや……してない、からな」


　かすれた声で伊織は言った。


　瞬しゆん間かん、ぴたっとマナの動きが止まる。飛び跳ねかけのアンバランスな姿勢で、凍こおったみたいに固まっている。ぱちぱちと瞬まばたきして──





「──え、えええええええ!?」





　昼下がりの校舎裏にマナの叫さけびが響ひびいた。
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　ネコミミとネコしっぽをつけてきたマナに、甘嚙みされたりした──次の日のことだ。


　いつものように登校していた伊い織おりは、道ばたで寝ねているマナを見つけた。


　民家の塀へいのそば、電柱の横に、見覚えのあるジャージ姿が転がっている。


「…………。は？」


　間の抜けた声が出た。


　おかしい。だけど目をこすってみても、やっぱりいる。見間違いなんかじゃない。


　ときどき見かける酔よい潰つぶれた人のように、マナは道ばたに転がって寝ていた。


　……な、なんで道で寝てんだ!?　こいつ！


　意味がわからない。


　本当に、こいつは次から次へと、なにか起こすな。


　でも……


「ほっとくわけには……いかないよな」


　つぶやいて伊織は寝ているマナに近づいていった。


　マナの前でしゃがみ込む。


　大きな鞄かばんを枕まくらにしたマナは、猫ねこのように背中を丸めている。


　すー、すー、と小さな寝息が聞こえてきた。


　いつものツインテールはほどかれて、長い髪かみが頰にかかっている。髪は、呼吸の度たびにさらさらと頰の上を滑すべり落ちていく。


「…………」


　無防備な寝顔を、思わずじっと見つめてしまう。


　ハイテンションではしゃぐマナを見慣れているので、大人しくしている姿は新しん鮮せんだ。


　このままずっと寝顔を眺ながめていたい……って、なに考えてんだよ俺は！


　首を振ふって邪じや念ねんを追い払はらう。起こそうと伊織はマナの肩かたに手を伸ばした。事情を聞かないと始まらない。


　と。


　マナはこちらが触ふれる前に身じろぎした。むにゃむにゃと口元が動き、


「セン、パイ……」


「っ」


　寝言だ。マナは俺の夢を見ているらしい。いったいどんな夢を……？





「……ふふ……さあ、わたしの足を……なめる、です……」





　ガクッと肩から力が抜けた。しゃがんだ姿勢のまま斜ななめにこけそうになる。


　……うん。まあ、わかってたけどな。


　でもなんだろう……この残念な感じは。


　気を取り直して、今度こそマナの肩を揺する。


　マナはゆっくりとまぶたを開けた。むくり、と身を起こす。


「みゅ……？」


　首を斜めにして、マナは変な声を出した。まぶたが半分、下がったままだ。


　しぱしぱと瞬きして、にへら、と笑ってくる。


「あ～、センパイがいる～」


　ぺたぺたぺた、とマナはこちらの顔を触さわってきた。寝ぼけている。


「ホンモノですー。やったー……ぐー」


　ぱたり。


「……おいこら寝直すな」


「ひゃっ」


　伊織がデコピンをくらわすと、マナは飛び起きた。


　額を押さえて目をぱちくりする。


「へ？　はれ？　センパイ……？　なんでセンパイがいるんですか？　ゆ、夢？」


　また触ってこようとするのを、ぱしっと伊織は手で払った。


　代わりにマナのほっぺをつねってやった。なんだか無む性しように意地悪してやりたい気分だったのだ。昨日のぶんも含ふくめて、ドキッとさせられた仕返し、というかなんというか。


　むにー。


　引っ張った。やわらかくて、よく伸びる。


「いひゃ、いひゃひゃひゃい。いひゃいれふっ」


「どうだ？　夢じゃないのがわかったか？」


「わ、わひゃいまひたっ」


「よし」


　ほっぺから手を離はなす。


「それでだな、マナ」


「うー……なんですか？」


「なんでこんなとこで寝てるんだ？」


「？」


　マナはきょろきょろと左右を確かく認にんした。自分がいる場所が道ばたであることを把は握あくして、納なつ得とくしたようだった。伊織に向き直ると、


「家がなくなっちゃったんですよ」


　あっさりととんでもないことを口にしてきた。


「は？」


　……なんだって？


「住んでたところを追い出されちゃったんです。大家さんが怖こわい顔で出て行けって言ってきて、ほんと怖かったのですよー。まえはあんなにニコニコ笑え顔がおでいつまでいてくれてもいいって──あっ、〝魔ま眼がん〟使ってたんでしたっけ。あのときは」
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「と──まあ、そういうことらしいんだよ。藤ふじ村むら」


　十分後。


　学校近くの公園に、伊織はマナを連れてやって来ていた。宿なしになったマナの今後を相談するために、景けいを呼び出して事情を説明した。


　マナについて相談するなら、まずはともかくマナの親友である彼女だった。


　噴ふん水すい前のベンチに三人で座っている。ただし伊織が景に事情を話しているうちに、マナは伊織の腕うでにもたれて再び寝てしまっていた。どうせ起きていてもマナが話し合いの役に立つとは思えなかったので、伊織は放ほうっておくことにした。気持ちよさそうに寝入っているので起こしづらいというのもある。


　景は話を聞きながら寝ているマナの髪を梳とかしてやっていた。顔をあげて言ってくる。


「なるほどわかりました。つまり貴方あなたが魔眼を禁止したから、マナは宿なしになったと」


「えっと、まあ……そういうことだな」


「また魔眼ですか」


　胡う散さん臭くさそうに、景は目を細めてきた。


　景には一度、マナの魔眼について話をしたことがあった。だから今回も正直に事情を話したのだが、やはり魔眼のくだりは信じてもらえないようだった。


「で、先せん輩ぱい。どうするつもりですか」


「ん？」


「ともかくマナが住む場所をなくしたというのは本当なわけですよね。そして魔眼の話が本当だとすれば、その原因は先輩。貴方です」


「…………」


「どうするんですか」


「えっと、だから、それを相談してるんじゃないか……」


　景は肩をすくめた。ふぅ、とあからさまに、ため息までついてくる。


「そんなの考えるまでもないと思います。先輩が責任とって、ご自分の家にマナを住まわせてあげればいいだけのことでしょう」


「……え？」


「『え？』ってなんですか」


「いや、だって、そんなこと……できるわけないだろっ」


　伊織は慌あわてた。


　──マナをうちに住まわせる？


「先輩はマナといっしょに住みたくないんですか？　マナも喜ぶと思いますし」


「だ、だめだ！」


　つい大きな声が出た。


　と、寄っかかってきているマナが身じろぎした。


　ぱちっと目を開く。


「センパイんち！　行きたいですよー！」


　唐とう突とつに叫さけばれて伊織はビクッとした。


　けれどマナはすぐにまた、こてんとこちらの腕に頭を預けて、幸せそうな寝息を立て始める。


　ほっと息をつく。


　どうやらマナは、会話に出てきた単語に反応しただけのようだった。


「とにかく藤村……うちはだめだ」


「わかりませんね先輩。マナと暮らせることは、嬉うれしいことではないのですか？」


「ぐ……っ。それは……」


「えっちなことも、し放題です」


「ちょっ、お、おまえな……っ」


　ストレートな景の物言いに、かぁっと頰ほおが熱くなる。


　と。


　むくり。マナの頭が持ち上がった。


「同居でアタック！　ですよー！」


「なっ!?」


「ぐー……」


　またマナが寝ねぼけたまま声をあげていた。


　再び寝息を立て始めたマナの顔を、伊織はじっとのぞき込んだ。


　……ほんとに寝てるのか？　こいつ。


　なんか本当は家なくなったのは噓うそで、景とマナでなんか企たくらんでんじゃという気がしてきたな。まあ……それならそのほうがいいけれど。違ちがうんだろうな。


　だって、マナなのだ。もし噓だったら、もうとっくにボロが出ているはずだ。


　……にしても、同居でアタックって。なにする気だ？





（──えっちなことも、し放題です）





　ブンブン！


　伊織は首を振ふって、頭の中の想像を打ち消した。顔が、熱い。


「先輩」


「え、な、なんだ!?」


「なにを慌てているのですか。少し話は変わるのですが、この機会に訊きいておきたいことがあります」


「……訊いておきたいこと？」


「ええ。私は不思議なんです。──貴方はマナを好きなんですよね？　なのにどうしてマナのアタックから逃にげ続けているのですか？」


「へ？　ああ……いや、だって、ええと……俺の好きとマナの好きは違うっていうか……」


　寝ているマナを伊織は見やった。


「コイツの目的は俺を絶対服従させることなんだよ」


「？」


　首を傾かしげられた。


「だからさ。俺がマナと、その……彼氏彼女になりたいって思っててもさ……マナは違うんだ。なのに俺が嬉しいからって、都合良く受け入れるわけにはいかないだろ？」


　……もちろん、単純に恥はずかしいというのもあるけれど。


「えっと、わかんないか？」


「わかりません」


　真顔で断言された。


　……まあ、そうだよな。


　そもそも景は魔眼のことに半信半疑なのだ。だからマナの口にする『絶対服従』をそのままの意味には取らずに、恋れん愛あい感情から出る言葉だと誤解しているわけで──


「というかマナの目的がどうとかどうでもいいでしょうに」


「え？」


「まったく。貴方がなにを悩なやんでいるのか知りませんが、重要なのはマナが貴方のためにいろいろしてくれるってところでしょう！　なぜ逃げるのですか。もったいない！」


　景は拳こぶしを握にぎって力説してきた。なにを想像しているのか、小さな鼻をぷくっと膨ふくらませて、興奮している。普ふ段だんクールな奴やつなのに時々こうしておかしくなるのだ。


　呆あきれて見ていると、ふっと景は微び笑しようを浮うかべてきた。


「ま、逃げたって無む駄だですけどね。逃がしませんから」


「おまえ……やめろよな」


「ふふ」


　……ったく、楽しそうにしやがって。


　昨日のファンクラブの一件を思い出して伊織はげっそりした。


「にゃー、わたしを見てください！　センパイ！　ぐー……」


　マナがまた寝ぼけたまま発言していた。……やっぱ起きてるんじゃないのか？


「しかし、話を戻もどしますと、先輩の家がだめとなると困りましたね。私のところだと、私がマナを襲おそっちゃいますし」


　景はさらりととんでもないことを言った。


「襲っちゃうって……」


「同じ理由で『愛めでる会』のメンバーに頼たよるのも論外ですね。ともかくです。マナを野ざらしにはできません。このツヤツヤの髪かみが傷いたんでしまうのは世界の損失ですし。なにか手を考えなくては──」


　と。


「ふみゃあ」


　ずりっとマナが伊織の腕からずり落ちた。


「んんっ」


　こちらの膝ひざの上で、むずかるように身じろぎして、また穏おだやかに寝息を立て始める。


　すー、すー……


「嗚あ呼あっ、もう耐たえられないっ、まにゃ、可愛かわいい……！」


　まにゃ？


　一いつ瞬しゆん、誰だれの声かわからなかった。


　マナをのぞき込んで景は相そう好ごうを崩くずしていた。澄すましていた表情は見る影かげもない。両手を胸の前で組み合わせて、鼻息を荒あらげている。


「自分の家がなくなっちゃったのに、のん気に寝ちゃってるマナ。バカカワイイです！」


「おい藤村、よだれよだれ」


「じゅる。先輩。やっぱりマナ、うちで引き取ります。ちょうど一人暮らしですし」


「おまえ襲っちゃうじゃん……」


　この様子だと本当にありえそうだ。


　それはだめだ。……だめだよな？


「ちょっと先輩！　なに落ち着いているのですか。こんな可愛いマナを膝ひざ枕まくらしておいてよく冷静でいられますねっ」


「自分より興奮している奴が近くにいるからな……」


　その場ではいい案が浮かばず、また昼休みに話し合うことになった。
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　昼休みの教室。伊織を含ふくめ、マナと景、それにソフィアの四人が集まっていた。伊織の机を囲み、それぞれ椅い子すに座っていた。


　マナがどこに住むべきか、話し合うためである。


　のだが……


　ぽりぱりぽりぽり。（クッキーを食べる音）


　ずー、ごくり。（紅茶をすすって飲み込む音）


　ふぃー。（満足の吐と息いき）


「やっぱりシェフのお菓か子しはサイコーですよー」


　マナはくつろいでいた。いつものようにソフィアが作ってきたお菓子を堪たん能のうしている。


「う、うん。ありがと、マナちゃん……あ、食べカスついてるよ」


　マナの口元を、ソフィアがハンカチで拭ぬぐってあげていた。


「ありがとですよ。シェフっ」


　目を細めてソフィアにお礼を言うマナ。伊織はため息をついた。


「……だから、なんでおまえ、そんなにのん気なんだよ」


　とても宿なしになった当事者とは思えない。


「なんですかセンパイ？　あ、もしかして。しょうがないですねー、はい！　一枚だけですよ！」


「じゃあ一枚もらうけどさ」


　マナが差し出してきたクッキーを、手を伸のばして受け取る。ぽりぽり。


「うん。おいしいよ、ソフィア」


「ふぇっ、あ、ありっ、ありがひょ……っ」


　ソフィアは嚙かんでいた。


「どしたんだ？　ソフィア。顔が赤いけど……熱でも……」


「だ、だいひょうぶっ」


「？」


「ふぅ。貴方あなたも十分のん気ではないですか」


　カチャ、と紅茶のカップをソーサーに戻した景が、肩かたをすくめてきた。


「……おまえもな」


「慌あわてていたところで解決するわけでもありません」


「まあ、そうなんだよな……」


　伊織は腕うでを組んだ。宙を見つめて、うなる。どうしたもんか……


「……あ、その……ご、ごめんね」


　と、ソフィアが申し訳なさそうに言ってきた。眉まゆが下がっている。


「え？」


「で、でもあの、ずっとは無理だけど、一日くらいだったら……」


　ソフィアは自分の家にマナを住まわせられないことを気にしているようだった。


「いやソフィア、気にしなくていいって。気持ちは嬉うれしいけど、やっぱ、家の人にも迷めい惑わくだろうし」


「うん……ごめんね。雛ひな谷たにくん。マナちゃん」


「ぜんぜん謝る必要ないって」


「そうですよ！　元気出してください！　シェフ！」


「いや、まあ、原因はおまえだけどな……いや、いいんだけど」


　当事者なのに元気すぎるので、ついツッコミを入れてしまったけれど、ここでマナを責めるのも筋すじ違ちがいだと思い直す。


「……ソフィアさんに元気がないとしたら、その原因はどちらかといえば先せん輩ぱいにあると思いますけどね。私は」


「え？」


「ふ、藤村さんっ」


　景の発言にソフィアが慌てた声をあげた。


　と。


「話は聞かせてもらったよ！」


　教室の入り口に、完璧超人ミスターパーフエクトが立っていた。





　　　　４




「──どうやら私の出番のようだね！」


　昼休みの教室。完璧超人は突とつ然ぜんに現れた。教室の入り口から伊織たちの前へと、彼は颯さつ爽そうと歩いてくる。


　完璧超人──総そう一いち郎ろうの登場に、マナはビクッと身をこわばらせて、伊織の背中にさっと隠かくれてしまう。


「えっと、時雨しぐれさん？　どうしたんですかいきなり」


　マナに盾たてにされながら伊織が訊たずねると、うむ、と彼──時雨総一郎は大おお仰ぎようにうなずいた。


「言っただろう？　話は聞かせてもらったと！　そこの戸の陰かげから！」


「え……もしかして、ずっといたんですか？」


「今日もマナくんは可か憐れんだね！」


　総一郎はイイ笑え顔がおになった。キラン、と白い歯が光る。


「…………そうですか」


　ストーカー。という単語が頭をよぎった。


　この三みつ葉ば学園の生徒会長である彼は、眉び目もく秀しゆう麗れい、文武両道、お金持ち、性格も良い、と三さん拍びよう子しも四拍子も揃そろった完璧超人である。しかしマナに一ひと目め惚ぼれしてからは、なんだか残念なことになっている人でもあるのだ。いや、もちろん、すごくいい人なんだけど。尊敬できる人、のはずなんだけど……


　ぽん、と総一郎は伊織の肩を叩たたいてきた。


「心配ないよ、伊織くん。任せたまえ。私の家には来客用に部屋がいくつもあまっていてね。バストイレ完備の快適極きわまりない環かん境きようをマナくんのために提供しようではないか」


「危険ですね」


　景だった。総一郎に冷めた視線を向けている。


「信用なりません。襲わないでいる保証はないです。だって私がそうですから。私と同類である総一郎、貴方も同じはず」


「ふ、ふぇ？　お、襲うって……はぅ、わぁ……」


　景の言葉にソフィアは白い顔を真っ赤にしてうつむいた。なにか、具体的に想像してしまったらしい。


　対して総一郎は胸を張って答える。


「私は紳しん士しのつもりだよ」


　ハッ、と景は鼻で笑った。わかってませんね、と言わんばかりだ。総一郎に詰つめ寄よる。


「マナがソファーでおねむさんで、ほっぺたぷにぷにしていても？」


「むむむ……」


「風ふ呂ろ場ばでばったりしちゃったら？」


「くっ」


「寝ねぼけたマナが部屋を間違えてあなたのベッドに入ってきたらどうするんですか」


「むぅ……！」


　総一郎は額を押さえ、なにかと闘たたかっているようだった。


　やがて結論が出たらしい。顔を上げる。


「ならばこうすれば問題はあるまい。豪う邸ちはすべてマナくんに提供しよう。私は隣となりの公園に住むから。なに心配することはない。メイドと執しつ事じは残していくよ」


　そう告げた総一郎はじつに清すが々すがしい表情をしていた。


「って、なんでそうなるんですか!?　ま、待ってください！」


　伊織は慌てて言った。


「ん？　伊織くん。どうしたんだい？」


「時雨さんにそこまでお世話になるわけにはいきませんて！」


「私はかまわないよ。むしろ望むところだ。マナくんのためならば！」


「いやいや！　だめです！」


　マナのために総一郎を公園に住まわせるわけにはいかない。


「そうか。残念だ……」


　がっくりとうなだれる総一郎だった。


　と。


　……あ。


　そのとき伊織は、こちらを鋭するどくにらみつけている視線に気づいた。


　教室に戻もどってきたところらしい。戸口にいた『彼女』と、ばっちり目があったのだ。


　──椎しい名ないね。


　フン、ときびすを返して、彼女は教室から出て行ってしまった。


　数日前の遊園地での一件以来、彼女にはずっと無視され続けている。マナのやってくる昼休みになると、いつのまにかいなくなっていたりするのだ。


　……マナとケンカしなくなったのはいいけど……なにを考えてるんだろうな、あいつ。


「…………」


「雛谷くん？　どうしたの？」


「え、いや……べつに」


　ソフィアの声で、伊織は視線を目の前の総一郎に戻した。椎名に気づいたのは自分だけだったらしい。


　総一郎は未いまだ苦く悩のうしていた。額に手を当てうめいている。


「ううむ。しかし伊織くんが言うならば仕方ないが……マナくんはどうしたい？」


　話を振ふられ──


「は、はい？　わたしですか？」


　伊織の背中に隠れているマナが、おずおずと口を開いた。


「んー、えっと、そうですね……いえ、わたし道ばたで一向にかまわないんですけど。あっ、ていうかセンパイと朝から会えましたし！　なので道ばたで寝起きすることにします！　センパイ！　明日あしたも起こしにきてくれますよね！」


「おまえな……」


「あ！　あ！　でも！　センパイ！　わたし、いいこと思いつきましたっ！」


「いいこと？」


　マナは伊織の正面に回ると、偉えらそうにぺたんこな胸を反らす。瞳ひとみを輝かがやかせて、自信満々に言ってきた。


「カンタンなことだったんです！　センパイんちに住んだらいいんですよ！　ふふっ、同居でアタック！　です！　いいですか!?」


「だめだって言っただろ……」


　今朝、マナは寝言で同じことを言っていたはずだが、記き憶おくになかったようだ。しかし……再び思いついてしまったらしい。


「わたし知ってるんですから！　同じ家で暮らすと男の人は女の人に逆らえなくなるんです！　かかあ天下ってやつですよ！」


「却きやつ下かだ」


「ふっふー。センパイを絶対服従させる日は近いです──って、えええ!?　なんでですかー!?」


「なんでもだ！」


　けっきょくここでも、いいアイディアは出なかった。
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　夕方──


　空にはカァカァとカラスが飛んでいる。


「センパイんちー！　センパイんちー！　らんらんるー！」


　塀へいの連なる住宅街。伊織の後ろをついてきながら、マナは大いにはしゃいでいた。自作の歌まで口ずさんでいる。


　肩かた越ごしに振り向くと、夕日に照らされて、ほっぷ、すてっぷ──飛び跳はねているマナの姿があった。


　ものすごいテンションマックスっぷりである。


「うーっ、ひゃっほーいっ！」


　拳こぶしを突つき上げると、アイススケートの選手みたいに、マナはくるんと空中で一回転まで決めた。ぱさっ、と遅おくれてツインテールが肩にかかる。


　こちらが見ていることに気づくと、パアアァァッ、と笑いかけてくる。


「いやー、楽しみですねっ、センパイっ！」


「…………」


「ドキドキわくわくしますよ！」


「……お、俺はべつに楽しみじゃないし、ドキドキわくわくもしてない」


　顔を前に戻して、ぶっきらぼうに伊織は言った。


　けっきょくこうなってしまった。


　とりあえず、ということで家に誘さそってみたところ、マナは「センパイんち！」と喜んでついてきたのだった。


　はぁ……と、恒こう例れいになっているため息をつく。


　抵てい抗こうしてみたものの、思えば最初から選せん択たく肢しはなかった。


　ソフィアの申し出に甘えることも考えたけれど、やっぱり迷めい惑わくだろうと断った。最初に景に指し摘てきされた通り、マナが宿なしになった原因は伊織との約束にある。その責任を他ほかの誰だれかに負わせるわけにもいかない。


「ほら、着いたぞ」


　どこにでもある二階建ての家の前で、伊織は足を止めた。塀の表札には『雛谷』と書いてある。


　後ろをついてきていたマナは、小走りで隣に駆かけてきた。並んで家を見上げる。


「ほぁーっ、ここがセンパイんちですかっ」


「言っとくが、新しく住む場所が見つかるまでの間だけだからな」


「わかってます！」


　威い勢せいのいい返事。


「ならいいけどさ……」


　門を入って三歩も歩けば玄げん関かんのドアにたどり着く。


　ポケットから鍵かぎを出してロックを外す。


　ドアを開けた。


　と。


「ちゃああんす！」


「──は？」


「センパイ！　お覚かく悟ごです！」


　振り返る。


　マナが門の外から助走をつけて突っ込んできていた。


「な、」


「やあぁあああ！」


　腕うでを左右に大きく広げて、飛びかかってくる。


　油断していた。避よけられない。


　どん！


　伊織の胸に、マナは勢いよくぶつかった。いっしょになってドアの内側へと倒たおれ込む。


「──っ」


　ガチャンとドアの閉まる音。


　腹の上に、覚えのある重みがあった。


「うぅ……」


　閉じていたまぶたを開けると、マナが腹の上に乗っていた。


　背筋を伸のばした姿勢でこちらを見下ろして、勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべている。


「やりました！　成功ですよ！」


「マナ？　な、なんの真ま似ねだ!?」


「それはですねっ」


　ニッとマナは唇くちびるの端はしを持ち上げた。自信満々の顔つきで言ってくる。





「センパイを尻しりに敷しいているのです！」





「…………」


「ふっふっふ。知ってますかセンパイ。男の人は同じ家に住む女の人のお尻に乗っかられると、なんと逆らえなくなってしまうそうです！　絶対服従です！」


「お尻って……なに言ってんだ」


　尻に敷く、という慣用句の意味を、マナはヘンな風に勘かん違ちがいしているようだった。


「どうやらまだ効果が現れないようですね……じゃあ、こうです！」


「お、おい！」


　マナはいったん体を浮かすと、今度は胸の上に乗っかってきた。


　彼女のスカートがふわりと広がる。顔面に風を受けた。そして、むにっという感かん触しよく。


「……っ」


「どうですかっ」


「いや位置変えたって関係な──」


　そのときだった。


　この家には玄関を入るとすぐ、廊ろう下かの脇わきに階段がある。


　とんとんとん……と階段を降りてくる足音がした。


「お兄ちゃんー？　帰ってきたのー？」


　間延びした声。


「ふわぁ……なんかあたし眠ねむっちゃってたみたい。おかえりお兄ちゃ……んん？」


　まぶたを擦こすりながら降りてきた伊織の妹──雛谷琴こと音ね（小学三年生）は、玄関で女の子に乗っかられてる兄を見て言葉を止めた。目がゆっくりと見開かれていく。


　──状じよう況きようを整理しよう。


　夕暮れ時。薄うす暗ぐらい自宅の玄関。後こう輩はいの女の子に馬乗りになられている。その姿を妹に見られた。


　こちらを指さす妹の手はぶるぶると震ふるえている。


「お、お、お……」


「こ、琴音……？　え、えっとだな。これはその、ご……誤解なんだ！」


　自分で言ってみて、あまりの説得力のなさに泣けてきた。


「お兄ちゃんがカノジョさんとイケナイことしてるー!?」


　隣となりの家にまで聞こえそうな声で叫さけばれた。


　そしてさらに。
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「なんだと!?　イオめ！　あたしのラブブロスを勝手に!?」


　ガチャ！


　玄関の戸が勢いよく開ひらいて、姉も現れた。


「なっ、リアルだと!?」
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　伊い織おりが自宅にマナを泊とめてやることになった──その日の夜。


　雛ひな谷たに家のキッチン。


「つまりお兄ちゃん、ついに人間を拾ってきちゃったんだね。猫ねこじゃなくって」


　夕食の後、伊織の水洗いした皿を隣で拭ふいてくれながら、琴こと音ね（踏ふみ台だい使用中）は言ってきた。


「うん。いいんじゃないかな。マナさんは猫じゃないからあたしもアレルギー出ないし、うちで飼……じゃなくって、面めん倒どうみてあげられるもんね」


「そうだな……って、いや待て」


　水道を止めて、伊織は琴音に向き直った。


「その言い方だとまるで俺が望んで連れてきたみたいになってるけど、違うからな？　面倒をみるって言っても、新しく住む場所が見つかるまでの間だけだし」


「ふーん」


「…………。えっと琴音？　なんか不ふ機き嫌げんになってないか？」


　いつもに比べて素っ気ない妹の態度に、伊織は不安になって訊きいた。


「え？」


「悪かったよ……その、知らない奴やつをいきなり家に連れてこられても困るよな」


　琴音は、はっとした顔になった。自分の態度に気づいていなかったらしい。弁解するようなことを早口で言ってくる。


「う、ううん。えと、違うよっ。べつにマナさんがどうとかじゃないんだよ。マナさんぜんぜんいい子だし。にぎやかになっていいと思うよ？　咲さきお姉ちゃんも対戦相手ができて嬉うれしそうだしっ。ほら！」


「たしかに咲姉、むちゃくちゃ喜んでるな」


　伊織は意識をリビングへ向けた。


　リビングからはマナと咲がゲームをしている音が響ひびいている。


　レトロな落ちものゲーをプレイ中のようだ。


「くらえマナにゃん！　ここで一発逆転の十六連れん鎖さだ！」


「くっ、さすがお姉さん、やりますね！　なんでそんなに強いんですか!?」


「はっはっは、私のことはマスターと呼べ！」


「マ、マスター！」


　やたら盛り上がっている。


　姉と妹に遭そう遇ぐうした直後は、借りてきた猫状態で大人しくなっていたマナだったが、ゲームを始めてから咲とはすっかり打ち解けていた。


　うちの二番目の姉──咲は、三度の飯よりゲームが好きな、重度のゲーマーだ。ハンデなしでは伊織は絶対に勝てない。そんな咲といい勝負ができているのだから、マナの腕前もかなりのものだ。


　……まあ、ゲームに夢中になってくれているうちは、変なアタックを仕し掛かけてくることもないので、一安心──


「よしマナにゃん。極ごく意いを教えてやろう。ゲームをするときはな。服を着ていてはいかんのだ」


「ふむふむ」


「すべてを……解放しろ！」


「わかりました！」


「──って、咲姉！　マナに変なこと教えてんじゃねぇよ！　マナ！　おまえも素す直なおに脱ぬいでんじゃねぇ！」


　はっとして伊織は制止の声をあげた。キッチンから顔を出す。


　マナは裾すそに手をかけて、ジャージをへそまでめくりあげている。


「で、でもセンパイ！　脱がないと……勝てないんです！」


　咲のせいでマナは脱だつ衣いすることでゲームが強くなると完全に信じてしまっていた。


　……ったく、こいつは。


「マナ……いいか？　よーく聞け！　その極意はおまえにはまだ早い。体が耐たえきれないんだ」


　……たぶん、風か邪ぜをひいたりするしな。


「はっ。そ、そういえば身に覚えがありますよ……お腹なかが急に痛くなったり、くしゃみが止まらなくなったりするですよ……」


　マナは納なつ得とくしたようだった。へそまでめくれあがっていた服をいそいそと元に戻もどす。


「チッ」


　舌打ちしたのは咲だ。


「つまらん奴だなイオ。それでも健全な男子高校生か？　あたしはおまえをそんなふうに育てた覚えはないぞ」


「育てられた覚えもねぇよ！」


　怒ど鳴なってから伊織は顔をキッチンに戻した。


　咲にも困ったものである。


「あ、あのね、お兄ちゃん」


　と琴音が声をかけてきた。言いづらそうにもじもじしている。


「ん？　なんだ？　琴音」


「……マナさんって、ホントにお兄ちゃんのカノジョさんじゃないの？」


「いや……だから違うって。まあ……でも、んー、なんていうか、似て非なるなにかではある……のか？」


　説明は難しい。


「前に言ってたお兄ちゃんに付きまとってる女の人って、マナさんだよね」


「え？　ああ、そんなこと話したっけ？　そうだけど……なんだよ？」


「…………」


　琴音は黙だまり込んだ。下を向く。な、なんだ？


「静しずかお姉ちゃん、今日も遅おそいんだね」


　壁かべに掛かかった時計に顔を向けて、琴音は話題を変えてきた。


「ああ、飯食って帰るって言ってたからな」


　伊織の家にはもう一人姉がいる。やや年の離はなれた長女はキャリアウーマンで──


「たっだいま～」


　噂うわさをすればだった。
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「たっだいま～！」


　玄げん関かんのほうから声がした。上の姉──静が帰ってきたようだ。


　ドタドタと足音。リビングに現れるなり、出で迎むかえようとした伊織に抱だきついてくる。


「つっかれたぁ～。きょうもおねーちゃんがんばってきたのよー。イオく～ん、おみず～、それからむぎゅーっしてー」


　むはぁ～。


「うっ、酒臭くせぇ……静しず姉、なんでそんな酔よっ払ぱらってんだよ」


「それがねー、聞いてよイオくん。あのクサレ上司、キミの作った資料でプレゼン通ったよー、とか言ってえぇ、おごってくれたのはいいんだけどー、ケチくさく焼き鳥よー、それも純米大吟ぎん醸じよう頼たのんだら、なんかこっそり安酒に変わってんのよー、誰だれのおかげで企き画かく通ったとおもってんのー、アタマきちゃったから二升しよう飲んできてやったー、えへへー。えらい？」


「あー、えらいえらい」


「お兄ちゃん。はい、お水持ってきたよ」


　しなだれかかってくる長女を床ゆかに座らせながら、伊織は琴音からコップを受け取った。


「ありがとな琴音。ほら静姉、水──」


「やだー。やだやだやだー。口移しでなきゃー」


「おいこら暴れんなっ。スーツがしわになんだろ」


「あ、あの……センパイ？　そ、その人は？」


　ソファーの陰かげに隠かくれて、人見知りのマナがおずおずと訊いてきた。


　静はぴたりと大人しくなった。ようやくマナに気づいたらしい。しゃきっと正座して、


「はじめまして。長女の静ですの」


「おせぇよ」


　今さら外そと面づらを作ってもいろいろ手て遅おくれである。


　伊織の耳元に口を寄せ、静はひそひそと訊いてくる。


「……なにイオくん。この可愛かわいい子」


「……電話で言っといたろ。マナだよ」


「イオのカノジョだ」


　咲が口を挟はさんできた。


「だから違ちげぇ……」


「玄関でイケナイことしてただろ？」


「だからそれは誤解だって！」


「馬乗りになられてたのにか？」


「そ、そうだよ……」


「ふーん。そっかぁ～。なるほどねぇ～」


　にやにやと静はこっちを見て笑ってきた。う……絶対わかってない顔だ。


　と。


　静はまた酔いが回ってきたようだった。再び目がとろーんとしてくる。


「あ、おい──」


「むふ。むふふ。むふふのふ～。ひゃっはー！」


　そして突とつ然ぜん、不気味な笑い声をあげながら、べたべたと床を這はっていった。伊織の手をすり抜ぬけて、向かった先は──


「げええええええっとぉおおっ。きゃー、すべすべー。やらかーい！」


「にゃああああ!?」


　急速に這い寄る酔っぱらいを前に、マナはソファーにしがみついてガクブルするだけだった。あっさりと抱きつかれて頰ほおずりされて、猫ねこっぽい悲鳴をあげる。


「な、なにするですか!?　わ、わたし、食べてもおいしくないですよ！」


「かぷー」


「ひゃんっ」


　マナの首筋に嚙かみついた静は、顔をあげると、ぺろりと唇くちびるを舐なめた。


「よーしっ、じゃあアタシとおフロ行きましょーっ」


「どういうことですか!?」


　酔っぱらいに整合性を求めても意味はない──ということをマナは知らないらしい。


「うふふ！　うちのイオくんにふさわしいかどうか、いろいろチェックしてあげる～！」


「セ、センパ──たす──」


　ドタドタドタ。軽々とマナを胸の前に抱かかえて、静は浴室のほうへと消えていった。


　しばらくすると、向こうからマナの悲鳴らしきものが聞こえてくる。


「お、お兄ちゃん。マナさん助けなくてよかったの？」


「まあ……ほんとにとって食われたりはしないだろ……」


　ぽん、と咲がこちらの肩かたを叩たたいてきた。


「姉さんもマナにゃんを気に入ったみたいだぞ。これで家族公こう認にんだな！」


「ああもう……」


　……俺が言うのもなんだけど、みんなマナを受け入れすぎじゃないか？


　着実に、伊織のまわりはマナに侵しん略りやくされていっている。
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「にゃああああ！　ぅやあああ！」


　浴室前の脱衣所に、マナの悲鳴が上がっていた。


　センパイのお姉さん──静によってマナは組み敷しかれていた。床に仰あお向むけに転がされ、マウントポジションを取られている。ジタバタ暴れるが抜け出すことができない。


「みゃああああ！」


「んふふ～っ、暴れちゃだーめっ。じゃないと脱がせられないでしょぉ～？」


　静は暴れるマナの両手を、片手で押さえつけた。


　マナは両りよう腕うでを上げた万ばん歳ざいの状態で、完全に身動きがとれなくなる。


「じ、自分で脱げますからぁ……！」


　マナは涙なみだ目めになっていた。けれど酔っぱらいには通じない。


「いいからいいから～」


「なにがですかー!?」


　にこぉっと静は笑うと、ジャージの金具をつまんで、チャックを一気に引き下ろした。


「っ」


　ジャージがはだけて、その下のブラがあらわになる。


「ほうほう。けっこうあるのね？　着やせするタイプね！」


　……なんでわたしの胸をジロジロ見てるですかこの人ー!?


「それにぃー、すべすべー」


「ひあっ」


　わき腹を撫なでられた。くすぐったくって、ビクンッと背中が反り返る。


　その隙すきにあっさりブラが外された。


「な、な、なぁ──!?」


　混乱しているマナに向かって、静はビシッと親指を立ててきた。


「うん。いいおっぱい！　合格よ！」


「は、はぇ？」


　ぱちぱちとマナは瞬まばたきした。


　よくわからないけれど、なんか合格したらしい。


「さて！　それじゃー下もチェック行きましょーかー！」


「へ!?　あ、あの、待──にぎゃー！」


　スカートに手をかけられて、マナは再び悲鳴を上げた。





　浴室に入れられ、組くんず解ほぐれつ泡あわまみれにされて、全身をくまなく洗われた。


「っや……っ」とか「んっ」とか「ふぁっ」とか。


　くすぐったくって変な声がいっぱい出て恥はずかしかった。


　湯船に入ると静に後ろから抱だきしめられて、マナはビクッと身をこわばらせた。ぼいん、と背中に柔やわらかいクッションが当たっている。


　……こ、今度はなにをされるですか？


　マナは警けい戒かいした。けれど、


「うふふ～。マナちゃんやらか～い」


「…………」


　のんびりした声で静はそう言うだけだった。お湯の中、優やさしく抱かれていると、マナはだんだんと気が緩ゆるんでいくのを感じた。


　……なんか、あったかい……です。


「ごめんね、マナちゃん」


　耳元でした声に、マナははっと我に返った。


　ちゃぷっ。


　湯を揺ゆらして振ふり向く。


「──え、えと、なにがですか？」


「お姉ちゃん、嬉うれしくってハシャギ過ぎちゃった」


　マナがきょとんとすると、赤い顔で静はふふっと笑った。


「イオくんのこと、お姉ちゃんとしてはちょーっと心配だったのよね」


「センパイの、こと？」


「そーそー。好きな子とかできるのかなぁって。イオくん、ほら、鈍にぶいっていうか、枯かれちゃってるとこあるじゃない？」


「は、はぁ……そうかもですね」


　よくわからないままマナは相づちを打った。


「でしょー。うちって父親がいないから……イオくん、自分がしっかりしなくちゃって思ったんだろうけど。そのせいかなぁ。他人の世話ばっかりで、自分のことは後回しで……それがいいトコでもあるんだけど……」


「お姉さん……？」


「って、困るよねー。いきなりこんな話されても」


　ぐすっと洟はなをすすり、あははー、と静は暗くなりかけた表情を誤ご魔ま化かすように笑った。


　酔っちゃうと涙もろくなってダメね──と言い、


「とにかくね、だからマナちゃんみたいな子がイオくんと出会ってくれて、よかったなーって。ふふっ、マナちゃんさえよければ、これからもイオくんとずっといっしょにいてあげてね」
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「っ!?　は、はい。もちろんですよ！」


　静の言葉にマナは力強くうなずいた。


「センパイは特別なんです！　わたしにはセンパイしかいません！」


「マナちゃん……っ！」


「な、なんですか──ひゃわわわっ」


　静はじわあっと目に涙を浮うかべると、ぎゅーっと抱き締しめてきた。


　と。


　ガクッ。


　ブクブクブク……


　突然、マナを抱き締める静の腕から力が抜けて、彼女はお湯のなかに沈しずんでいった。


「……え？　あ、あの……？」


　浮き上がってこない。


「ちょおおおお!?　お、お姉さん！　どうしたですかー!?」
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　リビング。


「ね、ねえ、お兄ちゃん。そもそもあんな酔よっぱらってる静お姉ちゃんをお風ふ呂ろに行かせてよかったのかな……？　またなかで寝ねちゃったりするんじゃ……」


　静がマナを連れていってから少しして、琴音が言った。


「あ、そうだよな」


　姉のあまりのはしゃぎっぷりに圧あつ倒とうされて失念していた。伊織は心配になった。廊ろう下かに出て、外から声だけかけてみるつもりで浴室のほうへ向かう──


　と。


　ばん！


　脱だつ衣い所の戸がいきおいよく開いて、マナが目の前に飛び出してきた。


「たいへん！　たいへんですよ！　お姉さんが！　あ、センパイ！」


「っ!?」


　心臓がはねた。


「おまっ、なんて格好で──」


　マナはずぶ濡ぬれの体に、バスタオル一枚を巻きつけただけの姿だった。


　水気を吸って張り付いたタオル地が、普ふ段だんはぶかぶかジャージに隠かくされている女性的な体のラインを浮かび上がらせていて──


　一いつ瞬しゆん、見み惚とれかけ、すぐにそんな場合じゃないと思い直す。


　……マナのこの慌あわてぶり……


「早く早くです。センパイ！　こっちです！」


「わかってる！　静姉！」


　マナの横を抜ぬけて、伊織は浴室へ踏ふみ込んだ。


　静は浴よく槽そうの縁ふちに腕を引っかけた状態で、ぐでんと力なく顔をうつむかせていた。


「い、いきなり沈んじゃって、そこまでは引っ張り上げたんですけど……」


　後ろにマナの説明を聞きながら、伊織は静の横にしゃがみ込んで顔を近づけた。


　ぺちぺちと頰ほおを叩くと、んんっと静は薄うす目めを開けた。


「……あ、イオくん……マナちゃんって着やせするタイプだったよー……」


　そしてまた、ガクッとうなだれて寝息を立てはじめる。


　伊織は詰つめていた息を吐はき出した。


　……ったく、この大酒飲みは心配させやがって。


「センパイ。どうですか？　お姉さん。だいじょうぶですか？」


「ん。ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。ありがとな──」


　伊織はマナに振り返った。


　と。その瞬間。


　ぱさり。


　マナのバスタオルが落ちた。


「──っ!?」


「ふぅ。よかったですよー」


　しかしマナは安あん堵どからか、気づいていないようだった。ほっと息をついて、その場でのん気に額の汗あせをぬぐう仕草をしている。


　湿しめって火ほ照てった全身から、マナは白い湯気を立ち上らせている。


　ちっこい体のわりに、意外とある胸のふくらみが丸見えで……


「マナ、おまっ、タ、タオル！」


「？」


　マナはきょとんとした後、一糸まとわぬ自分の体を見下ろした。それから伊織を見て、自分を見て、また伊織を見て──ぼひゅっと真っ赤になった。


　へにゃっと泣きそうな顔をこちらに向けてくる。


「セ、センパイ……なんか、わたしおかしいです。ドキドキして……し、死んじゃうかもしれませんっ」


　混乱しているのかマナはよくわからないことを言った。


　はっとして伊織は慌ててマナに背を向けた。


「だ、大丈夫だ！　死なない！　落ち着け！　とにかく服を着るんだ！」


「え？　え？　え……？　センパイ……？」


　ちらりと見ると、マナは裸はだかのまま立ち尽つくしていた。パニックで動けなくなっているらしい。


「こ、これを着ろ！」


　伊織は自分のシャツを脱ぬぐと、マナに向かって放ほうり投げた。
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　その夜……


　自室でベッドに入った伊織は寝付けずにいた。


　時刻はもう二時過ぎだ。


　目を閉じると──ばっちり見てしまったマナの裸がまぶたの裏に浮かんでくる。


　ちっこくても、起き伏ふくのある体。火照った肌はだが水すい滴てきを弾はじいていた。


「…………っ」


　伊織は首を振って残像を頭から追い出そうとした。けれどどうしても上う手まくいかない。


　ため息をついた。どうせ寝られないのだから、べつのことを考えることにする。


　マナの住む場所のことだ。


　……どうするか。


　とりあえず、朝になったら、静に相談してみようと思った。あの後、浴室から連れ出したものの、またすぐに寝入ってしまったため相談できていない。静が勤めている会社は不動産関係なのだ。


　……でも、新しく部屋を借りるにしても、あいつたぶんお金ないよなぁ……


　だからこそ追い出されてしまったのだろうし。


　それに……こういうとき頼たよれる相手も……


「ん？」


　ガチャリ……


　部屋のドアが開いた。


　暗くら闇やみに慣れた目に、小さな影かげがふらふらと部屋に入ってくるのが見える。


「ふみゅ……」


　──マナだ。


　家を空けている母親の部屋で寝ていたはずだが……どうやら寝ぼけているらしい。


　マナは伊織のシャツをそのまま寝間着にしていた。薄うす明あかりの中で、白い素す足あしが、ぼうっと浮かんでいる。


　伊織は鼓こ動どうが速くなり、手のひらにじっとりと汗をかいた。


「マ、マナ？　お、おい」


　声をかけるが反応がなく、あたふたしているうちに寝ぼけたマナはもぞもぞと布ふ団とんの中に入ってきてしまう。


「……センパイの、におい……」


「っ」


　温ぬくもりを求める子こ猫ねこのように、マナが体をすり寄せてくる。


　腕にぎゅっと抱きついてきた。ふにゃんと女の子の柔やわらかさが押し当てられる。


　マナに触ふれている腕から体中に電流が走ったような感覚があり、ドクドクドクドク……と耳の裏のほうから血流の音が聞こえてきた。


　理性が警告を発した──このままじゃヤバイ。


　だけど、体は金かな縛しばりにあったように動かなかった。


　……な、なんでだ!?


　声も出せなくなっていた。


「センパーイ……むにゃ……どうきょであたっく……ですよ……」


　マナはさらにむにゃむにゃと何事かつぶやいて、すやすやと寝息を立てはじめた。


　すりすりと伊織の肩かたに頰を擦こすりつけてくる。


　髪かみからはシャンプーのいい匂においがした。くらくらする。


　……う、うちのシャンプーってこんないい匂いだっけ？


　あどけない顔で眠ねむるマナはあまりにも無防備で──可愛かわいくて。


　……そ、そうか！


　伊織は自分の体が動かない理由を悟さとった。本能が今すぐマナを抱だきしめるように体を動かそうとしており、しかし理性がそれを食い止めている状態なのだ。


　……だってマナは、俺を絶対服従させたいだけなんだ。


　そんな相手に手は出せない──そこはなんというか、自分だけ嬉うれしくてもダメなのだ。


　我が慢まんしなければ。たとえ夜中にいっしょの布団の中で抱きつかれていてもだ。


　……って、なんだこの状じよう況きよう！　つらすぎるだろ！





　一いつ睡すいもできないまま、朝になった。
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　マナと同居することになって一夜明けた──朝。


　学校。


「ふぇっ、ひ、雛ひな谷たにくん!?　だ、だいじょうぶ？　すごい隈くまだよ……」


　教室に入って席についた伊い織おりの顔を見て、ソフィアが驚おどろいていた。


「昨日、寝ねれなくてな……」


　目がしぱしぱする。体がだるくて、頭もぼーっとしている。


「お。雛谷サン。もしかして昨夜はマナにゃんが寝かせてくれなかったってか？」


　友人の川かわ村むらが通りすがりに言ってきた。普ふ段だんなら怒ど鳴なりつけてやるところなのだが、今はそんな気力もない。


「そ、そそそ、そうなのっ？」


「まあ……そうだな」


「わっ、わー、わわーっ」


「……？」


　真っ赤になって慌あわてるソフィアを見て、


「あ」


　伊織は自分の失言に気づいた。


「──ち、違ちがうぞソフィア！　べつにそーいうアレじゃなくてだな！　ただあいつがベッドに潜もぐり込んで来ただけでだな！」


「ベ、ベッドに……っ」


「あ！　いや！　だから──それだけだからな！　それでその、目が冴さえて眠れなかったってだけなんだ！」


「あ……う、うん。え？」


「え？」


「添そい寝……？」


「いや、まあ、その……まあ……」


　……しまった弁解の余地がない！


　墓ぼ穴けつを掘ほったことに伊織は頭を抱かかえた。


　と。


　ガタッ。ガタガタガタッ。ガタガタガタガタガタガタッ。ガタガタガタガタガタ──


　教室の中。次々と、すごい数の男子たちが席から立ち上がった。


　まわりを取り囲んでくる彼らに伊織は戦せん慄りつした。


「お、おい……おまえら、ちょ、落ち着けって」


　……って、こいつら、歯を食いしばって泣いている!?


　男泣きだった。


「「「雛谷……！　マナにゃんを泣かせたら許さないからな！」」」


「あ、ああ。わかってる、よ……」


「「「チクショウ羨うらやましいんだよおおぉおお!!」」」


「……はぁ……いいなぁマナちゃん……あたしも添い寝したいな……」


　慟どう哭こくの叫さけびに紛まぎれて、ソフィアの声はまたしてもかき消された。
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　同時刻。中等部校舎。


　そぉー……


　マナは自分の教室──中等部三年四組の中をのぞき込んでいた。


「あ！　マナ様！　おはようございます！」


　ビクッ。


　女子の一人に見つかって、声をかけられる。マナは身をすくませた。


　次々と、クラスにいる生徒たちがマナに挨あい拶さつをしてくる。


「おはようございます！　マナ様！」


「ご機き嫌げんいかがですか、マナ様！」


「今日もマスコットかわいいですね、マナ様！」


「うう……」


　おびえながらマナはおずおずと片手を持ち上げた。上うわ擦ずった声で挨拶する。


「お、おはやうです……」


「「「やったー！　マナ様とご挨拶できたー！」」」


　一いつ斉せいに歓かん声せいが上がった。


「ひぅっ？」


　マナはいっそう縮こまる。


　と。


「静かに」


　ぴしゃり、とその一言で教室は静まってしまった。


　景けいだ。


　窓まど際ぎわの席に座っていた景が、ゆっくりと立ち上がっていた。


　周囲を見回して、景は告げる。


「皆みなさん、マナがビビってしまっているではないですか。今日は『ビビってるマナを愛めでようデー』ではないのですよ？」


「す、すみません……会長……私たち……つい……」


「気をつけてください。つい先日、御み輿こしに担かつぎ上げて怖こわがられたばかりです。しばらくはお預けですよ。しかし、すべてはマナのかわいさ故ゆえの過あやまち。今回は大目に見ましょう」


「は、はいっ」


　……ほあー、やっぱり景ちゃんはすごいのです。


　自分のように魔ま眼がんなんてないはずの景。なのにクラスのみんなを支配下に置いている彼女はすごい──とマナは景に憧あこがれのまなざしを向けた。


　いつかセンパイの前で自分もこうありたいと思わずにはいられない。


　緊きん張ちようできゅうっとなる胸に手を当てて、マナは教室に入った。


　景のおかげなのか、クラスの人たちが声をかけてくることもなく、無事に自分の席へとたどり着くことができた。


「マナ。昨日はどうだった？」


　と後ろから景が話しかけてきた。マナの席は景の真ん前なのだ。


「あ、はい。センパイのごはんはとってもおいしかったです！　じゃーん！　ほら、お弁当も作ってもらったんですよっ」


「よかったねマナ。それで、昨日やるって張り切ってたのは上う手まくいったの？」


　マナはため息をついた。


「はぁ……いえ。それが失敗してしまったんです景ちゃん。センパイは尻しりに敷しかれても絶対服従してくれませんでした。なにが足りないんでしょうか」


「他ほかにはなにかしなかったの？」


「ほ、他ですか？」


　思い出すとなぜかドキドキして、マナは声を潜ひそめた。耳打ちする。


「えと、その、べつにしようとしてしたわけじゃないんですけど……裸はだかを見られて、それから気がついたらいっしょのベッドに……」


「ほう……。その後は？」


「そのあと？」


「……なんでもない。だいたいわかったから」


　景は顔を伏ふせた。小さく息を吐はく気配。


「……先せん輩ぱい、真ま面じ目め過ぎ……」


「？　景ちゃん？」


　窓の外に顔を向けた景は、遠いところを見る目をした。ふっ、と口元に微び笑しようを浮うかべている。どうしたんだろう……？


「あ、景ちゃん。ちょっといいですか？」


　ふと思い出して、マナは言った。


「ん。なに、マナ」


「あのですね。わたし『師し匠しよう』の掲けい示じ板ばん、見れてないんです」


　部屋を追い出されたので、インターネットを見れていないのだ。


　景はスマートフォンというカッチョいい機械を取り出してきた。画面を何度かタッチしてから、渡わたしてくれる。受け取ると、すでに師匠の掲示板──『乙おと女めの恋れん愛あい相談室』が表示されている。


「ありがとです」


　前見たときから更こう新しんされている書き込みを、マナは読み始めた。


「……ふむふむ」


　センパイを絶対服従させる新しい方法。書いてあるかな？


　しかし書かれていたのは、まったく予想外のことだった。


「こ、これは……！　し、師匠！」


　まさか。そんな──マナは愕がく然ぜんとした。


　決意を胸に景のスマートフォンを握にぎりしめ、立ち上がる。


「どうしたの？　マナ」


「たいへんです！　なんとかしなくては！」
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　昼休み。伊織の教室。


「たいへんなんですセンパイ！　寝ねてる場合ではないのですよー！」


　という声で伊織は起こされた。ゆさゆさと揺ゆすられる。


「……ん。マナ？」


　教科書が開きっぱなしになっている机から顔を上げる。寝不足のせいで（たぶん四時限目の中なか頃ごろから）居い眠ねむりをしてしまっていたらしい。


　まぶたを擦こする。ぼんやりした視界の中、マナと景の二人が教室に来ていた。ソフィアはどこかに行っているらしく、隣となりの席は空だ。


「おはようございます先輩。間ま抜ぬけ面づらですね。頰ほおにシャーペンの跡あとがついていますよ」


　マナの後ろからひょいと顔をのぞかせて、景が言ってきた。……ひどい言われようだ。


「たいへんなんですよ！」


　再びマナに耳元で叫ばれる。


「ちょ、顔近いってっ」


　呼吸を整えて、伊織は机に頰ほお杖づえをついた。


「で。なんだよ。大変ってさ……」


「景ちゃん。ちょっと貸してください──ほら、センパイ、これを見てください！」


「ん？」


　マナがこちらに突つき出してきたのはスマートフォンだった。


　画面に掲示板形式のウェブページが表示されている。


「師匠が落ち込んでるんですよ！」


「ええと、誰だれが落ち込んでるって？　師匠……？　おまえにいろいろ余計な知識を伝授してるっていう……あの？」


「もうセンパイったら、余計とはなんですか！」


「あ、いや、だってな……」


　おかげでマナはその知識を『マナ理論』で都合良く解かい釈しやくして、いつも自信満々にアタックをしてくるのだ。この間のネコミミとかも、もしかしたら師匠とやらの入れ知ぢ恵えのせいかもしれないわけで。


「師匠の教えはすごいんですよ！　ただ！　ただ……！　わたしの力が足りないだけなんです……！」


　マナはスマートフォンを持ってないほうの手で握り拳こぶしを作ると、それを膝ひざに打ち付けた。悔くやしそうに歯は嚙がみする。


「くっ、わたしが未熟なばかりにセンパイを絶対服従させられない……！　師匠、ごめんです！」


　……なんなんだろうな。こいつの師匠への絶対的信しん頼らいは……


「ていうか……この掲示板の画面って、俺見ちゃっていいのか？　おまえの言う俺を服従させるためのカンペキな計画っていうの、書いてあるんじゃ……」


「そんな師匠が落ち込んでいるんですよ！　これは弟で子しとして放ほうっておける問題ではないのです！　センパイも協力してくれますよねっ」


　……話、聞いてないし。


「はぁ……わかったよ。たいしたことは言えないと思うけど、相談には乗ってやる」


　マナはパァッと顔を輝かがやかせた。


「ほんとですか！　ありがとですセンパイ！」


「お、おう……」


　照れくさくなり、伊織は視線をそらして頰をかいた。


　こほん、とマナは咳せき払ばらいをする。


「なんとですね。師匠の大好きな男の人が、家にべつの女を連れこんじゃったそうなんです」


　こちらに顔を近づけて、かつてない真しん剣けんな口調でマナは話しはじめた。
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　マナに『師匠』の悩なやみについて聞かされて、伊織は面めん食くらった。


　──師匠には同どう棲せいしている男がいて、その男がべつの女性を連れ込んだ。らしい。


「ちょ、なんだよそのヘビーな話……」


　もしかしてドロドロの三角関係ってやつじゃないのか？


　師匠が何歳なのかは知らないけれど、とても中高生の手に負える問題ではない気がする。


「しかも師匠は、その二人が玄げん関かんでイケナイことをしているのを見ちゃったそうです」


「それは……えっと、修しゆ羅ら場ばだな」


　ごくり。息を呑のむ。


「ところでセンパイ。イケナイことってなんですか？」


「へ？　え？　さ、さあな。わからないな」


「先輩」


　景がジトっとした目を向けてきた。


「センパイ？　どうしたですか？」


「う……なんでもない。なんでもないから、話続けろ」


「はい。えっと、とにかくそれを見ちゃった師匠はとてもショックだったわけです。でも、師匠はしかたがないなって思ったそうです。いつかはきっとそんな日が来ると覚かく悟ごしていたといいます。男の人の成長を素す直なおに祝福してあげよう、そう決めていたみたいです」


「なんつーか……立派な人なんだな、師匠。器うつわが大きいっていうか」


「けど問題はその後なんですよ！」


「？」


「男の人──仮にＩアイっていうらしいんですケド──Ｉアイは、女の人とのカンケイを否定しているそうなんです。今朝なんて二人でいっしょのベッドで寝ていたのに『いやだからコイツは俺のカノジョじゃないから。イケナイこともしてないから』と、わけのわからない言い訳をしていたといいます。だから師匠はどうすればいいかわかんなくて……悩んじゃってるそうです。かわいそうな師匠……」


「まったく見苦しいですよねＩアイ。最低な人ですＩアイ。先輩もそう思いませんか」


　とマナの横から景。


「ええと、そもそもなんでＩアイはそんな言い訳してるんだ？」


　わからないので訊きいた。景はため息をついてきた。


「憶おく測そくではありますが、おそらく浮うわ気きではないというアピールなのでしょう。カノジョじゃないから浮気ではない、というわけです」


「なんだよそれ……苦しい言い訳だな。たしかにそんな言い訳が通ると思ってるなら、そのＩアイって奴やつは最低だな」


「そうですね」


「師匠、おいたわしやです」


　うんうん、と三人でうなずき合う（マナはノリでうなずいているだけな感じだが）。


　いったん目を閉じる。しばらく考えて、伊織は結論を出した。


「そうだな。俺の意見としては、まずはきっちり話し合うことだな。それでもダメなら、師匠はＩアイと縁えんを切ったほうがいいと思う」


「えんがちょですか」


「そうそれ。……って、変な言葉知ってるなおまえ」


「わかりました！　センパイ！　ご協力に感謝です！　ではっ」


　マナはぺこりとお辞じ儀ぎして、景とともに教室から出ていった。


　ツインテールが戸の陰かげに消えるのを伊織は見送った。


　と。


「ん？」


　影かげが差した。机の前に、誰かがやってきたようだ。


　伊織がそちらに顔を向ける前に、声が降ってくる。


「アンタに話があるわ」


「──っ」


　十人いれば十人が振ふり向く美人（ただし性格に難アリ）。


　椎しい名ないねが、不ふ機き嫌げんな顔で伊織を見下ろしていた。


「放課後、付き合ってよね」
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　放課後──


「米こめの罠わなですよ……」


　隣を歩くマナが低い声でつぶやいた。


　話があるという椎しい名なに、伊い織おりは学校帰りの待ち合わせを約束させられた。


　指定されたのは駅の喫きつ茶さ店てん。今はそこに向かっている途と中ちゆうである。


　ちなみに『米』というのはマナがつけた椎名の呼び名だ。


　きゅっ。


　と歩きながらマナは、伊織の制服の袖そでを握にぎってきた。


「だめですからね……」


　こちらを見上げる瞳ひとみが揺ゆれている。


「米がなにしてきても、米のモノにならないでくださいね」


「いや、心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだっての……」


　伊織は目をそらした。ぽりぽりと頰ほおをかく。


　椎名には前科がある。だからマナは心配しているのだろう。


　数日前の、あの観覧車での出来事を思い返す。キスのことだ。伊織は椎名に唇くちびるを奪うばわれている。


　ただマナをからかうためにやった……んだよな。やっぱ。


　マナと椎名いね。


　二人はとても仲が悪いのだ。少し前まで、二人は毎日のように口ゲンカをしていた。


　原因は、椎名が狙ねらっていた完璧超人ミスターパーフエクトが、マナに一ひと目め惚ぼれしたことだ。そのことで、マナは椎名の怒いかりを買ってしまった。それ以前の問題で、そもそも相あい性しようが悪いというのもある。


「けど、あいつ……話ってなんだろうな。マナ。おまえ大人しくしてろよ？　ケンカすんなよ？」


「安心してください！　センパイはわたしが守ります！」


「……いや、だから」


　伊織が考え込んでいるうちに、マナはひとり勝手に盛り上がっていたようだ。変な覚悟を決めている。


「わたしヤるですよー！」


　背中を丸めてステップを踏ふみ、しゅぱしゅぱとマナはその場で拳こぶしを突つき出す真ま似ねをし始める。


　しかしマナの突き出す拳は……どうみても猫ねこぱんちだった。


　軽く握った拳で、宙を引っかいている。


　本人は真剣にシャドーボクシングをしているつもりなのかもしれないが……


「……そんなぱんちで大丈夫か？」


「大丈夫です！　問題ないです！　ふしゃーしゃーっ」


　しゅぱ。しゅぱ。しゅぱぱぱぱっ。


　呆あきれて見守る伊織の横で、マナは猫ぱんちを出し続ける。


「って、だから……無む駄だにケンカ売るなって」


　本気でヤり合ったとしたら、ぜったい負ける。おそらく生まれて間もない子猫とボス猫くらい実力差がある。椎名に片手で頭を押さえられて、届かない猫ぱんちを出すマナの姿がありありと想像できた。
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　椎名との待ち合わせ場所についた。


　……怒ど濤とうる珈こー琲ひー。ここか。


　すごい名前だな、と思いつつ伊織は喫茶店のドアを開けた。


　カラン、とベルが鳴る。


「あっ、伊織くん。おっそーい。イネ待ちくたびれちゃったぁ」


　甘ったるい声がした。窓まど際ぎわのテーブルで、椎名はこちらを見て頰を膨ふくらませていた。


　整った顔に、愛あい嬌きようのある表情を浮うかべている。


「は？　え……？」


　てっきりドスのきいた裏の顔での出で迎むかえを予想していたので、猫っかぶりモードの椎名の態度に伊織は戸と惑まどった。


　そして──そんな椎名の態度に黙だまっちゃいない奴が、


　だだだだだっ。


　止める間もなく、マナは伊織の隣となりから椎名のテーブルへ、勢いよく走っていった。ビシッと相手に指を突きつける。


「こらーっ。米ぇ！　や、やはりですか!?　センパイは奪わせませんよ！」


　でかい声に、他の客たちが何事かとマナを見る。


　椎名は無言のまま眉み間けんにしわを寄せた。こちらに笑え顔がおを向けて、言ってくる。


「伊織くぅん？　な・ん・で。このガキがいるのかなぁ……？」


　……怖こえぇ。笑顔、超ちよう怖ぇ。


　背中に冷たい汗あせをかく。伊織は弁解を口にした。


「いや、一人で来いとは言われてねぇし。マナが来るってきかなくてさ」


「ふぅん？　……へぇー、そう」


　椎名はマナへと視線を移した。テーブルに肘ひじをついて、ニタニタと笑う。


「つまりアンタ、伊織くんをアタシに奪われるかもって思っちゃってるワケね？　そんなに必死になっちゃって。あはっ、自分に自信がないんだ？」


「なっ、どういう意味ですか！」


「あはっ、でもしょうがないかー。だってぇ？　アタシのほうが胸も大きいし、美人だし、魅み力りよく的に決まってるもんねぇ。うんうん。そうだよねー。わかるわかる。わっかるわー」


「う、うう……？」


　ウフフ、と夢見るように目を細める椎名を前に、マナは困こん惑わくしていた。じりじりと後ずさって、こちらに振り向いてくる。


「センパイ！　この米なんかヘンです」


「……あ、ああ」


　と。


　ガタッ。


　米──椎名は立ち上がった。バシンとテーブルに平手を叩たたきつける。


「誰だれがヘンよ!?　つーか、米ゆーな！　何度言えばわかんのよこのマメぇ！」


「なぁっ、だ、誰が畑のお肉ですかぁ！」


「だからケンカすんなって……」


　椎名に突とつ進しんしていこうとしたマナを、今度こそ伊織は首根っこを摑つかんで止めた。
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「はーい。伊織きゅん。あーん」


「…………」


　喫茶店──怒ど濤とうる珈こー琲ひーの店内。


　椎名は伊織の隣に座ると、注文したイチゴパフェを食べさせようとしてきた。


　ニコニコ笑顔で、スプーンを近づけてくる。


「…………」


「ほら早くぅ。アイス溶とけちゃうよぉ」


　けれどそんなことを言われても、伊織は口を開けることができない。


「センパイ。だめですよっ」


　と伊織の背中に回ったマナが、後ろから両手で口を塞ふさいでいるのだった。


　唇に、ぷにぷにした手のひらが押し当てられている。


「米。これはわたしがおいしくいただきます！」
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　伊織の後ろから首を伸のばして、マナは椎名のスプーンに嚙かみつこうとする。


　あーん。


　しかしマナが口を閉じる前に椎名がスプーンを引いた。


　かちん、とマナの歯が嚙み合わさる音がした。


「はい。伊織くん。あーん」


　そして再び、何事もなかったかのように伊織にスプーンを向けてくる椎名。


「むぅ……！」


　かちん。かちん。かちん。


　連続してマナはスプーンに挑ちよう戦せんするが、軽くあしらわれていた。


「もーっ」


「フフン。アンタに食わせるパフェはないのよ」


　……てか、なんだこの状じよう況きよう。


　こちらが席に着くなり、椎名は恋こい人びと同士が作り出すような二人の世界を演出し始めたのだ。マナはそんな椎名に敵対心を燃やし──伊織を挟はさんで椎名と火花を散らしている。


　教室で毎日のようにケンカをしていたときと似た構図。違ちがうのは、椎名が伊織に対してあきらかにアプローチしてきていることだ。


　どうしてこうなった。


　他の客たちからの視線がつらい。


　傍はたから見れば一人の男が、かわいい系ときれい系というタイプの違う二人の女の子にアプローチされているようにしか見えないだろう。


「ふぃいな……椎名さん。どういうつもりだよ」


　マナの手を外して、伊織は言った。差し出されているスプーンを見る。


「あの、こんなことされても困るんだけど……」


「えー？　なんでー？」


「なんでって、それは……」


　ちらりとマナへ視線を向ける。マナはきょとんとした。


「？　なんですかセンパイ」


「いや……べつに。なんでも」


　……俺にはマナがいるからだ、なんて。


　恥はずかしくて言えない。


　と。


「はー……」


　椎名は深々とため息をついてきた。スプーンをパフェにぶっさして、ふせた長いまつげの下から、胡う乱ろんな目つきを向けてくる。一転して、かぶった猫の皮の下、裏の顔をのぞかせてきた。


「ったく。ねぇ。勘かん違ちがいしてんじゃないわよ」


「え？」


「伊織くん。期待させておいて悪いけど、アタシ、アンタのことなんてぜんぜん好きでもなんでもないから。アンタに本気になるとかアリエナイから」


「……はいはい。わかってるよ。えーと、アレだろ？　俺にちょっかい出してマナをからかってやろうってんだろ？」


　よくやるもんだ……と伊織は半ば感心して言ったのだが。


「なに言ってんの？　そんなこと、もうどうでもいいわ」


「……ん？」





　　　　４




「いいかしら伊織くん」


　向かいの席に移動して、椎名は話を再開させた。足を組んで背もたれにふんぞり返っている。


　マナはといえば、相変わらず伊織の後ろでにらみを利きかしていた。後ろから伊織の肩かたに手を載のせている。


「勘違いされたくないからもう一度言うけど。アタシ、アンタのことなんてぜんぜん好きでもなんでもないのよね」


「ああ。うん」


　……まあ、はっきり言ってもらえると、それはそれで気が楽だよな。


「でもね、アンタをアタシに惚ほれさせることにしたわ」


「…………ん？」


「アンタには絶対アタシを好きになってもらうから」


「ちょ、ちょっと待て」


　手をかざして椎名の言葉を止める。


「わけがわからないぞ。なんだって？」


「何度も言わせないでよ」


　椎名はいったん言葉を切り、言い直してくる。


「──アンタをオトすことに決めたんだってば」


「…………は？」


「くっ、やっぱり……！　やっぱり米は敵なんですよ……っ！」


　マナは伊織の肩から身を乗り出した。椎名をにらみつける。


　椎名は目を細めた。


「敵ねぇ……ま、そうね」


「米ぇ！」


　敵対関係を認めた椎名に、ふしゃーっ、とマナは猫ねこが毛を逆立てるように興奮した。前まえ屈かがみになって肩をいからせている。


　しかし……マナは気にしていないようだが、伊織には椎名の言葉の意味がさっぱり理解できなかった。


「どういうことなんだ……？」


　フン、と椎名は鼻を鳴らした。


「総そう一いち郎ろう様の目を覚まさせてあげるためよ」


「時雨しぐれさん？」


「考えてみれば、そもそも総一郎様がそんなちんちくりんのマナ板なんかを好きになるわけがないのよね。きっと……そう、少しだけ、お疲つかれなのよ」


　ふぅ……と椎名は物もの憂うげにため息をつく。


「だから、アンタにはアタシを好きになってもらうわ」


「なんでだよ」


「そしてアタシはアンタをフる」


「なんで!?」


「うるさいわねぇ。当たり前でしょ？　アタシはアンタのことが好きなわけじゃないんだから」


「……そ、そりゃそうかもしれないけど。だったらなんで俺をオトす必要があるんだよ」


　マナへの当てつけか？　だとしても、それが完璧超人ミスターパーフエクトの目を覚まさせることにどう繫つながるのか。


「アンタがマナ板よりアタシを選べば、それってアタシのほうが価値ある女ってことよ。総一郎様も、きっとわかって下さるわ」


「……そうか？」


「そうよ」


　即そく答とうで断言された。そういうもんか？


　つまり椎名は他人（伊織）からの客観的評価を得ることで、自分の価値を本命である総一郎に知らしめようとしているらしい。


　……ややこしいな。


「米、そのパフェ食べないならわたしもらいますよ」


　と──どうやら話についていけなくなったようで、退たい屈くつをもてあましたマナが空気を読まずに言った。


　返事を待たずにマナは伊織の隣となりに座ると、パフェを引き寄せて食べ始める。


「甘くて冷たくておいしいのですよー」


　一口食べて頰ほおを緩ゆるめると、そのまま食べるのに夢中になった。


　……ええと、なんの話をしてたっけ。


　ああそうだ。椎名が総一郎に回りくどいアピールをしようとしていることについてだ。


「あのさ。そんなまだるっこしいことせずに、時雨さんに直接アピールしたほうがいいんじゃないか……？」


「わかってないわね……」


　フフフフ……と椎名はほの暗い笑えみを浮うかべた。なにかトラウマを刺し激げきしてしまったようだった。


「その方法で上う手まくいってたら苦労はないのよ……」


「えと、なんかごめんな」


「それにね……フフフ……アタシね、応おう援えんされちゃったのよ……総一郎様ったら、アタシがアンタに惚れてると勘違いしてらして、『お互たがいに片かた想おもいだが頑がん張ばろうではないか』だってさ……」


「いや、それはおまえの自じ業ごう自得じゃ……」


　マナへの怒いかりでまわりが見えなくなっていたのか知らないが、総一郎に誤解されるようなことをしたのは椎名自身である。


　椎名はむすっとした。唇くちびるを尖とがらせる。


「フン。でもこれはチャンスでもあるんだから」


「チャンス？」


「そうよ。ほら、よくあるじゃない？　恋こいの応援をし合ってた男女がいつの間にかくっついちゃうって展開が。アタシはそれを狙ねらうわ！」


「米……疲れてるのはおまえだ」


「どういう意味？」


「いや……」


　なんか結論へ向かう理り屈くつがマナっぽくなっていた。『尻しりに敷しいたら絶対服従させられるんです！』と同じレベルのことを言っていた。心配になるレベルである。


「とにかくよ！　総一郎様のために！　アンタにはアタシに惚れてもらうわ！　すぐにフるけどね！」


「あー、うん。まあ理屈は……いちおう……わかったけどさ。だったらそれ、俺に言わないほうがよかったんじゃねぇか？」


　フられるとわかってるのに、好きになったりしないだろう。


　椎名はフンと鼻を鳴らした。


「だってしょうがないでしょ。アタシが本気で惚れてるなんて思われて調子に乗られるとイヤだもの。我が慢まんならないわ。呼び出したのだって、まず最初にそれを教えてあげようと思ったからなんだから」


「…………」


「それに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶよ。だってイネちゃん超ちよう美人だもの。フられるとわかっててもアンタが惚れちゃうのは時間の問題ってやつよ。フフン、せいぜい覚かく悟ごしておくことねっ！」


「おまえも本当、ヘンな奴やつだよな」


　マナが二人になったような錯さつ覚かくを覚える。


　容姿も性格もまったく違うけれど、恋れん愛あい感情と無関係の目的でもって伊織に迫せまってくるという点で、同じだった。


「よろしくねっ、伊織きゅん[image: ]」


　ぱちんと椎名はウインクしてきた。


「いや、勘かん弁べんしてくれ……」


「センパイ！　やっぱりですよ！」


　と、パフェを食べ終わったマナが顔をあげた。口の端はしにしっかりと生クリームがついている。


「やっぱり……！　やっぱり米は敵なんですよ……っ！」


「……おまえ話聞いてたか？」





　　　　５




　椎名いねと喫きつ茶さ店で会った──その日の夜。


　伊織の家のバスルーム。


　湯船に浸つかりながら伊織はひとり、考え事をしていた。


　ぽちゃっ。


　天てん井じようから水すい滴てきが落ちてくる。


「…………」


　懸けん案あん事じ項こうは三つ。


　ひとつは家に帰ってきたとき、妹の琴こと音ねの様子がおかしかったことだ。


　琴音はパソコンの前で頭を抱かかえていた。迷うような足取りで伊織に寄ってくると、


（──お兄ちゃん。あたし、お兄ちゃんと縁えんを切ったほうがいいのかなぁ……）


（──は？）


（──あっ、ううん。言ってみただけだよっ。気にしないでっ）


　……あれはいったい、なんだったんだろうな。


　懸案事項ふたつ目──


　椎名いねのことだ。


　……あいつって実はかなりおもしろい性格だよな。


　でなければ『総一郎へのアピールのために伊織を自分に惚れさせる』などというトンデモ宣言なんてしてこないだろう。


　それはいいとしても……椎名の言葉を真に受けるなら、これからは椎名も伊織にアタックを仕し掛かけてくるということである。マナとまたケンカになることは明らかだった。


　マナと椎名いね。


　……どっちも言って聞くような奴じゃないんだよな。


　ため息をつく。


　けっきょく、その場その場で出来る限りの対処をするしかなさそうだ。


　懸案事項三つ目──


　マナとの同居のことだ。


　すでにマナを家に連れてきて二日目の夜である。


　人見知りなマナではあるが、もうかなり、うちに馴な染じんでいた。今日も咲さきとゲームで盛り上がり、抱だきつこうとしてくる静しずかから逃にげ回り、伊織の作った夕食をおかわりしていた。


　あんなにおいしそうに食べてもらえると悪い気はしない。毎日お菓か子しを作ってくるソフィアの気持ちもわかる……じゃなくて！


　……マズいよなぁ。


　このままだと完かん璧ぺきに住み着かれてしまう。


　あくまで居い候そうろうさせているのは、新しい住む場所が見つかるまでの緊きん急きゆう避ひ難なんなのだ。けれどほっとくと、いつまでもマナは居続けてしまいそうだった。そんな空気に、すでになりつつある。


　不動産関係の職場に勤めている静にどこかいい場所がないか、探すのを頼たのんではいるのだが……


　と。


　──ガラッ。


　バスルームの戸が開く音。振り向くと、





「センパイ！　覚悟です！」





　バーン！　と戸を開けた体勢でマナが立っていた。


「いっしょにお風ふ呂ろです！」


「お、おまっ！」


　伊織は慌あわてて顔を背そむけた。膝ひざを抱えて湯船に肩かたまで浸かる。


　お湯のせいだけでなく顔が熱い。


　見てしまったマナの姿は──


「な、なんで下着なんだ!?」


　淡あわい色のブラとショーツ。


　マナが身につけていたのは、たったのそれだけだった。


「えっ、あ、あのその、なんだか恥はずかしくて……で、でも、やっぱり脱ぬがなきゃダメですよね。お、お風呂ですし……！」


「ちがう！　そういう意味じゃない！」


　視線を目の前の壁かべに固定したまま伊織は言った。──下着をつけていることが問題なんじゃないんだよ！


「え……もう脱いじゃいました」


　なんだって!?


「でも。や、やっぱり恥ずかしいので、バ、バスタオルを巻いてていいですか？」


「あ、ああ……そうだな。それなら……じゃねぇよ!?」


「バスタオルもだめですか……」


「そういう問題じゃなくて！　なんのつもりだよ!?　いっしょに風呂って！」


「えと、キセイジジツってやつですよ。それを作れば男の人を言いなりにできるですよ。マスター言ってたですよ。だから……」


「マスター……って。──咲姉か!?」


　なんてことをマナに吹ふき込みやがるんだ、あの姉は！


　ちゃぷ。ちゃぷ。


　背後で水音がした。水面が盛り上がる。


「お、おいっ」


　確かく認にんはできないが、マナは入ってきたらしい。


「ふふ……こ、これでセンパイはわたしの言いなりですね！　絶対服従です！」


「そんなわけあるか！」


「じゃ、じゃあ！　──こ、これならば！」


　ふに。


「っ!?」


「センパイ……あの、ど、どうですか」


　耳元で声。


　背中にやわらかいものが押し当てられている。


「な、なにして……」


「……負けませんから」


　マナの声は震ふるえていた。


「もうぜったい……！　米にセンパイは奪うばわせません！　だから！　一刻も早くセンパイにはわたしのモノになってもらわないとなんですよ！」


「な……」


　椎名の宣言を受けたことで、マナは焦あせりを覚えてしまったらしい。そのためマナは、いつもより過激な行動に出てきたというわけだ。


「だ、だからって、おまえ、これは……」


　と、視界の端に、湯船にぷかぷか浮うかぶバスタオルが見えた。


　……え。てことは、今のマナの格好は……


　つまり俺は今、背中にマナの胸を直じかに押しつけられて……？


　理解した瞬しゆん間かん、ズガーン、と頭に殴なぐられたような衝しよう撃げきが走った。


　マナは本気だ。いや、今までもずっと本気ではあったのだろうけれど。


「どうですか!?　絶対服従しましたか!?」


　言うとマナはさらに抱きつく腕うでに力を込こめてきた。ふにゅっと『なにか』が潰つぶれる感かん触しよく。


「だあああ！　待て！　それ以上動くんじゃねぇ！」


　伊織は悲鳴に近い声をあげた。背中の感触から必死に意識をそらす。


　ヤバイ！　ヤバイヤバイヤバイ！　とにかくヤバイ──！


　そのとき。


　ガラッ！


　再び勢いよく戸が開く音がした。騒さわいでいる声に気づいたのか、誰だれかがやってきたのだ。


「ちょ、マナさん!?　なにやってるのー！」


　琴音だ。


「にゃ!?　い、妹さん!?」


　マナが焦った声をあげた。


「い、いたた！　耳を引っ張らないでください！　なにするですかぁ、もう少しでセンパイをぉ……！」


「だめーっ！」


　振ふり向けなかったので見えていないが、琴音はマナの耳を引っ張って、バスルームから連れ出してくれたようだ。


　……た、助かった。
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　一夜明けて──朝。


　伊い織おりの家の洗面所。


「……はぁ」


　冷たい水で顔を洗った後、伊織は鏡に映った自分の顔を見て、ため息をついた。げっそりとやつれている。


　昨夜は大変だった。


　椎しい名なの宣言を受けたことで、伊織を取られまいと焦ったマナが、いつもより過激な行動に出てきたのだ。伊織が入っている風呂に入ってきた。


　さらに深夜、またしてもマナは寝ねぼけてベッドに潜もぐり込んできた。一いつ睡すいもできなかった。


　……このままじゃ、俺、死ぬな……


　同居生活三日目でこれだ。体が保もたない。


　伊織だって健全な男子高校生だ。好きな子に抱きつかれて平気でいられるはずもない。けれど困ったことに、相手は自分を『好き』なわけではないのだ。


　アタックの一つとして『告白』されたことはあるけれど……


　……でも、俺の好きと、マナの好きとじゃ、意味が違ちがう。


　だから手を出すわけにはいかなくて──生殺し状態だ。でも、我が慢まんしないと……


　……なにやってんだろうな、俺。


　とたとたとた。


　廊ろう下かを駆かけてくる足音がした。


「あ、センパイ！　おはようです！」


　マナだ。


　起きたばかりのようで、まだ寝間着（伊織のシャツ）姿である。


　マナは洗面所に入ってくるなり、寝不足の伊織に対して、殺意が湧わくほど清すが々すがしい笑え顔がおで挨あい拶さつしてきた。ほくほくしている。


「いやー。いい夢見れたですよー。なんと！　センパイがわたしに絶対服従してるんです！」


「……そりゃよかったな」


「はいです！　ふふっ。センパイったら、あんなことやこんなことまでやってくれたんですよ。わたしのために！」


　……あんなことやこんなことってなんだ？


「おまえ俺になにさせたんだ」


　夢の中で。


　ぽっ、とマナは頰ほおを染めた。両手を持ち上げて、頰に当てる。


「ひ、ひみつです」


「言えないことなのかよ……」


　どうせ足を舐なめるとかだろうが。


「いえ、それがその、実はわたしにもよくわからなかったんです」


「ん？　まあ、夢の話だしな」


　どんな夢だったかは覚えていても、詳しよう細さいはぼやけていたりするものだ。


「なんかモザイクかかってて」


「モザイク!?　なんで!?」


　ついモザイクがかかるような夢の内容を想像してしまい、慌あわてて首を振った。


　蛇じや口ぐちをひねって、水で顔を冷やす。


　おそらくマナなりに夢の内容がはっきりしないことを説明しようとしただけのはずだ。


　まぎらわしい。危険な単語だ。モザイク。


　顔をあげると、マナは胸の前でぐっと両方の拳こぶしを握にぎっていた。


「とにかくです！　あの夢を！　わたしは実現させるですよ！　昨日はだめでしたけど、わたし、まだまだたくさんがんばりますからね！　米こめにセンパイを奪わせません！」


「…………」


　一夜明けて、マナはさらに決意を固めたようだった。


　昨夜のアタックは十分に脅きよう威いだった。


　また同じことをされたら、どうなってしまうかわからない。


　同居はやはり──危険だ。


　早くなんとかしないと……


　なのだが。


「そんなすぐにマナでも住める場所なんて、見つからないよな……」


「見つかったわよー？」


「──へ？」


　独り言に思わぬところから返事があった。ひょいっと長女の静しずかが、寝ぐせのついた頭を洗面所にのぞかせていた。


「お、おおお、お姉さん!?」


　初っぱなの一件以来、マナは静を苦手としていた。伊織の背中にまわって、ひっしとしがみついてくる。


　ふわぁあ……と静は口元に手を当てて、大きなあくびをした。目をしょぼしょぼさせている。


「静しず姉。見つかったって、どういうことだ？」


「え、あー……うん。まあ、このままマナちゃん、うちに置いときたかったから、言わなかったんだけど──」


　静は言った。


「マナちゃんが住めそうなとこなら、もう見つけてるのよ」





　　　　２




（──ほら、大家さんやってる親しん戚せきのおじいちゃんいるでしょ？　その人が長期入院することになって、ちょうど代わりに住んでくれる人を募ぼ集しゆうしててね）





　学校へと向かう道でのことだ。


　交差点。赤信号で伊織が立ち止まっていると、


　ちょん。


　制服の袖そでが引っ張られた。後ろから、マナが袖を遠えん慮りよがちに摘つまんできていた。


「…………」


　伊織は黙だまってそれを見つめてしまう。


　──今朝、静から新居の話を聞いてからのマナはすごく大人しくなっていた。じっとこちらの顔を見てきたかと思えば、うつむくのを繰くり返していた。そうやってずっと、なにか言いたそうにしていて……


　なにが言いたいのかは想像がついている。


　ため息をつく。


「だめだからな。──おまえには出て行ってもらう」


　振り向くことなく伊織が言うと、マナの手がぴくっと動いた。


　強く言いすぎたかもしれない……


　けど、はっきり言っておかないと……


　用意しておいた言葉を、さらに続ける。


「最初に言っといただろ。新しいとこが見つかるまでだって」


「はい。わかってます……」


「ならいい……とにかく、そういう約束だったんだ」


　信号が青に変わる。


「でも……」


「この話は終わりだ」


　言って歩き出す。袖を摘んでいたマナの手が離はなれる。





　　　　３




「──ってわけで、マナの住むとこは見つかったよ、ソフィア」


　下げ駄た箱ばこでマナと別れて、高等部一年三組の教室に伊織はやってきていた。


　朝のホームルーム前である。


　ぐったりと机に伏ふせりながら、伊織は隣となりの席のソフィアに報告した。


　ソフィアは両手の指の先を胸の前で合わせて、ふんわりと微笑ほほえんだ。


「よかったね、雛ひな谷たにくん。あ、よかった……で、いいん、だよね？」


「ん？　ああ……そうだな」


「え、えっと……あれ？　ち、違った？」


　歯切れ悪く返事をした伊織に、ソフィアは焦あせった声をあげてきた。


「……いや。そりゃ、よかったよ。あのままじゃ身が保もたないしな」


　しょうがない。


　一人暮らしさせることになるわけで、不安がないわけではないが……もともとマナは普ふ通つうに一人暮らしをしていたのだ。気にしなくても大だい丈じよう夫ぶだろう……ってそういうことでもないんだよな。


　……なんだかな。


　胸がもやもやしている。


　マナの前ではきっぱりとした態度を取っていたものの、こうして教室にいると、ぐだぐだと考えてしまうのだった。


　せっかく肩かたの荷が下りたというのに、すっきりしない。やはり自分はあのままマナと同居していたかったということなのだろうか？


　マナだって、それを望んでいるんだし、べつにそれでもよかったはずで……


　いや、だめだ。


　マナが同居をしたがっているのは、ようするにアタックをするためなのだ。


　だから……


　と。


「おっはよー伊織きゅんっ[image: ]」


「……っ!?」


　声とともに、突とつ然ぜん、背中に重みが乗ってきた。ふにょん、とやわらかい感かん触しよくが背中に押しつけられてくる。


　髪かみが垂れ落ちてきて、なにかわからないが、甘い香かおりが鼻を刺し激げきしてくる。


「ふぇっ……し、椎しい名なさんっ!?　なんでいおりんに抱だきついて……っ」


　ソフィアが声をあげる。


　伊織は昨夜のマナとの出来事を思い出して、鼓こ動どうが速くなっていた。


　バスルーム。湯船で背中へと、遮さえぎるものもなく押し当てられた胸の感触……


　いや違ちがう！


　ここはバスルームじゃない。教室だ。相手だって、あいつじゃない。


　そう思うと、伊織はだんだんと落ち着いてきた。


　そうだ。ただ抱きつかれるくらい、なんてことはない。ちゃんと服を着ているし。


　大丈夫だ。ドキドキしない。焦らない。


　しかし、まわりの視線にはある意味ドキドキだった。クラスには椎名のファンも多い。ものすごい目つきでにらまれている……


　椎名の体重で机に押しつぶされたまま、伊織は適当に手を挙げてみせた。


「あー……おはよう。米」


「米ゆーな！」


　耳元で怒ど鳴なられた。


「ちょっと！　なんなのよアンタまで！」


「いや……もう米でいいだろ。呼びやすいし」


「はぁ!?」


　……なんかもう『椎名さん』って感じじゃないんだよな。


　昨日の宣言はとても残念なにおいに満ちていた。名前をつけるとするなら──マナ臭しゆう、とでもいうべきものだ。


「だから、おまえは米なんだ」


「なんでよ!?　わけわかんないこと言わないで！　アタシはイヤよ！　……つーか、なによその反応……このアタシに抱きつかれてるのよ？　嬉うれしくないってーの？　ありえなくない？」


「こ……椎名さんっ。あの、雛谷くんは、小さな胸のほうが好きだから……」


「ちょ、ソフィア。それフォローになってないからな？」


「アンタいま米って言おうとしなかった？」


「ふぇっ」


　ソフィアは肩をすくめて縮こまった。


「てか、いつまで抱きついてきてんだよ……米」


　口には出せないが……ずっと乗られているとさすがに重たい。


「フン。まあ今日のところは挨あい拶さつ代わりだからね。これくらいにしといてあげるわ」


　言って椎名は伊織の背中からどいた。


「…………」


「なによ」


「……いや」


　言動がすごくマナっぽかったとか、言えるわけがなかった。


　椎名は腕うでを組むと、眉まゆをつり上げて伊織を見下ろしてきた。


「というか、また米って言ったわね！　じゃあアタシはアンタのことこれからロリコンって呼んであげるわ！」


「いやマナはべつにロリじゃないだろ……」


　たしかにちっこい奴やつではあるけれど。


「じゃあニャンコンね」


「……猫ねこっぽいからか？」


「デレ男お。理由は、あのマメ板にデレデレだから」


「……おまえの目的って、俺をオトすことじゃなかったっけ？」


「あっ、そうね。じゃあ呼び捨てでいいわよね」


　にやっと笑って、椎名はこちらの耳元に口を近づけてきた。


「伊織[image: ]」


「…………」


「どう？　惚ほれるでしょ？」


「惚れねぇよ」


「フフン。そう言えるのも今のうちなんだから」


　パチッとウインクを決める。椎名は自分の席へと颯さつ爽そうと去っていった。なんでただ教室の中を歩くのにモデル歩きしてるんだ、あいつ。


　……自由だなぁ。


「あ、あのあの……雛谷くん……っ。椎名さんが、な、なんで……？」


　いつになく力が入った様子でソフィアが訊きいてきた。椅い子すから腰こしを浮うかして、身を乗り出してきている。


「えっ、ああ。ええと……なんか時雨しぐれさんへのアピールらしいぞ？」


「……ふ、ふぇ？」


「いやまあ、俺もよくはわかってないんだけどな」


　きょとんと首を傾かしげるソフィアに伊織は昨日の喫きつ茶さ店でのことを説明した。


「それって……」


「……おかしなこと考えるよな、あいつも」


　おかげでマナのアタックも激しくなってしまった。


「も、もしかして椎名さんもいおりんに……？　近づく口実……？　だ、だって色々おかしいよ……おかしいよね？」


　うつむいてソフィアは聞き取れない声でつぶやいていた。


「ソフィア？」


「ひ、ひゃい!?　な、なんでもないよっ、雛谷くんっ」





　　　　４




　昼休み。


　机に頰ほお杖づえをついて伊織は考えにふけっていた。


　……やっぱ、マナには出て行ってもらわないと。


　それが結論だ。


　このままでは身が保もたない、というのはもちろんだが──マナのためにも同居し続けるわけにはいかない、と思うのだ。


　なぜなら『保護者』のつもりになっていた頃ころならともかく……今の伊織は明確に、マナを意識してしまっているのである。


　誰だれの目も届かない自宅で、これ以上マナのアタックが続けば、自分がなにをしてしまうかわからない。それが怖こわい。


　だってマナがアタックしてくるのは、伊織を絶対服従させるためである。伊織とマナの気持ちは同じではなくて、すれ違っている。


　だから……だめだ。


　大切だと思うから余計に。


　──っ、だぁー！　もう！　なに考えんだよ……！　俺……！


「……はぁ」


　何度目かになる確かく認にんを終えて、伊織はため息をついた。


　この先も、ずっとこのままなのだろうか。


　伊織が絶対服従しない限り、この関係は続くだろう。


　けれど、そもそも彼女が求めるような絶対服従なんてできるわけがない。だから──


　マナがアタックしてきて、伊織が逃にげる。その関係は続いていくことになる。


　このままでいいのだろうか？


　よくないのかもしれない。


　だけど、じゃあ、どうしろってんだ……？


「あ、マナちゃん」


　ソフィアの声で伊織は教室に意識を戻もどした。


　戸のところにマナがやってきていた。


　マナは肩を落として、とぼとぼと歩いてくると──伊織の前の空いている席に、のっそり腰こし掛かけた。うつむいて、はぁ～……と長いため息をつく。


　なんか人生に疲つかれたおっさんみたいだった。


「……シェフ。お菓か子しください」


「う、うん。はいこれ。あの、だ、だいじょうぶ？　マナちゃん。雛谷くんみたいになってるよ……？」


「…………。……えっと、ソフィア？　俺っていつもこんななのか？」


「ふぇっ、あ、ち、違うよっ。そういう意味じゃないよっ？」


　どういう意味なんだろう。……まあいいけれど。


　マナはソフィアの差し出した包みを受け取ると、ラッピングをほどいていた。


　中に入っていた一口サイズのスコーンをつまみ出して、かじる。


　サクサク。もぐもぐ。


　ぽろぽろ……と小さな口の端はしから欠片かけらがこぼれ落ちる。


「…………」


　しばらく黙もく々もくと食べていた。考え事をしているのか、ぼーっと宙を見つめて、心ここにあらずだった。


　ごっくん。口の中のものを呑のみ込んで、


「……やはりシェフのお菓子はでりしゃすですね。いつもありがとうですよ」


「う、うん」


「また、お願いするですよ……」


　ゆらりとマナは立ち上がった。そのままふらふらと教室を出て行こうとする。


　伊織はなにか声をかけようとしたが、なんと声をかけていいかわからない。


　と。そこで。


「あっらぁ？　マナ板じゃん？」


　教室に戻ってきたところらしい椎名と、マナは鉢はち合あわせした。


　マナは、ぼうっとしたまま顔を上げる。


「……なんだ米ですか……そこをどいてください」


　椎名は意地の悪い笑えみを浮かべた。


「フフン。知ってるわよマメガキ。アンタ捨てられちゃったんだってぇ？」


「……ほへ？　なっ。ち、違ちがいますよ……」


「でもぉ、追い出されちゃうんでしょぉ？」


「それは……でも、だって……そういう約束で……」


「おい、米。マナを泣かすなって」


　椎名からマナを守ろうと伊織は立ち上がって声をかけた。


　けれど椎名の言葉は終わらない。


「マナ板さぁ、アンタ迷めい惑わくがられてんのよ。そんなこともわからないの？」


「え……？」


「だってそうでしょ？　アンタもう飽あきられちゃったのよ」


「え、えええ!?」


　とマナは驚きよう愕がくの声をあげた。ぱっと振ふり向いてくる。


　駆かけ足で寄ってきて、肩かたを揺ゆすってくる。ゆさゆさ。


「そ、そうなんですかセンパイ！　わたしにもう、飽きちゃったんですか!?」


「え……いや……」


「そうだよねぇ。伊織。アタシに乗り換かえてくれるんでしょぉ？」


　ずいっと椎名も詰つめ寄ってきた。つ、と指を持ち上げて、こちらのあご先を下からなぞってくる。


「ちょ、そんなわけな──」


「マ、マズいですよ……！　これは！」


「へ？」


「そういえば師し匠しようも言ってたような気がします……ケッコン前にいっしょに住んじゃうとよくないって……距きよ離りが近すぎるのも考えものなのだと……」


　ぶつぶつ言って、マナは伊織の肩から手を離はなした。


　じぃっと伊織のことを見つめてくる。


「……マナ？」


「センパイ！　わたしたち、離れて暮らしたほうがいいみたいですね！」


　ビシッと指を突つきつけてきた。
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　放課後になった。


　いったん家に帰った後、伊織はマナを連れて、彼女の新居となるアパートに向かった。


　すでに荷物は整理されていて、いつでも住めるとのことだ。寝しん具ぐも、客用のものを残してくれているらしい。


　スーパーに寄って、夕飯の材料を買った。レジ袋ぶくろを片手に提さげて、静に渡わたされた地図を頼たよりに住宅街の中を目的地へと歩いていく。


　最初、マナのテンションは高めだった。伊織の後ろをついてきながら、


（──そう！　これはセンパイを絶対服従させるために必要なことなんです！）


　とか。


（──ゆえにです！　わたしはセンパイんちを出てゆかなければなりません！）


　とか。


（──ふぅ……！　危ないところでした！　いっしょに住むなんて……！　もう少しでセンパイを絶対服従させられなくなるところでしたよ！）


　とか、得意げに口にしていた。


　家を出て行くことにマナが乗り気で、伊織も気が楽だった。


　のだが……


（──そうですよ……必要なこと、なんです）


（──危ないところ、だったんです……）


　と道を進むにつれ、だんだんとマナの口数は減っていき……


「だ……だから、いいんですよ……これで……」


　今は、しゅんとうつむいてしまっていた。肩を落として力なく歩いている。


　マナは完全に朝と同じ状態に戻っていた。元気がない。


「…………。あ、ここか」


　後ろを気にしていたら、目的の場所を通り過ぎかけた。立ち止まる。


「──にゃっ」


　マナが背中にぶつかってきた。赤くなった鼻の頭を押さえている。


「あ、わ、悪い。大だい丈じよう夫ぶか？」


「……はい。すみません」


「…………なぁ、マナ、」


「だ、だめですからね！」


　こちらの台詞せりふの途と中ちゆうで、マナは言ってきた。顔を背そむけて、


「ふ、ふん！　そ……その手には乗っかりません！　わたしはセンパイを絶対服従させないとならないんですから……ずっといっしょに住んではいられないんですよ！」


「……だな」


　伊織はため息をついた。……ったく、なにを言おうとしてるんだよ、俺は。


「じゃ、行くぞ」


　住宅街の一角。塀へいに囲まれた敷しき地ちの中に、二階建ての古びたアパートが建っている。


　話には聞いていたが、けっこうなオンボロ具合だった。敷地の地面には雑草が生おい茂しげり、アパートの壁かべにまでツタが這はっている。


　とはいえ、大家の代理人ということでタダで住むことができて、さらに小こ遣づかい程度ながら賃金ももらえるというのだから、文句を言ったらバチが当たるというものだ。


　ここの管理人室──１０１号室がマナの部屋になる。


　鍵かぎを開けて中に入る。


　間取りは２ＬＤＫ。ダイニングキッチンがあり、奥に行けば六畳じようの部屋が二つと、ベランダがある。


　マナといっしょに見て回った。


「どうだ？　住めそうか？」


　こく。マナは小さくうなずく。


「大家の代理にやることってわかってるか？」


「お掃そう除じと、お金を集める……ですよ」


「困ったときは連れん絡らくしろよ。そこに電話あるから」


　こく。


　……ま、大丈夫だよな。


「さて……と」


　伊織はキッチンに立つと、腕うでまくりした。





　食事を終えて、伊織は玄げん関かんで靴くつを履はいた。


　振り向く。上がり框かまちに立っているマナに声をかける。


「──じゃあ俺は帰るけど、ちゃんと戸と締じまりしろよな」


「セ、センパイ。あの……やっぱり……」


「…………」


「…………」


「……えーと」


「な、なんでもないです！」


　マナは、ぶんぶんと首を振った。


　顔をあげると、にこっと笑顔を向けてくる。


「またおいしいご飯、作ってくださいねっ」


「明日あした弁当作ってくよ」


　マナを残して、伊織は家に帰った。
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　三時間後──


　すっかり夜になり、雲間から蒼あお白じろい月の光が降りてきている。


　マナの新居であるオンボロアパートに、伊織は戻もどってきていた。


　正確には、アパートの裏手の塀の下にいる。


　……あーもう！　なにやってんだ、俺!?


　いや。わかっている。家にいても落ち着かず、様子を見に来てしまったのだ。


　……にしたって、夜中に家をのぞきに来るとか……


　これじゃまるで『ス』のつくなんとかだ。


「…………」


　まあ、来てしまったものはしょうがない。さっさとマナの様子を確かく認にんして、帰ろう。


　元気のなかったマナだが、案外もう、ケロッとしているかもしれない。


　覚かく悟ごを決めると伊織は塀を蹴けった。立てかけておいた板を足場にして、縁ふちに手をかけ、頭を出す。


　……って、考えてみれば、カーテン引かれてたらこっから部屋の中なんて見えな──


　思ったものの、心配は無用だった。マナの部屋にはカーテンが引かれていなかった。


　マナの部屋のとこだけ、全開で明かりが漏もれている。


　ベランダの窓から中がまる見えだ。


　……無防備すぎる！


　叫さけびそうになった。年とし頃ごろの女の子という自覚がないのだろうか。──魔ま眼がんを使って生きてきたマナには常識が足りないところがある。


「ったく、注意してやらねぇと……」


　おかげで今回は助かったわけだが。


　気を取り直してマナの部屋をのぞく。


　畳たたみの部屋の中央に、マナはいた。


　ごろんと寝ねそべって、携けい帯たいゲーム機をピコピコやっている（たぶん咲さきから借りたのだろう、３Ｄ画面の最新ゲーム機である）。


　……なんだ、やっぱ大丈夫じゃねぇか、あいつ。


　伊織はほっとした。ここからでは表情はうかがえないが、ちゃんといつも通りのマナだ。


　……けど、もうちょっと見てくか。


　しばらくの間、ゲームをするマナの様子を伊織は見守った。


　その間、マナは寝そべったまま、かろやかに指を動かし続けていた。


　だから。


　……大丈夫、だよな。


　なので、そろそろ帰ろうと思った。しかし、その矢先──変化は起きた。


　マナは急に携帯ゲームの電源を切ると、もぞもぞと部屋の隅すみに這っていったのだ。


　体育座りになって、立てた膝ひざに顔を埋うずめる。


「マナ……？」


　──様子がおかしい。
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　ボロアパートの一室。


　マナは部屋の隅で体育座りをしていた。立てた膝に顔を埋めている。


　髪かみを結んでいるリボンも、しおれて垂れ下がっている。


　顔は見えない。けれど時折、嗚お咽えつするように肩かたが震ふるえていた。


　あれって……


　伊織は息を呑のんだ。


　──泣いてる!?


　窓から見えるマナの様子は、泣いているようにしか見えなかった。


「なんで……」


「わからないのですか」


「──っ!?」


　危あやうく塀から落ちかけた。


「今晩は。先せん輩ぱい。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうですね」


「ふ、藤ふじ村むら……っ？」


　とっさに声を抑おさえられたのは、単純に驚おどろきすぎて大きな声が出なかっただけである。


　声をかけてきたのは景けいだった。


　伊織の横から塀の上に顔を出している。


「な、な、な、」


「なぜ私がここにいるか、ですか。ふ、愚ぐ問もんですね」


　口を開けたり閉じたりしていると、月明かりの下、景は微び笑しようしてきた。


「『マナいるところ私あり』です」


「いや、そんな名言ぽく言われても……」


　それって、ただの『ス』のつくアレじゃないのか。


「先輩の家ものぞいてました」


「え、マジで」


「先輩がマナの脱ぬいだ洗せん濯たく物もののにおいを嗅かいでいたことも知っています」


「おい、さらっと噓うそをつくな」


「一日目の夜。先輩がマナの入った後のお風ふ呂ろのお湯を飲ん──」


「言っとくがあの日は湯船にさえ入らなかったからな……！」


　シャワーのみで済ませたのだ。


「……つまりマナの残り湯を意識しまくってはいたわけですよね。なんというヘタレ紳しん士し」


「う、うるさいっ」


　と──そこで別の声がした。


「伊織くん。私のことも忘れてもらっては困るよ」


「って、ちょ、時雨さんっ？」


　完璧超人ミスターパーフエクトの声は下からだった。首をひねって見れば、時雨総そう一いち郎ろうは塀に両手をつけて、景の足場として活かつ躍やくしていた。うつむいた姿勢で、大人しく肩に景の足を載のせている。


「な、なにやってんですか」


「景くんと同じさ。『マナくんいるところ私あり』だよ」


　景に乗られているため、うつむいたまま総一郎は答えてくる。こちらからは暗がりに彼の後ろ頭しか見えない。
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「そ、そうですか……」


　……本当にどんどん残念になっていくな、この人。


「今のこの状じよう況きようで、貴方あなたにそういうツッコミをする資格はないと思いますが」


「こ、心を読むな藤村っ」


「失礼。わかりやすく顔に出ていましたので」


「う……」


「まったく。貴方だってマナをのぞきに来ているのになにを言っているのやら。こういうのなんていうんでしたか。ああ、そうそう『雛谷サン、マジパネェ』」


「ぐ……っ。いや、てか……それよりもだ」


　話し込んでいる場合ではない。


　伊織は視線を部屋の中に戻した。


　マナは変わらず部屋の隅っこで体育座りしていて──泣いている。


　……マナ。


「なんであいつ……泣いてるんだよ」


「なに!?　マナくんは泣いているのか!?　どういうことだね伊織くん！」


「あ、いえ、その」


「総一郎。うるさいので少し黙だまっていてください。あと下で暴れないでください」


「す、すまない。取り乱してしまった」


　総一郎は沈ちん黙もくした。


「さて、話を戻して──先輩。本当にわからないのですか」


「それは……」


　伊織は言葉を詰つまらせた。


「その、寂さびしそうだな、とは、思ったけどさ……」


　……でも、あんな風に泣くほどだなんて……


　マナは不規則に肩を震わせていた。見ていて胸が苦しくなる。


　なんで大だい丈じよう夫ぶだなんて、軽く考えていたのだろう。


　自分に呆あきれる。俺はあいつのなにを見ていたんだ？


　はぁ……と横から、ため息の音が聞こえてきた。


　景が冷たい視線で伊織を見ていた。


「いいですか。マナはこれまでずっと一人暮らしをしていたわけですよ。突つっ込んだ事情までは知りませんが、私はそう聞いています」


「……あ、ああ」


　そう。だから元に戻るだけで、大丈夫のはずだって、思って。


　……いや、違ちがうか。俺はただ、自分の都合しか考えてなかったんだ……


　アタックから逃のがれたいばかりに、マナの落ち込んでいる様子から、目をそらしていた。


　伊織は唇くちびるを嚙かんだ。


　……俺、馬ば鹿かだ。


「先輩。反省するのはいいですが、まだ早いです。それともマナが泣いている理由がわかったんですか？」


「いや……それは」


「では訊ききます。先輩の家は何人家族です？」


「え？　ああ、えっと……俺を入れて五人だな。母さんはほとんど家にいないけど……」


「賑にぎやかですか？」


「まあ、賑やかすぎるくらいかな」


　伊織の家族。酔よっぱらって甘えてくる上の姉。重度のゲーマーで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな下の姉。小学生にしてはしっかり者だが、やはり子どもらしく無む邪じや気きな妹。


「そういうことです」


　──そういう、こと？


「あ……」


「わかりましたか？　これまでマナは一人が当たり前だったんです」


「ふむ。家族か……私も両親とはほとんど会えない身でね、幼いときは寂しかったものだが……私には執しつ事じと、メイドたちがいた。しかしマナくんは……これまで寂しいとすら感じたことがなかったのだね」


　景の足あし下もとで、総一郎がしみじみとつぶやいていた。


「一人が当たり前……寂しいとすら感じたことがなかった……」


「ええ。けれど先輩の家に三日とはいえ、いっしょに住んでしまった」


「…………」


　……そう、か。


　魔ま眼がんを使って生きてきたマナには常識が足りないところがある。それはつまり──こちらの当たり前が、マナにとっての当たり前ではない、ということだ。


　当たり前に家族がいる伊織にはなんでもないことが、マナにとってはすごく大きな意味を持つことだったりする……


　夜中に寝ぼけてマナがベッドに潜もぐり込んでくるのも、寂しさからの行動なのかもしれない。


　──彼女はずっと、独りだったから。


「今までは平気だったかもしれません。けれどマナはもう家族のいる生活を知ってしまったのです。知らなかったときには戻もどれません。これから一人で暮らす限り、ずっと寂しい思いをし続けることでしょう。あのように──」


　景は視線をマナへ向ける。マナは部屋の隅すみ、膝に顔を埋めている。


「独りの夜を泣いて過ごすわけですね」


「…………」
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「…………そういうこと、か」


　マナがなぜ泣いているのか、景に気づかされて、伊織は詰めていた息を吐はき出した。


「藤村……」


「なんですか。先輩」


「いつもありがとな。おまえって本当、友だち想おもいの奴やつだよな」


　素す直なおな感想を伊織が言うと、景は目をぱちくりさせた。


　つん、とそっぽを向く。


「……なんのことですか」


「なんのこともなにも。俺にマナを連れ帰らせようってことだろ？」


　泣いているマナを見てしまった今。さらにそんな話を聞かされては、ほっとけるわけがない。


「違います。私はただ、愚おろかな先輩に事実を伝えただけです。貴方の勘かん違ちがいです」


　景は照れているようだったので、伊織はそれ以上、指し摘てきしないことにした。


「まあ、だとしても、ありがとな。おかげで──」


　──と。


　視界の端はしで、マナがもぞりと動くのが見えた。


　部屋の隅から緩かん慢まんな動作で立ち上がると、まず頭のリボンを引っ張った。しゅるりとほどけて、無造作に床ゆかに落ちる。


　続いてマナは上着に手をかけ……


「…………」


「む。どうしたのかね？　二人とも固まって」


　総一郎の声で伊織は我に返った。彼だけは塀へいの下で景の踏ふみ台になっているため、状況がわかっていないのだ。


　思わず見入ってしまっていた。


　口の中にたまった唾つばを呑のみこむ。


　……ええと、これって……まさか。





「（脱だつ衣いキター！）」





　景が叫さけんだ。小声だが、たっぷりの情感を込こめて。


　マナはおそらく風呂に入るつもりなのだろう。覇は気きのない淡たん々たんとした動きで脱ぬいでいく。蛍けい光こう灯とうの明かりの下、ほっそりとした肩かたが露あらわになる。


「脱衣……だと？　マナくんが……？　この、塀の向こうで……？」


　景の足下で総一郎が愕がく然ぜんとした声を出すのが聞こえてきた。


「う……」


　伊織はうめいた。マナに向かって声にならない声をあげる。


　……だ、脱衣所に行け！　ていうかカーテン閉めとけ！


　景を見ると、よっしゃ……！　とばかりにガッツポーズしていた。続いて景は首に提さげていたビデオカメラを持ち上げて──ってカメラ!?


「（ふほぅ！　チャンス到とう来らいです！　ここまで来た甲か斐いがありました……！）」


　興奮で鼻息が荒あらい。目がイッちゃってる。あのクールキャラはもうどこにもいない。だというのに声をひそめる理性は働いてるというのが、なんとも恐おそろしい。


「お、おま、ちょ、俺にマナのこと教えてくれるために来たんじゃねぇの？」


「（誰だれがそんなことを言いましたか。だから違うと言ったではありませんか。このときのためにちゃんと電源ランプもテープで隠かくして来たのですから！）」


　景は早口で言ってきた。


「ああ……あの赤いランプな。見つかっちゃうもんな──ってそうじゃないだろ……!?」


　友だち想いのいい奴って見直したばかりなのに台無しだった。いや、もちろんいい奴でもあるのだろうけれど……同時に、マナ大好きの変態でもあるのだった、コイツは。


　ごっ。ごっ。ごっ。ごっ。ごっ。ごっ。


　音がした。塀から振しん動どうが伝わってくる。


「な……なんだ？」


　音のするほうを見る。景を肩に立たせたまま、総そう一いち郎ろうが額を塀に何度もぶつけていた。


「私は紳しん士しだ。私は紳士だ。私は紳士だ。私は紳士だ。私は紳士だ。私はし──」


　繰くり返しそう唱えている。必死に自分の中のなにかと闘たたかっているようだった。


　鼻息荒くビデオを構える景と、なにかに今にも負けそうな総一郎。


「……っ、なんだこの状況っ」


　このままじゃ……マズい！


　伊織は大声で叫んでいた。





「カーテンだ！　マナ！」





　……あ。


　し、しまった……


　ビクッとしてマナがこっちを見る。


　窓ガラスを隔へだてて、半はん裸らのマナと目があった。マナは目を見開く。


　──セ、センパイ？


　とマナの口が動く。


「……よ、よぉ」


　伊織は片手を挙げてみせた。


　じわぁ……とマナの顔に笑えみが広がっていった。しおれていた花が水を吸って生き返るように、下がっていた眉まゆが持ち上がっていく。


　次の瞬しゆん間かん──マナはハッとした。


　ゆっくりと自分の姿を見下ろして……


　ぼひゅっ。


　真っ赤になった。わたわたと服を拾い上げると胸むな元もとを隠す。
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「センパイ！　あの……ど、どうして!?」


　ボロアパートの１０１号室──マナの部屋。


　表にまわって伊織がドアを開けると、玄げん関かん口ぐちでマナは待っていた。


　ちなみに景は伊織が叫び声をあげると同時に隠れていた。だからマナに見つかっていない。今は総一郎とともにどこかへ姿を消している。


「ええと、だな……」


　首の後ろに手を当てる。どう言うべきか。


「はっ！　もしかして！　今日はセンパイここにお泊とまりしてくれるですか!?」


「え……っ、あ、ち、違うぞ！」


　嬉うれしそうにマナが言うので、ついそれも悪くないかもしれないと思ってしまった。


「ふふふ、どうぞ上がってってください。あ、でもお布ふ団とん、一枚しかない……い、いいですか？」


「話聞けよ！　だから違うっての！　よくねぇし！」


　こほん、と伊織は咳せき払ばらいした。


　けっきょく、単刀直入に言うことにする。


「マナ。帰るぞ」


「え？」


「うちに帰るんだよ」


「いいんですかっ!?」


　ぱっとマナは表情を明るくした。


　しかし。


「あ、で、でも……」


　頰ほおをこわばらせると、マナはよろめくように後ずさる。


　うつむいて、ぶんぶんと激しく首を振ふった。顔をあげて、にらんでくる。


「──だ、だめっ。だめですよ！　なにを言っているのですかセンパイ！　そんな、だって、そしたらセンパイを絶対服従させられなくな──、」


「いいから帰るぞ」


　玄関に一歩踏み込んで、伊織はマナの腕うでを摑つかんだ。


　……まったく、泣きそうな顔してなに言ってやがんだ……


「だ、だめ──」


　マナはじわっと涙なみだを浮うかべる。こちらの手を振りほどこうと、摑まれた腕を勢いよく持ち上げた。けれど、そこで止まった。振り下ろさない。


「……ぅ」


　マナの腕から力が抜ぬけていった。


「帰るぞ」


　もう一度、伊織は言った。


　今度はマナは抵てい抗こうしなかった。





「…………はい」





　こくん。


　素直にうなずいてくれた。
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　いつのまにか雲が切れて、明るい月が顔を出していた。


　夜の住宅街。マナの手をひいて歩いている。


　マナはまだ少し迷いがあるのか、うつむいて考え事をしているようだった。アパートを出る前に結び直したツインテールが体の左右で揺ゆれていた。マナの歩ほ幅はばに合わせて伊い織おりは速度を調節する。


　やっぱり様子を見に行ってよかった、と改めて思う。


　でなければ、マナを独り寂さびしく泣かせたままになっていた。


　歩きながら伊織はポケットから携けい帯たい電話を取りだした。


　……とりあえず静しず姉に謝っとかないとな。


　せっかくマナの住むところを探してくれたのに、無む駄だにしてしまったのだ。


　家の番号にかけると、まず琴こと音ねが出た。静しずかに代わってもらう。


『もひもひ～、イオく～ん？　今どこにいひゅのぉ～、コトちゃん心配してるわよ～？』


　静はすでに出来上がっていた。


「……あのさ、静姉。マナのことなんだけど」


『なぁんだ、マナちゃんのとこにいるのぉ？　あ～、二人きりでやらしぃーことしてるんでしょ～、このこの～』


「してねぇよ！」


『だいじょぶだいじょぶ～。お姉ちゃんに任せなさ～いっ！』


「なにが大だい丈じよう夫ぶなんだよ……」


　ため息をついて通話を切る。酔よっぱらってる状態の静と話してもしょうがない。


　しかし……それにしても。


　やらしいこと……か。


「…………」


　マナを見る。


　と、こちらの視線に気づいたのか、マナは顔を上げてくる。


　ぼんやりした顔のマナとお互たがい見つめ合って──


　マナはカーッと赤くなった。キョドキョドと視線をさまよわせる。


「あの、えと……なんでしょうか、センパイ」


「え、いや、なんでもない！」


　顔を前に戻もどす。熱くなった頰を夜風になでられながら、決意する。


　大丈夫だ……俺が耐たえればいいんだ。


　寝ね不足な日々が続きそうだった。
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　センパイと見つめ合っていたら、それだけで、なぜだか頰が熱くなる。


　胸の奥がドキドキして落ち着かない。


「ひっひっふー……」


　マナは深呼吸して落ち着こうとした。


　と、センパイが小さな声でぼそっと言ってくる。


「えっと……それ深呼吸じゃねぇからな……？」


「？」


「いいけどさ……」


　ひっひっふー……ひっひっふー……


　深呼吸を繰くり返して、ようやく落ち着いてきた。


　……えっと。です。


　改めてマナは考え事を再開する。


　今、自分はセンパイに手をひかれて歩いている。


　新しく一人で暮らすことになったアパートから、連れ戻されているところだ。


　またいっしょに住んでもいいのだという。


「…………」


　マナはうつむいた。


　どうしよう……


　嬉しいけど、そんなの困る。


　同居を続けていると、飽あきられてしまう──距きよ離りが近すぎるのも問題なのである。師し匠しようも言っていたから間ま違ちがいない。絶対服従させられなくなってしまうかもしれないのだ。


　だから本当なら、センパイのお誘さそいなんて、キッパリお断りなのである。


　なのに。


　……どうしてですか。


　断れなかった自分がいる。


　それはもちろん、センパイが帰った後の部屋で、なんだか急に胸が苦しくなって、息苦しくって、泣いちゃったけれど。センパイの家に戻りたいって、思ったけれど。


　センパイが現れてくれて、とっても嬉しかったけれど。


　でも。


　……ちゃんと断らなきゃいけなかったんです。


　なのに自分は、こうしてセンパイについて行ってしまっている。断れなかった。


　……わたし、おかしいです。


　センパイの言葉に逆らえない。センパイが言うと、きゅーって胸が苦しくなって、でもぜんぜんいやじゃなくて、なんでも言うことを聞かなくちゃって気になってしまう……


　……あ、あれ？　もしかしてわたし、これって……ハッ！


　マナはその瞬しゆん間かん、重大な事実に気がついた。


　ピシャーン！　と頭の中のイメージとして、雷かみなりのようにその事実は落ちてきた。


　そうだ。そうだったのだ。





　……わたし、センパイのモノにされかけているのでは!?





　なんてことだ。


　わたしがセンパイを絶対服従させようとしている間に、センパイはわたしを絶対服従しようとしていたのだ！


　自分がどうしてセンパイの言葉を断れなくなっていたのかわかって、もやもやしていた気分が晴れていった。


　……さすがセンパイです。まったく気づきませんでした。危ないところでした。気づくのがもう少し遅おくれていたら、わたし、完全にセンパイのモノになっていたかもしれません！


　敵は米こめだけではなかった。センパイもまた、敵だったのだ。米にセンパイが奪うばわれても、わたしがセンパイのモノになってしまっても、わたしの目的は叶かなわなくなってしまう。


　──でももう大丈夫です。


　自分は気づいた。だからもう、思い通りにはさせない。


　……今回は、その、言うこと聞いちゃいましたけど……でも！


　自分は知っている。たしかに同居には『飽きられてしまう』という危険がある。しかし同時に、チャンスも多いのだ。そしてそれはセンパイも同じ条件で。だったら……


　どちらが先に、飽きられないうちに相手を絶対服従させるか、これからは真しん剣けん勝負というわけですよ！　ふむふむ。


　よーし！　そうと決まればです！


　一回言いなりになっちゃったからって、落ち込んでなんていられない。


　マナは先制攻こう撃げきをしかけることにした。
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　とんっ。


「な──っ、マナ!?」


　いきなりマナは伊織の腰こしに抱だきついてきた。油断していたのでまったくの不意打ちだ。


　むぎゅーっ。


　ちっこい体を押しつけてくる。


　こちらの腕の下からマナはにょきっと顔を出した。首をひねって見上げてくる。


　月明かりを受けて、つぶらな瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやく。


　──なんでいきなり復活してんだ!?


　マナは笑え顔がおで言ってきた。


「センパイ！　わたし！　負けませんからね！」


「は？」
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　マナを連れ戻してから、数日が経たった。相変わらずマナは夜中になるとやってきていて、伊い織おりは寝不足な日々を過ごしていた。


　あと一週間で中間テストが始まる。昼間に学校でウトウトしてしまう伊織は、夜にソフィアから借りたノートで復習したりして、なんとか授業についていっている。


　そんな、五月も半ばを過ぎた朝のことだ。


　眠ねむい目を擦こすりながら伊織がエプロンをつけて朝食の準備をしていると、とたとたたー、と元気のいい足音が響ひびいてきた。


「おはよーです！　センパイっ」


　リビングにマナが飛び込んでくる。


　マナは寝るときの格好のままだった。ぶかぶかのシャツを一枚羽織っただけの姿。普ふ段だんと露ろ出しゆつが極きよく端たんに違うわけでもないのに……ドキリとしてしまう。


「お、おう」


　視線をそらして、朝食の準備に伊織は戻った。おたまですくった味み噌そを、鍋なべに溶とかす。


　とことこ。足音。マナが近寄ってきた。後ろから声をかけてくる。


「センパイセンパイ！」


「なんだよ。危ないから今こっちくんなよ」


　鍋から目を離はなさずに答える。ここで沸ふつ騰とうさせてしまうと、味噌の風味がとんでしまう。


「見てください！」


「ちょっと待て」


「…………」


「…………」


　マナはちょっと待った。


「見てください！」


「はぁ……なんだよ」


　火を止めて、伊織は振ふり向いた。


　マナはこちらを見上げて、得意げな笑みを浮うかべていた。寝ね癖ぐせでボサボサになっている自分の頭──頭頂部を、両方の人差し指で両側から、ピシッ、ピシッと指さしてみせる。そこには髪かみが一ひと房ふさ、ぴょこんっ、とはねていた。……ええと？


「じゃーん！　アホ毛です！」


「アホ毛……」


「萌もえポイントってやつですよ！　ふっふー！　これでセンパイはわたしにメロメロ！　絶対服従です！　どうですかセンパイ！　モエー？」


　ぴょこぴょこ、とマナの『アホ毛』が左右に揺ゆれる。


「…………」


「ふふっ、朝起きたら勝手にこうなっていたのです！　今日はいいことありそうです！」


「いや茶柱じゃねぇんだから」


「というわけでセンパイ！　わたしのモノになりましたか!?」


「……だから、そんなんで絶対服従とかするわけないっての……」


　いつものように伊織はため息をついた。しかし──マナの反応はいつもと違った。


「え、でもセンパイだってやってるじゃないですか！」


「は？」


「だからわたしも対たい抗こうしようと思ったですよ！」


　マナはそこで頰ほおを赤らめた。両手をほっぺに当てて、瞬まばたきの数が多くなる。


　ぴょこぴょこ。アホ毛が揺れる。


「お、おそろいです……」


　つられて伊織も頰が熱くなった。いや、ていうか……え？


「おそろいって……おまえ、なにを言ってんだ？」


「それにしてもセンパイのアホ毛はカンペキですね。わたしのなんてまだまだです。惚ほれ惚ぼれしちゃいますよ。いつもどうやってるんですか？」


　ちょっと待て。それじゃあ、まるで俺がいつもアホ毛の奴やつみたい──


「…………」


「あ、センパイ。急にどこ行くですかっ」


　マナの声を背に、早足で洗面所に向かった。鏡をのぞき込む。


「…………………俺、アホ毛だ」





　　　　２




「なぁ……ソフィア。知ってたか？」


「う、うん、その……昔から」


「そうか……昔からか……」


　学校。昼休みの教室。伊織は今朝気づいたばかりの自分の特とく徴ちようについて、ソフィアに思い切って訊きいてみていた。問題のくせっ毛を、つまんでひっぱってみせる。


　……直らないんだよな、これ。


　少なくとも水をつけたくらいではびくともしなかった。いやまあ、もちろん、今まで気づいてなかったわけではないのだ。くせっ毛の存在自体はわかっていた。ただいつも見慣れていたせいで、特別に意識したことがなかっただけである。そうか、これってアホ毛だったのか……


　けれど、まあ、いつまでも気にしていてもしょうがない。


　伊織は机の上、広げたノートに目を戻もどした。集中する。


　一週間後には中間テストだ。


「ねぇねぇ伊織。ここの問題、教えてくれなぁい？」


「……ん？」


　声のしたほうを向くと、椎しい名なが問題集を片手に寄ってきた。


　こちらの肩かたに置いて、問題集を目の前に広げて見せてくる。距きよ離りが近い。伊織のすぐ横に、椎名の顔がある。垂れ落ちてきた髪の毛が、頰をくすぐってくる。


「おまえな……いい加減やめろっての、米こめ──」


「ほらぁ。ここなんだけどぉ」





「とりゃあああああぁっ！」





　気合いの声がした。


　視界の端はし。椎名へと向かって飛びかかるマナの姿。マナは顔の前で腕うでを交差させている。


　クロスチョップだ。


　が──


「フン」


　椎名はさっと伊織から離れた。マナの攻撃をあっさりとかわす。


　マナは標的を外し、いきおい余って、どてっ、とこける。


「フフンッ。マメチビ。アンタの行動なんてもうお見通しなのよ」


「ぐぬぬ……センパイに近づくなですよ！　米ぇ！」


　見下ろして勝ち誇ほこる椎名に対し、床ゆかから顔を起こしてマナは吠ほえた。


　……あー、もう……


　危なっかしくてマナから目が離せない。


　勝てるはずがないのに取っ組み合いのケンカになりかけている。幸いなのは、実力に大きな差があるため、そもそも勝負になっていないという点だ。椎名のほうがマナを軽くあしらうだけで終わっている。


「おいマナ。いい加減、学習しろ。おまえじゃ米に勝てない。攻こう撃げき力が違うんだからむやみに突つっ込むなよ」


「そーよ。邪じや魔ましないでくれるぅ？　アタシたちこれから仲良く勉強するんだから。ねー、伊織」


「いや。しないぞ」


「……なんでよ」


　ムスッとむくれられた。


「ふふーん。そうですよ米。センパイはわたしと！　勉強するのです！」


　えっへん。


　起き上がるとマナは胸を反らした。


「はぁあ？　なに言ってんの？　アンタ学年違うじゃん」


「ぐっ。それはそうですけど！」


　言い合う二人。


　腕を組んでニマニマと見下ろす椎名と、ぐぬぬと気け圧おされているマナ。


　ふと、伊織は気になった。


「マナ。そういやおまえってちゃんとテスト勉強してんのか？」


「え？　はい？　なんですかセンパイ？」


　きょとんとした顔を向けてくる。


「だからテスト勉強だよ。家で勉強してるとこ見たことないな、と思って」


　べつに家で勉強していなくても、授業をきちんと聞いてさえいれば良い話なので、気にしていなかったけれど。


「…………し、してます、よ？」


「おいなぜ目をそらす」


「だ、ダイジョウブです！　景けいちゃんがなんとかしてくれるって言ってましたし！」


「あいつはなにをするつもりなんだ……？」


「あはっ。そうよねー。アンタ、おバカだもんねー」


　椎名がマナをからかった。


「バ──バカ!?　違います！　わたしはバカじゃありませんよ！」


「ふーん。あ、そーう？　じゃあアタシと勝負してみるぅ？」


「え？　勝負、ですか？」


「そうよ。今度のテスト、アタシとアンタ、どっちのほうが点数が上か、勝負しましょ。負けたらアンタ、自分がバカって認めなさいよ」


「わかりました！　受けて立ちましょう！　吠え面づらかくですよ米ぇ！」


「……いやおまえら、だから学年違うだろ」


　伊織は指し摘てきした。さっき椎名自身も言っていたことだ。


「総合点で勝負よ。こっちのほうが問題は難しいわけだけど、それくらいはハンデってことにしたげるわ」


「わかりました！」


　椎名はニヤリと笑った。


「じゃあ勝ったほうが伊織とデートできるってコトでいいわよね？」


「いいですよ！」


「ちょっと待て！」


　慌あわてて割って入る。


「なに勝手に決めてんだ。俺の意思は!?」


「フン。マメ板。今さら逃にげないわよねぇ？」


「当たり前ですよ！　米なんかに負けません！」


「だから……！」


　ていうかマナ。なに上う手まい具合に乗せられてんだよ！　それは米の罠わなだぞ!?


　総そう一いち郎ろうの気を引くために、椎名はまず伊織をオトそうとしている──そのための策略に違ちがいないのだ。


「伊織。アンタだって、頭のいい女のほうがいいでしょ？」


「は？　いや……気にしたことないけど──じゃなくて！　なんで俺とのデートが勝負の景品になって、」


「そういうことだからぁ伊織。放課後は図書館でいっしょに勉強しない？　二人っきりで、ね？」


「話聞けよ！」


　ぜーはー、と伊織は肩で息をした。叫さけんでばっかりで疲つかれる。


　そこに、


「あ、あの、それならあたしもいっしょに勉強……」


　とソフィアの声がするもかき消される。


「センパイ！　米なんてほっとくですよ！」


　ぎゅ。マナが手をとって、引っ張ってきた。


「わたしに勉強を教えてください！　わたしのほうがバカなので教え甲が斐いあるかと！」


「認めちゃうんだな……おまえ」


　……バカってさ。


「え、なんですか？」


「なんでもない。わかったよ……家に帰ったら教えてやるよ。言っておくが、俺の教え方は厳しいからな？」


　伊織はポキポキと指を鳴らしてみせた。


「え……」


　マナは顔をひきつらせた。けれど手加減するつもりはない。


　……負けられると困るしな。


「ちょっと伊織！　アタシと図書館は!?」


「行くなんて言ってないだろ……」


　椎名の誘さそいを伊織は断った。けれど椎名は食い下がってきた。


「しょうがないわね！　だったらマメガキも連れてきていいわよ。なんだったら、そこの銀ぎん髪ぱつちゃんもいっしょでいいわ。四人で勉強会！　ね、それならいいでしょ？」


「いやソフィアを巻き込むなよ。それに図書館の人に迷めい惑わくがかかりそうだからダメだ」


　マナと椎名が顔をつきあわせて、大人しく勉強だけできるはずがない。どうせケンカになるのがオチである。


　と。伊織はソフィアがうなだれているのに気づいた。そういえばソフィアはさっきなにか言いかけていた、ような……


「ソフィア？　どうしたんだ？　もしかして具合が悪いのか？」


「う、ううん……だいじょうぶ。気にしないで、雛ひな谷たにくん……」


　ソフィアはうなだれたまま答えてきた。


「心配してくれて、ありがとね……マナちゃんに勉強、教えてあげて……」


「ああ、うん。ええと、ほんとに大だい丈じよう夫ぶか？」


「シェフ……？」


　マナも心配そうに声をかける。


「……本人が気にしないでって言ってるんだから、ほっといてあげなさいよ」


　そっ気ない口調で椎名が言ってきた。……そういうものだろうか？


　けっきょく昼休みの間、ソフィアはずっとうなだれていた。





　放課後。


　いつも通りの様子に戻もどったソフィアに、心配かけてごめんねと謝られた。


　なんだったんだろう……？


　ともかく──その日から、伊織はマナに勉強を教えることになった。
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　……お兄ちゃんったら。もう。


　リビングの隅すみ。パソコン前のチェアを兄のいるほうへ回転させて、雛谷琴こと音ねはため息をついた。ため息の原因は、お人ひと好よしな兄である。


　食しよく卓たくに使われるテーブルに教科書や参考書を広げて、兄は居い候そうろうしているカノジョさんに勉強を教えている。


　二人の会話が聞こえてくる。


「なんなんですかこの暗号は……意味がわかりませんよ……」


「暗号じゃない。英語だ。いいからまず書け。スペルを覚えなきゃどうしようもねぇ」


　こういうとき、兄はけっこう厳しくて、容よう赦しやがない。真ま面じ目めなのである。世話焼きではあるけれど、けして甘やかすばかりではないのだ。


　カノジョさん──マナさんは、連日のマンツーマン勉強会で、すっかりへろへろになっていた。


「むぅ……」


　唇くちびるが尖とがる。兄にかまわれているマナさんに、ついむくれてしまう自分がいる。


　けれど邪魔するわけにもいかないので、琴音は自分の作業に戻った。パソコンに向き直る。


　カタカタカタ……


　意識を切り替かえて、キーボードで文字を打ち込んだ。


　ディスプレイには自分の運営する掲けい示じ板ばんのページが表示されている。琴音はそこで恋れん愛あい相談を受ける立場にあるのだ。


　最近は、自分のことを『師し匠しよう』と呼んで頼たよってくれるハンドルネーム『まがん』さんの相談に、よく頭を悩なやませている。相手の男が超ちよう鈍どん感かんで、『まがん』さんのアプローチを受けても、ぜんぜん効果がないのだ。


　……あ、でも同どう棲せい始めたっていうし……どういうことだろ？


　その話からして、上う手まくいっているようなのだけれど──『まがん』さんが言うには、まだまだぜんぜんなのだそうだ。


　……んー、でもこれ、もう完全にバカップルだよね……？


『まがん』さんの定期報告を読む限り、そうとしか思えない。違うのだろうか。


　最新の書き込みなんて、年上のカレに毎日みっちり勉強を教えてもらうことになったということである。カレにも自分のぶんの勉強があるのに、その時間を削けずって付き合ってくれているのだから、ずいぶんな愛されっぷりだと思うのだけれど。


　まあ、人それぞれ、いろいろな事情があるものである。


　……ふぅ。これでよしっと。


　ひと通りの返信を終えて、琴音はパソコンの電源を落とした。足がブラブラするチェアから降りて、またリビングに顔を向ける。


　コーヒーでも淹いれに行ったのか、兄の姿は消えていた。


　ぶつぶつと何事かをつぶやきながら、マナさんがひとり、黙もく々もくとノートにペンを走らせている。


　琴音は近づいていった。声をかける。


「えっと、マナさん。だいじょうぶ？」


　目が虚うつろだ。


「いえす。ゆーきゃんふらい」


　変な答えが返ってきた。


「うん……マナさん。あたし飛べない」


　だいじょうぶでは、なさそうである。





　　　　４




　一学期中間テストの最終日。


　放課後（午前中でテストは終わったので、時間的には昼休み）、教室で伊織が帰り支じ度たくをしていると、よろよろとマナが教室に入ってきた。


「センパイー……」


　ふらり、とよろめいたマナを伊織は支えてやった。肩かたを捕つかまえる。


　あまりの憔しよう悴すいっぷりに心配になった。


「ど、どうした、だめだったのか？」


　肩を揺ゆすってやる。マナは弱々しい動きで、手に握にぎっていた紙をこちらに渡わたしてきた。どうやら初日のテストがもう採点されて戻ってきたらしい。受け取って確かく認にんする。点数は……


「名前、書き忘れてました……」


「…………」


「たぶん、他ほかのも、ぜんぶ……」


　言葉もない。


　マナは青ざめている。


「すみません。わたしのせいで、センパイをみすみす米とデートさせることに……」


「ぷぷっ」


　横から笑い声がした。椎名だ。こちらのやりとりを聞いていたらしい。


「あははっ、なによそれ！　名前書いてなかった？　超ちようウケるんですけどぉ？」


「う……」


「ま、どーせ？　名前を書いてあったところでアンタがアタシに勝てるワケ──」


「なあ米。これを見てみろ」


　伊織は椎名のほうへ、マナのテスト用紙を広げてみせた。


「だから米ゆーな！　イネって呼んでよ……で、これがなに？」


「名前書いてないけど、解答はぜんぶあってる」


「えっ、うそ!?」


「マナってさ、数学だけは異様にできるんだよ」


「うわ。ほ、ほんとだし……なにこれキモ……」


　テスト用紙をまじまじと見て、椎名は納なつ得とくしたようだった。すべての解答に丸がついているのだ。ただし肝かん心じんの点数の欄らんにも○まるがついているが……


　用紙から視線を上げると、椎名はものすごく微び妙みような顔をした。不ま味ずいものでも食べたような顔だ。は～、とため息をつく。


「マナ板。この勝負、引き分けにしといてあげるわ」


「え……どうしてですか、米」


「アンタのこんなしょっぼいミスで勝っても嬉うれしくないのよ」


「こ、米……」


　マナは、信じられないものでも見るかのように目を見開いた。


　悪気なく、言ってしまう。


「へんなものでも食べたんですか？　だめですよ。道に落ちてるものとか食べちゃ」


　ピキピキピキ！


　椎名の額に青筋が浮うかんだ。プッツン。


「ア・ン・タ、は！　アタシを！　なんだと思ってンのよ！」


「ひゃっ」


　怒ど鳴なられてマナは伊織の後ろに隠かくれた。


「ええと……あ、ありがとな？　米」


「フン。だから米ゆーなってのよ。つか、アンタにお礼を言われる意味がわかんない！」


　椎名はそっぽを向いた。


「べつにマナ板がどうとかじゃなくて、アタシのプライドの問題よ」


　と。


　そのときだった。





「話は聞かせてもらったよ！」





「そ、総一郎様っ」


　裏返った声を椎名はあげた。


　教室の戸から、生徒会長の完璧超人ミスターパーフエクト──時雨しぐれ総一郎が軽快な足取りで入ってきた。





　　　　５




　教室に入ってきた総一郎は、まっすぐに伊織の前までやってきた。背中では、警けい戒かいしたマナが、ぎゅっとこちらの学生服を握ってくる。


「伊織くん。私は景くんに教えてもらったのだよ！」


「へ？　藤ふじ村むらに？」


　視線を横にずらすと、総一郎に続いて教室に入ってくる景の姿があった。


「マナくんには今、息いき抜ぬきが必要だそうだね！」


「まあ……そうですね」


　伊織はうなずいた。背中のマナをちらりと見る。


　ここのところ勉強漬づけの毎日だったのだ。必死にがんばっていた。


　たしかに息抜きは必要だろう。


「そこで提案なのだがね──明日あしたからの休日、一いつ泊ぱく二日でマナくんをうちの別べつ荘そうへと招待しようと思うのだが、どうだろうか？　学校があるから長居もできないが、ちょっとした骨休めの週末でどうだい？　もちろん伊織くんもいっしょに」


「はぁ。別荘……ですか」


「温泉地にある山さん荘そうでね。自然に囲まれた静かな良いところだよ」


「温泉……いいですね」


　なんたって疲つかれが癒いやされる。姉たちにはよく爺じじくさいといわれるが……


「でも、ええと、俺が行っちゃっても、いいんですか？　今月厳しくて、お金ないんですけど……」


「気にすることないよ。私から誘さそっているのだしね」


　となると、こちらに断る理由はとくになかった。いちおう静しず姉に許可を取る必要はあるだろうが、問題はないだろう。


「マナ。どうする？」


「……えっと」


　マナはためらう素そ振ぶりをみせた。


　と、総一郎の後ろから、景が滑すべるように近づいてきた。


「マナ。これはチャンスなんだよ」


「景ちゃん？　どういうことですか？」


「それはね──」


　景はマナの耳に口を寄せて、何事かささやいた。マナが、はっとした表情になる。


「センパイセンパイ！　行きましょう！　ぜひ！　旅行になったら開放的な気分になるですよ！　絶対服従させやすくなるって景ちゃんが！」


「……あー、」


　なんと言ってやればいいのか……


　考えていると。


　隣となりの席でソフィアがうつむいているのが目に入った。


「……こ、今度は、ちゃんと言わなくちゃ……」


　なにかつぶやいている。


　と。


「先せん輩ぱい。マナはテストがんばったんですよ。ご褒ほう美びがあってもいいでしょう」


　景の声に、伊織は視線を戻もどした。


　期待に満ちて輝かがやくマナの目を見て、ため息をつく。そういうことなら、まあ……


「……わかったよ」


「ありがとです！　さすがセンパイです！」


「では決まりだね。メンバーは……マナくんに、伊織くん、それに景くん──」


「あのっ、総一郎様……あ、あたしも行ってもよろしいでしょうか？」


「ふむ？　椎名くんか。もちろんいいとも」


　そのときだった。


　ガタッ。





「あ、あたしも！」





　ソフィアだ。


　彼女は椅い子すから立ち上がって、大きな声を出した。


　まわりが静まりかえる。


　かぁ……っと、ソフィアは白い顔を赤くした。


　うつむいて顔を隠す。銀色の髪かみからのぞいている耳まで赤い。


「……あ、あのその、あたしもいっしょに行っても……い、いい……ですか？」


「もちろんかまわないよ！」


　小声で言ったソフィアに、総一郎は大おお仰ぎようにうなずいた。


「そうか。ソフィア。そうだったんだな……」


　と、伊織はソフィアに声をかけた。


「ふぇ!?　な、なにかな……」


　髪の房ふさをいじりながら、ソフィアは赤い顔で目をそらす。なんだよ、べつに恥はずかしいことではないだろうに……


　伊織は言う。


「おまえも温泉、好きだったんだな」


「あ……あ、う、うんっ。そ、そうなの……す、好きなの、お、温泉が……」


　ゴスッ！


「っ!?」


　スネに激痛を受けて伊織はうずくまった。


　無茶苦茶、痛い。ジンジンする。スネを押さえて見上げると、景が冷たい瞳ひとみを向けてきている。


「ふ、ふじむら……な、なんで……」


「そ、そそ、そうですよ景ちゃん！　センパイを蹴けっちゃだめですよ！」


「マナ……でも。久しぶりにイラッときたの。このニブに」


「は？　え？　なに？　なんだって？」


　ニブ？


「そういうところがです先輩。まあ、どうでもいいですが。……くふ。これで私もマナと温泉……じゅるり」


「…………」


　ともあれ。


　そんなわけで──総一郎の招待で、温泉地にあるという山荘に行くことになった。
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　当日。


　伊い織おり、マナ、景けい、ソフィア、いね、総そう一いち郎ろうの六人は、総一郎の家の執しつ事じが運転する車で目的地に向かった。移動すること約二時間。山道を十分ほど歩いて──昼前に到とう着ちやくする。


　緑に囲まれた開けた場所に、総一郎の別荘は建っていた。頭上を覆おおっていた木々が途と切ぎれると、まぶしい光が目に差してくる。


　三階建ての大きなログハウスを前に、六人は立ち止まった。


「わ、さすが総一郎様っ」


「ふぁ……すごい……」


「はだか。マナの裸はだか。マナの首筋。マナの鎖さ骨こつ。マナの肩かた。マナの脇わきの下。マナの胸。マナのおへそ……だけど、湯気が仕事をする……」


　女子三人が口々に感想を漏もらす。ただし、ひとり変なのがいる。なにを妄もう想そうしているんだよ……


「おいマナ。着いたぞ」


「うゅ……？」


　背負ったマナに、伊織は声をかけた。寝ねぼけた声をマナはあげる。


　車の中でマナは早々に眠ねむってしまっていた。テスト期間中、夜遅おそくまで起きていることが多かったからだろう。


　伊織の背中から額を起こすと、マナは目元をこしこしと袖そでで擦こする。


「……あ、おはよーです。センパイ」


「もう昼だけどな」


「はっ、こ、ここは!?　ここはどこですかっ？」


　キョロキョロ。


「いやだから、時雨しぐれさんの別荘だっての」


　背中からおろしてやると、マナはログハウスをふへーと見上げた。


「センパイのハウスよりもビッグです……」


「……うちは普ふ通つうなんだよ」


「さ、みんな、まずは上がってくれたまえ」


　総一郎が言って、伊織たちはぞろぞろとログハウスの中へと入った。





　　　　２




　昼飯をすませた後、伊織はさっそく温泉に入ることにした。


　普ふ段だんはそれほど風ふ呂ろ好きというわけではないけれど、温泉は別だ。文化の極きわみなのだ。


　ログハウスの裏手を少し行ったところに温泉はあった。天然の石で組まれた露ろ天てん風呂。全体の広さはうちの風呂の何倍だろうか……いや、比べるのも馬ば鹿からしい。もうもうと湯気が立ち上っている。


　ちゃぷ。


「……は～」


　湯に浸つかって青い空を見上げながら、伊織は緩ゆるんだ息を漏らした。手足を伸のばして体を弛し緩かんさせる。


　普通の風呂と違ちがって、やわらかく包まれている感覚だ。体の芯しんから暖まる。


　近くには川も流れているらしく、せせらぎの音が聞こえてくる。野鳥の鳴き声もする。


　人里離はなれた山奥の温泉。さすが総一郎である。人見知りのマナの骨休めには絶好の場所だといえる。


　……やっぱ温泉はいいよなぁ。


　しみじみと思っていると、





「きゃほーいっ」





　湯ゆ煙けむりの向こうから、マナのはしゃいだ声がした。


　ぱしゃぱしゃとお湯を蹴け立たてて、やってくる。


「あ、センパイいました！　もうっ、なんで先に行っちゃってるですかっ？」


　こちらへと前まえ屈かがみになって、拳こぶしを握にぎりながらマナは抗こう議ぎしてくる。


「……いいだろべつに」


　伊織は視線をそらした。


　マナの体の要所は隠かくされている。もちろん、湯気が仕事しているから──ではない。マナは水着を着ているのだった。伊織も海パンを穿はいている。


　だから、まあ、視線をそらす必要も、本当はないのだ。


　とはいえ、正面に立たれると目のやり場に困るというか……


　……出るとこは出てるし、こいつ。


「センパイなにやってるですか。こっちを見るですよっ。そして絶対服従するですよ！」


「…………。いや、絶対服従はしないけどな」


　言われて伊織は視線を戻した。


「じゃーん！　景ちゃんが用意してくれたのです！　ど、どうですかっ」


「……あ、ああ」


　マナの水着はフリルのついたセパレートタイプだった。目の前で、すべすべのお腹なかがお湯を弾はじいて光っていた。水すい滴てきが、へそに向かって滑すべり落ちていく。


「……にゃぁ。あ、あの、そんなに見ないでください……」


　マナは頰ほおを赤らめると、おへそを手で隠した。身をよじる。


「お、おまえが見ろって言ったんだろ……っ」


「……そ、そうですけど……うう……ま、負けません！　行きますよ！」


「行くってなんだ!?」


「──つか、なにやってんのよ、アンタら」


「にゃっ!?」


「っ!?」


　突とつ然ぜんかけられた声にマナと二人してビクッとした。


　椎しい名なだ。マナの後ろに、いつのまにかやってきていた。
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　髪をアップにまとめ、黒いビキニを着た椎名は、くびれのある腰こしに手を当てていた。こちらにジトっとした目を向けてきている。


「ったくさぁ。いきなり二人の世界を作ってんじゃないっつーのよ。けっ」


　悪態をつくと、しかし椎名はニヤリと笑った。悪戯いたずらっぽい表情を浮うかべてくる。


「まあでも？　今の様子を見る限り？　いっしょに住んでるってわりにはそんなに進展してるわけでもないみたいねぇ？」


「は？　いや……まあ……」


「ねぇ、それってさぁ……アタシにもまだチャンスがあるってコト、だよねぇ？」


　ざぷざぷ歩いてくると、椎名は伊織の隣となりに腰を下ろしてきた。身を寄せてくる。腕うでに、やわらかいものが当たっている。


　むに。


　──って。


「な、お、おい！」


「やっぱりぃ、マナ板じゃ物足りないわよねぇ？　……って、あれ？　マナ板……？」


　椎名はマナの胸を見て、目をぱちくりした。


「ふ、ふんっ。意外とあるみたいだけど、でもアタシのほうが上よ上！　ね、伊織[image: ]」


　むにむにゅ。


「だ、だからやめろって！」


「こ──米こめぇ！　だ、だめ！　センパイから離はなれやがれですよ！」


　ふしゃー！　と威い嚇かくするマナに対して、椎名は余よ裕ゆうの笑えみを浮かべてみせた。伊織の肩に、こてん、と頭を預けてくる。お湯に浸かったせいか、椎名の頰もほんのりと上気している。


「ふふーん。イヤよ。アンタから奪うばうまでは離れてやらな──」


　と。


　椎名の笑みが凍こおり付いた。


「ふむ？　みんなそちらにいるのかい？　眼鏡が曇くもっていてなにも見えない……しかし眼鏡を外してもぼやけてしまう……これではマナくんを見守れないではないか……」


　なんか残念なことを言いながら、眼鏡を曇らせた完璧超人ミスターパーフエクトが湯気の中から現れた。引き締しまった肉体。ブーメランパンツ。


「…………」


　……ええと。


　いろいろ、なんと言えばいいのか迷っていると──近くのお湯が盛り上がった。


「準備が甘いですね総一郎」


　ざぱー。とお湯を突つき破って現れたのは、水中ゴーグルとシュノーケルをつけた景だった。景は学校指定のスクール水着を着ていた。てか、え？　なにしてんのコイツ？


「さすが景くん。ぬかりない。それに比べて私は……なんということだ……すぐそこにマナくんの水着姿があるというのに……」


　総一郎は眼鏡を外した。マナを見て、目を細める。


「むぅ。これは……つまり想像力で補えということだね！」


「前向きですね総一郎」


「ひゃわっ。セ、センパイ……っ」


　本能的に危険を感じたのか、マナが肩まで湯に浸かって、こちらに身を寄せてきた。椎名とは反対側の腕を摑つかんでくる。


「ああっ、怯おびえているマナもやっぱり可愛かわいいですね……！　ＧＪですよ総一郎」


「ありがとう景くん。しかし、くっ、見えぬ……！　これでは私は、ただ怯えさせてしまっているだけではないか！」


　ピッと親指を立てる景の隣で、肩を震ふるわせて本気で悔くやしそうな総一郎。と──


「む？　もしやそこにいるのは椎名くんかい？」


　マナを凝ぎよう視ししようとして、総一郎は、伊織に身を寄せているもう一人の存在に気づいたようだった。


「え、えっ、あ──、は、はい！」


　声をかけられ、慌あわてた様子で椎名は伊織から離れた。腕が圧あつ迫ぱくから解放される。


「すまない。せっかく伊織くんにアタックしているところを、邪じや魔ましてしまったかな？」


「い、いえ！　そんなことは……」


「そうかい？　……ふむ」


　総一郎は曇っている眼鏡をかけ直すと、腕組みした。


「なんにせよ、最近のキミは生き生きしていてなによりだよ。片かた想おもいはツラいこともあるだろうが……。私もマナくんと出会って世界が変わったからね！」


「総一郎様……」


　気にかけられていることが嬉うれしかったのか、椎名は温泉とはべつに、熱っぽく頰を染めていた。


「お互たがい、がんばろうではないか」


「は……はい！　ありがとうございます！　アタシ、がんばります！」


　と、いい返事をしていた。


「…………」


　……って、こいつ、自分がなにを言っているのか、わかってんのかな……？
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（──アタシ、がんばります！）


　総一郎に向かって『いい返事』をした椎名だったが、のぼせた、と言って早々に温泉から出ていってしまった。


　ちなみに総一郎も、「私が近くにいてもマナくんを怯えさせるだけだ……」と言い残し、一人で温泉の奥、湯気の中へと消えていった。


　伊織の隣にはマナが残っている。もう腕を摑んできてはいないが、肩かたが触ふれあいそうな距きよ離りで並んで湯に浸つかっている。


「あ……ふ、二人きり、ですね……」


「いや、違うからな？」


　近くにシュノーケルの先っぽが突き出していた──景が潜もぐっているのだ。


　……まあ、いてくれたほうが助かるけど。


　本当に二人きりになってしまうと、理性を働かせるのが大変になってしまう。同居している家でも、姉や妹がいるから、なんとかなっているわけで。


　と。


　──こて。


　マナが肩に頭をもたれさせてきた。


「っ、な、」


　不意のことで声が漏もれる。


　マナは唇くちびるをぎゅっとかみ締めて、じっと上うわ目め遣づかいで見つめてくる。


「あの……どうですかセンパイ。こうされると絶対服従、ですか？」


「は？　いや──そ、そんなわけないだろ」


　答えると、マナは──ほっと表情を緩ゆるめた。


「よかったです。さっき米がこうやってて、もしかしてって焦あせっちゃいましたよ。わたしコレ、まだ試ためしたことなかったですし」


「あー、そう……だな」


「ふへへ」


　マナは笑った。


　ほにゃ、と安心しきった顔になる。
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「…………」


　頭がぼうっとして、伊織はマナの肩に手を回していた。


　抱だき寄せる。


「ひゃ？　セ、センパイ……？」


　マナの戸と惑まどった声。


　はっと伊織は我に返った。


「あ、いや！　これは違ちがう！　違うからなっ！」


　慌ててマナの肩から手を離す。


　……な、なにしてんだ、俺……!?


　まったくの無意識だった。


　危ない。景だって見ているし、総一郎だって離れたところにいるというのに。──って、だから違う！　そういう問題でもないだろ……!?


「──っ、の、のぼせたから俺も上がる、おまえはゆっくりしてろっ」


　早口で言って湯から立ち上がる。


「あ……は、はい。わかりました。ゆっくり、してます……」


　ぽーっとした顔で、マナはこくんとうなずいた。ちゃぽっ、と肩まで沈しずみ込む。


「じ、じゃあまた、な」


「は、はいです……」


　お互いぎこちなく言葉を交かわす。


　逃にげるように伊織はログハウスのほう──まずは脱だつ衣い所に向かった。


「ヘタレ紳しん士し」


　と後ろから景の声が聞こえた気がするがかまってはいられない。


　裸はだかの胸を手で押さえる。心臓がバクバクいっている。


　……うう、危なかった。気をつけねぇと。


　旅先で開放的になっているのかもしれない。もしくは温泉の熱気のせいか……


　と。


「ふぇ？　あ、あれ？　ひ、雛ひな谷たにくん。も、もう上がっちゃうの？」


　脱衣所の前で、ちょうど温泉に入りかけていたソフィアと出くわした。


　ソフィアは白色のビキニだった。腰こしにパレオを巻いている。ソフィアの普ふ段だんのイメージと比べて、大だい胆たんな水着である。気を抜ぬくと強調されたふくよかな胸むな元もとへ視線が行ってしまう……って、だめだだめだ。ソフィアは大事な友だちなんだから、邪よこしまな目で見てちゃいけない。


　マナの肩を無意識に抱き寄せたり、どうにもおかしな気分になっているようだ。


「ええと、ソフィアは今からか？」


「う、うん……ちょっと勇気を出すのに時間がかかっちゃって……」


「へ？　勇気？」


　温泉に入るのに、なにか勇気がいるのだろうか。


「ななな、なんでもないの……っ。この水着へんじゃないかなっとか、ずっと考えていたわけじゃないの……っ」


「？　そうか。まあよくわからないけど、水着は、その……似合ってると思うぞ？」


「ふぇ!?　あ、あのその、う、うああ……っ！」


　ざぷんっ。


　なぜかソフィアは温泉に飛び込んだ。


「って、どうした大だい丈じよう夫ぶか!?」


「う、うん……取り乱しただけだから……」


　ぷかりと銀色の髪かみが浮うき上がって、言ってきた。


「……それは大丈夫なのか？」


　湯に潜ったせいかソフィアの顔は真っ赤だ。


「き、気にしないでっ。そ、それより雛谷くんは、早く椎名さんのところに行ってあげたらいいんじゃないかなっ」


「え？　米？」


　米がどうしたんだろう。


「え、あれ？　その……さっき椎名さん、気分悪そうにしてたし……雛谷くんのことだから、心配して様子を見に来たのかなって思ったんだけど……違った？」


「ああ……でも、あれはあいつの自じ業ごう自得だからなぁ……」


　総一郎の前で勝手に自じ爆ばくしていたのだ。


　けれど……


「……そうだな。様子くらい見に行くか」


　伊織はうなずいた。


「じゃあ、ちょっと行ってくるよ。ソフィア」


「あ、う、うん。いってらっしゃい……いおりん」


　ソフィアはふわりと笑った。





　　　　５




　伊織がログハウスに入ると、共同スペースの隅すみに椎名はいた。


　窓からの光の届かない壁かべ際ぎわ。水着のままバスタオルを肩にかけただけの格好で、膝ひざを抱かかえてうずくまる背中がある。


　本命である総一郎に伊織との仲を応おう援えんされ、『いい返事』をしていた椎名いね……


「なぁ、大丈夫か？」


「……なによ。笑いに来たの？」


　後ろに立って声をかけると、椎名は振ふり向かないまま答えてきた。


　ぽりぽり、と伊い織はまだ湿しめっている後ろ頭をかく。


「違うっての……俺がおまえの心配しちゃ悪いのかよ」


「……アンタが、アタシの心配？」


「そうだよ。ったく……おまえさ、もうああいうのやめろって。時雨さんに自分の価値を認めてもらうためかなにか知らねぇけど。墓ぼ穴けつ掘ほってへこんでるじゃねぇか」


「……わかってるわよ。変なことしてるってことくらい……」


「ああ。自覚あったんだな」


　思わず言ってしまった。振り向かれて、下からジロリとにらまれる。


「って、なにそれ。アンタ、アタシをなんだと思ってるワケ？」


「あ、いや──」


　ふんっ、と鼻を鳴らして椎名はまたそっぽを向いた。


　いつもならもっと嚙かみついてきそうなものだ。やっぱり、相当へこんでいるらしい。


「悪い。俺……正直、おまえは時雨さんのこと、単に『一番の男』だから、欲ほしがってるだけなんじゃねぇかって思ってた。ちゃんと時雨さんのこと、好きだったんだな」


　すんっすんっ、と洟はなをすする音がした。


「……アタシのこと、わかってくれたのは、あの人だけだもの……鈍どん感かんなアンタとは違うのよ」


　椎名は立ち上がって振り向くと、こちらに裏返した人差し指を突つきつけてきた。


「だいたい。アンタのせいなんだから」


「え？　俺のせいって、なにがだよ」


「アンタが！　さっさとアタシに惚ほれないからいけないんじゃない！」


「……変なこと言ってるって自覚あるか？」


　呆あきれた。無茶苦茶な理り屈くつである。とんだ逆ギレである。


「でも……ねぇ、ホントに、なんで？」


「ん？」


「なんでアンタは、アタシに惚れないのよ？」


　ぱさっ。


　肩にかかったバスタオルを床ゆかに落とした。水着姿をさらしてくる。


　体をくねらせて、椎名はこちらを見上げて上目遣い。パチパチッと瞬まばたきしてくる。


「ほら。見てよ。イネ、こんなにセクシーだよぉ？」


　極めつけは、甘ったるい猫ねこなで声。


「だからそういうのやめろっての」


　さっきそれで墓穴を掘ってへこんでたのはどこの誰だれだ。


　伊織は視線をそらしてため息をついた。バスタオルを拾って押しつける。


「ちょ、」


「なあ……自分でもおかしいってわかってるんだろ？」


「……そ、それがなによ」
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「おまえには……なんていうか、マナへの気持ちを自覚させてもらった借りもあるし。時雨さんを振り向かせたいんだったら、協力でもなんでもするよ。だから──俺を惚れさせようとか、アタックしてくるのは、もうやめろ。そんなことしたって、こじれるだけでなんの意味もないんだよ。誤解されてつらいのはおまえだろ？　泣いてたじゃねぇか」


「…………」


　椎名はうつむいた。濡ぬれた髪が顔を隠かくす。


　普段の不ふ遜そんな態度は見る影かげもなくて、弱っている姿に、言わずにはいられなかった。


「時雨さんが好きなんだろ？　そりゃ、あの人にアピールしても通じなかったのかもしれないけどさ……おまえのやり方は、ただ正面から向き合うことから逃げてるだけなんじゃねーのか。おまえはおまえの気持ちを時雨さんに伝えたのか？」


「……そ、それは」


　椎名が唇くちびるを嚙むのが見えた。


「ちゃんと言わなきゃ、言葉にして言わなきゃ、伝わるわけないんだぞ。伝えないとなにも始まらないんだ」


　……って、俺も他ひ人とのことは言えねぇよな……


　マナにきちんと気持ちを伝えられているかといえば──伝えられていないのだ。観覧車でした告白も、屋上でした告白も、マナに気持ちをきちんと伝えられてはいなかった。


　だけど……それでほっとしている自分もいて。


　なぜなら伝えてしまえば、拒きよ絶ぜつされてしまうかもしれないからだ。逆に、伝えないままでいれば、ずっと同じ関係でいられる。


　……マナは魔ま眼がんの効かない俺を服従させたいだけで、恋れん愛あい感情からアタックしてきているわけじゃない。


　そう思うと、足がすくんで動けなくなる。


　でも相手の気持ちがわからないなんて、恋愛では当たり前のことなのだ。


　なのにそこから逃げて、心ここ地ちよい関係で居続けようなんて。


　……情けないよな、俺。


　よし。と伊織は心の中でつぶやいた。


　伝えないとなにも始まらない──自分で言ったことだ。


　だから。


　……どうなるかはわからないけど、マナに俺の思ってることを伝えよう。


「米。俺、マナにちゃんと告白するよ」


「……いきなりなに言ってんのアンタ。なにひとりで盛り上がってるのよ？」


　言うと、椎名がジトっとした目を向けてきた。……椎名にしてみれば唐とう突とつな発言だったかもしれない。


「あ、わ、わるい……おまえに言ったこと、俺にも当てはまるなって思ってさ……」


「ふーん。あっそ。……まあ、アンタのことなんてどうだっていいケド」


　と、椎名は肩かたをすくめるとため息をついた。


「でも、言わなきゃ伝わらない……ね。たしかに、そうよね。さすが鈍感男が言うと説得力が違ちがうわ」


　顔をあげて、言ってくる。


「わかったわよ。アンタにアタックするのはやめる。でもアンタ言ったわよね、総一郎様を振り向かせるのに協力してくれるって。約束、守りなさいよね」


　ともあれ、説得はできたみたいだった。
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　ログハウスの中。椎しい名なに割り当てられた部屋に、伊い織おりは来ていた。


　総一郎を振り向かせるために椎名に協力することになった。だから、その作戦会議をするためである。


「で、どうすればいいと思う？」


　普ふ段だん着ぎになった椎名はベッドに腰こし掛かけている。


　伊織は床の上であぐらをかき、腕うでを組んでいた。うーん……とうなる。


「……告白は、まだしないんだよな？」


「ええ。たしかに言わないと伝わらないかもだけど、今の状じよう況きようで告白したって玉ぎよく砕さいするだけだもの。なんでかわかんないけど、総そう一いち郎ろう様はあのマメに夢中なわけだし」


「まあ、そうだろうけど……それこそ時雨しぐれさんと同じに、明言して諦あきらめないって手もあるんじゃないか？」


　少なくとも、状況は変わるはずだ。時雨さんなら好意を向けてくる女性を無む下げにすることもないだろう。


　そう思って提案したのだが、椎名は首を横に振った。


「簡単に言わないでよ。アタシ、あんなに強くないもの。フラれたら立ち直れないわ」


「おまえって……実は繊せん細さいなのか？」


「な──わ、悪い？」


「いや、ちょっと意外だっただけ」


「…………」


　じっとにらまれた。


「ん？　なんだよ？」


「……なんでもない。とにかく、最終的に告白はするにしても、まずはもっとお近づきになっておきたいのよ、アタシとしては。で、アンタはその方法を考えればいいのよ」


「わかったよ。でも、となると……正直、さっぱりわからねぇな……」


　……完璧超人ミスターパーフエクトを振ふり向かせる方法か。


「はっ、使えない男ね」


「う……いや、だって、改めて考えると、あの時雨さんだもんな……」


　今は多少残念なことになっているとはいえ、腐くさっても完璧超人ミスターパーフエクト。何人もの女性に猛もう烈れつなアタックをされながらも、ビクともしなかった鉄てつ壁ぺきの男なのだ。女生徒の群れに囲まれている姿をよく目にしたものだが、浮ういた話は聞いたことがない。マナのことがあるまでは。


「そうよ。だからアタシも正せい攻こう法ほうを一度は諦めたんだし」


「だからって俺を惚れさせようってのは、いろいろ間違ってたと思うけどな……」


　変化球すぎる。


「うっさいわねぇ。だから他ほかにいい方法考えろって言ってんでしょ！　だいたいなんで総一郎様もアンタも、アタシじゃなくてあんなマメガキに……！」


「ん？　あ、そうか」


　椎名が文句を言っているのを聞いていて、閃ひらめいた。


「なに？」


「それじゃねぇか？」


「……どれよ？」
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　夜になった。


　キッチンではエプロン姿の総一郎が、山の幸を使った鍋なべを作ろうとしてくれていた。


　伊織も手伝おうとしたのだが、客人だから、と丁てい重ちように断られてしまい──


「ふっふっふ、くらえぇ！　ドローフォーですよシェフ！」


「あ、ご、ごめんなさい藤ふじ村むらさん。ドローフォー」


「（ニヤリ）ドローフォーです先せん輩ぱい」


「なん……だと……」


　マナ、ソフィア、景けいの三人とカーペットの上で車座になってカードゲームに興じていた。


　あと一枚で上がり……というところだったのに、大量のカードが手札として戻もどってくる。


「く……藤村……」


「先輩、私を恨うらむのは筋違いというものです。発ほつ端たんはマナではありませんか」


　視線を向けると、マナはウルッと瞳ひとみを潤うるませた。


「わ、わたし……あぅ……センパイ、そんなつもりでは……」


「あ、いや、べつにいいんだよ。こういうゲームなんだし……」


「先輩なにマナを泣かせているのですか。これは『愛めでる会』に報告ですね」


「……おまえ俺をいじめてそんなに楽しいの？」


　そんな感じで盛り上がっていると、


「え……椎名さん？　な、なんで……」


　最初に気づいたのはソフィアだった。


　見れば、椎名が共同スペースに現れていた。ただならぬ緊きん張ちよう感を漂ただよわせながら総一郎のいるキッチンのほうへ向かっていく、その姿は……


「セ、センパイセンパイっ」


　マナが伊織の袖そでを摑つかんで引っ張ってきた。


「米こめが！　米がわたしのジャージを着てますよ！」


「ああ。そうだな」


　なぜなら持ってきていたマナの予備のジャージを、伊織が貸したからだ。マナにはぶかぶかのジャージも、椎名が着るとパッツンパッツンだ。


「ツインテールしてますよ!?　真ま似ねっこですよ！」


「ああ。そうだな……」


「どうしてですか!?」


「あいつも大変なんだよ……」


（──マナの真似をすればいいんじゃないか？）


　というのが、総一郎を振り向かせるために、昼間の作戦会議で伊織が椎名に提案したことだった。


　椎名はそれを実じつ践せんしていた。


　ジャージにツインテール。マナマナしたその姿で、キッチンにいる総一郎にしきりに話しかけている。


　がんばれ米。と伊織は心の中でエールを送る。


　しかし……


「米。愚おろかな女ですね。あのようなコスプレでマナになろうなどとは片腹痛い。まずマナはあんなにでかくありません。胸もぺったんこです。あんな媚こびた動きはしません」


　景の評価は厳しかった。
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　夕食の後、椎名に部屋に呼び出された。


　てっきり提案した作戦がぜんぜんダメだったことを、怒おこられるものだと思っていたのだが──


「あ、ありがとね」


　お礼を言われた。


　面めん食くらう。


「え、あ、ああ……え？」


「『イメチェンかい？』って言われちゃった。えへへ……」


　マナを真似た格好のまま、頰ほおを染めてはにかむ椎名。


　なんだろう、このでっかいマナは。


「えっと、まあ、おまえがよかったんならいいけどさ」


「うん！　そうね！」


　しかし、誰だれかが言ってやらないとだめだろう。


　そしてそれを言うことができるのは、この場に自分しかいないのだった。


「たしかに料理の手伝いとかして、いい雰ふん囲い気きにはなってたと思う」


「でしょでしょ！　そうよね！」


「だけどそれって、いつも通りの時雨さんなんだよな」


「総一郎様はお優やさしいからね！」


　そう。完璧超人ミスターパーフエクトは誰にでも優しい。


「うん。だからたぶん……時雨さんはおまえがべつの格好をしてきても、同じように『イメチェンかい？』と言ったと思う……」


　椎名の笑えみが固まった。頰がぴくっと引きつる。


「つ、つまり？」


　伊織は覚かく悟ごを決めて口を開いた。つまりこの作戦──


「意味なかったなって」


「こぉのおおぉおお！　そんなのわかってたわよおぉおお！」


「ぐはっ」


　涙なみだ目めになった椎名からみぞおちにキックをもらって、伊織は床ゆかに膝ひざをついた。


　ほどかれたリボンが投げつけられてくる。
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　夜も更ふけて、伊織は自分に割り当てられた部屋にいた。


　ドアを閉めたところで、やれやれとため息をつく。


　椎名からは、今後も協力するように言われた。


　……先は長そうだ。


　まあでも、約束したしな……


　伊織は後ろにもたれると、ゴツンと後ろ頭をドアにぶつけた。


「…………」


　考えるのは、自分自身の問題についてだ。


　──マナにちゃんと気持ちを伝えていない。


「俺も、やっぱこのままじゃ、ダメだよな」


　口に出して自分に言い聞かせる。


「よし」


　決意を固めると、ベッドに歩み寄った。布ふ団とんをめくる。今は眠ねむって明日あしたに備えよう。


　と。





「…………」


「…………」





　ベッドの中に、景が潜ひそんでいた。しばらく無言で見つめ合う。


「……なんでいるんだ？」


「お気き遣づかいなく。先輩。ここにいるとマナが来ると思いますので」


「いや、出て行けよ……ていうか、おまえとマナはそもそも同じ部屋だろ？　ソフィアといっしょに三人部屋」


　なんでわざわざここで待ち伏ぶせしてるんだ、という話である。


　景はこちらから目をそらすと、寝ね転ころがったまま、ぽつりとつぶやいてきた。


「……先輩といっしょが良くて」


「なっ、」
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「冗じよう談だんです」


　言って、景はすぐに澄すました顔を向けてきた。フ、と悪戯いたずらっぽく笑ってくる。


「だからそんな困った顔をしなくてもいいのですよ」


「お、おまえなぁ……」


「ところで──」


　景は体を起こしてベッドの端はしに腰こし掛かけると、こちらをじっと見上げてきた。


「米と何をこそこそやってるんです？　浮うわ気きですか。言っておきますが、マナを悲しませたら許しませんよ」


「おまえ、まさかそれを訊きくために……？」


「何もないならいいです」


　景は立ち上がった。そのまま伊織の脇わきを抜ぬけて、スタスタと部屋を出ていこうとする。


「あ、藤村」


　背中に声をかけた。


「なんですか」


　チラリと振ふり向いた景に、言う。


「あのさ……俺、明日マナに、ちゃんとコクるからさ」


「──そうですか」


　あっさりとした返事を残して、景は出て行った。
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　そして次の日──


「マナ」


　朝食の後で、伊い織おりはマナに近づいて声をかけた。


　マナは床の上にごろんと転がって、ふぃー……とリラックスしていた。一泊ぱくだけの旅行ではあったが、勉強疲づかれの息いき抜ぬきにはなったようだ。


　顔を持ち上げて、マナはキョトンとした目を向けてくる。


「はい？　なんですか？　センパイ？」


「……ああ。なんだ、ちょっと散歩にでも行くか」
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　朝あさ露つゆに濡ぬれた山道。マナと二人、木の階段を登っていくと、開けた小高い丘おかに出た。


　澄んだ空が広がっている。


　伊織は深呼吸した。振り返って、後ろをついてきていたマナと向き合う。と。


「センパイ。あ、あの……な、なんか怒ってます？」


　こちらを上うわ目め遣づかいにうかがいながらマナはおどおどしていた。不安げに瞳ひとみが揺ゆれている。


「え？」


「だって怖こわい顔してますよ……」


　顔に触ふれてみると、たしかにこわばっている。


「あ、いや、これは違ちがうんだ。べつにおまえに怒ってるとか、そういうことはぜんぜんないから安心しろ」


「そ、そですか。よ、よかったです」


「……あ、ああ」


「……ふ、ふへへ」


　マナは勘かん違ちがいが恥はずかしかったのか、うつむくとつま先で土をぐりぐりといじっている。


「…………」


　……やっぱり、俺はマナが好きだ。


　そう思った。


「あ、センパイ。そうです。今日帰る前に、温泉、もっかい入りましょうね。ふっふー！　今度こそセンパイを絶対服従させてみせますし！」


「マナ」


「わたしセンパイの背中流しますよ。あらいっこです。そしたらですね──」


「マナ」


「──は、はい？　え、なんですかセンパイ？」


　今度は誰に入れ知ぢ恵えされたのやら、得意げに次なるアタックの計画を暴ばく露ろしていたマナだったが、こちらの雰囲気に気づいたのか、言葉を止めるとピンと背筋を伸のばした。


　伊織は一度、目をつむった。


　ふー……と大きく息をはく。


　始まりは──マナの魔ま眼がんが伊織に効かなかったことだ。


　だからマナは伊織を絶対服従させるためにアタックしてくる。


　前に理由を訊いたとき、マナは、安心できないから、と答えていた。


　言うこと聞かない奴やつがいると安心できない──ということだろう。


　マナは恋れん愛あい感情でアタックしてきてるわけじゃない。だけど……


　……関係、ないよな。


　マナがどうであれ、俺は……


　気持ちは伝えないと、なにも始まらない──





「マナ。俺はおまえが好きだ」





　言った。三度目の告白。


「え……センパイ？」


　目を見開くマナに向かって、続けて告げる。


「言っとくけど、魔眼が効いたわけじゃないからな。絶対服従を誓ちかうわけでもない。ただそう、正式に、普ふ通つうの恋こい人びと同士として──俺はおまえと付き合いたいって思ってる。具体的に言えば……ええと、お互たがいがちゃんと了りよう解かいをした上でイチャイチャするというか……まあ、その、なんだ、キスとかしたい。うん」


　……って、俺はなに言っちゃってるんだ!?


　顔が熱い。


　ちゃんと言わないと伝わらないと思ったからだけれど、余計なことまで言った気がする。


　ええい！　今さら恥ずかしがってどうする！


　ぐ、と歯を食いしばる。


「マナ……俺は！　おまえと付き合いたい！　おまえの気持ちを聞かせてくれ！」


　声は、震ふるえた。つばを呑のみ込む。


　見つめる先、マナは目を見開いたまま固まっていた。


　一秒が一時間にも感じられた。不安が胸を焦こがしていく。


　ぼっ。


　と──マナの顔が赤く染まった。彼女は胸を両手で押さえつけると、じりじりと後ずさりした。首を左右に激しく振る。


　ぎゅっと目を閉じた。


　そして。


「わ、わかりません！」


　叫さけんで、くるりと伊織に背中を向けた。


　だっ。


　地を蹴けって走り出す。


　二房ふさの髪かみをなびかせて、マナの背中が離はなれていく。


「──は？　え？　ちょ、」


　いきなりのマナの行動に伊織は呆あつ気けにとられた。


　身をひるがえしたマナは、丘の上から木々の生おい茂しげる山の中へ、駆かけだしていった。見る間に小さな背中が藪やぶの中へと消えていく。──伊織から、逃にげたのだ。
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「先せん輩ぱい。なにを惚ほうけているのですか！　マナの跡あとを追うのです。早く！」


　伊織はビクッとした。


「え、なっ、藤ふじ村むら!?　って、ソフィアも!?」


　丘の斜しや面めんの下から、景けいとソフィアが立ち上がって姿を見せていた。


　ソフィアはこわばった表情で、口を固く引き結んでいた。目が合うと、顔を横に向けられた。


　その横で、景はこちらに厳しい視線を向けてくる。


「なんでいるとか訊きかないでください。それより早く！　あの勢いだとまわりなんか見えてません。危ないです！」


「──っ！　そ、そうだな。い、いやでも──俺が行っても、もっと逃げられるだけなんじゃ……」


　伊織が告白したから、マナは逃げたのだ。


「つべこべ言わずに行くのですこの鈍どん感かん！」


「う。わ、わかった！」
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　マナはがむしゃらに山の中を走っていた。


　クモの巣に顔から突つっ込んだり、湿しめった土に足を取られそうになりながらも、足は止まらない。木々の中を走り抜ぬけていく。





　──センパイに好きだって言われた。





　その瞬しゆん間かん、きゅぅっ、と胸が、締しめ付けられたように苦しくなった。


　ドキドキが止まらなくなって……


　体の奥から熱がこみ上げてきて、どうしていいかわからなくなった。


　ゲームに熱中してドキドキしたりするのとは、ぜんぜん違った。センパイといるといつも感じられるポカポカした感じとも、もっと違う──


　だから彼の質問に、


（──わ、わかりません！）


　そう叫んでいた。


　気がつけば逃げ出していた。


　心にあるのは焦あせりだった。


　……このままじゃわたし、センパイのモノになっちゃうですよ……っ。


　前にも似たことはあった。観覧車でキスされたときだ。あのときも、自分は今みたいになってしまったのだ。センパイの言葉に逆らえない自分になった。


　やっぱりキスには絶対服従の効果があるのだ。


『好き』って相手に言うことも、効果があるのだ。


　つまり。


　これがメロメロってやつですか!?　わたし、センパイにメロメロに!?


　じゃあ……センパイの、自分をどう思っているかっていう、さっきの質問の答えは……


　……い、いえ！　まだですよ！


　マナは走りながら首を振ふった。ブンブン。


　自分はまだ、彼に逆らえている。


　まだ勝負は終わっていない。負けてない。


　……だって、わたしがセンパイを自分のモノにしないと、意味ないですよ！


　だんだんと怒いかりが湧わいてきた。


　──セ、センパイめ！


　まったく。まったくもうっ！


　どうしてこんな意地悪するですか！


　わたしをメロメロにしようとするなんて！


〝魔眼〟の効かないセンパイ。


　わたしの、たったひとり。


　あなたに！　わたしは！　自由にさせませんよ！


　と。





「マナ！」





　……っ!?


　声がすぐ後ろから聞こえた。
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「マナ！」


　あと少しで捕つかまえられるところまで追いついて、伊織はマナに声をかけた。


　問答無用で捕まえてしまえばよかったのかもしれない。


　けれどためらってしまった。だって自分の告白のせいでマナは逃げたのだ。


「マナ！　止まれ！　危ないから！」


「い──いやです！　センパイにメロメロになんて、わたし、なってませんし！」


　伊織の言葉にマナはいっそう足を速めて、叫び返してきた。


「マ、マナ？」


「センパイのことなんて！　わたしは『好き』になんてなってないです！　むしろき、きらい──そう！　嫌きらいです！　近づかないで下さいよ！」


「──っ!?」


　……それって。


　体から一気に力が抜ける。


　ガクンッ。


　伊織はつんのめった。木の根に、足が引っかかっていた。


　転びこそしなかったものの、足が止まってしまう。傾けい斜しやの激しい場所を全速力で追いかけてきたのだ。腿ももが疲ひ労ろうで震えていた。だがそんなことは問題ではなく──


「…………」


　伊織は膝ひざをついた。動けない。


「……あ、セっ、センパイっ？」


　こちらが追ってこなくなったのに気づいたらしい。少し行った先で、マナが足を止めて振り向いてきた。肩かたを上下させている。


　遠巻きにマナはこちらの様子をうかがって、


「ど、どしたですか……？　こ、転んじゃったですか？」


「いや……」


　伊織は視線をマナから外した。息を整え、つばを呑む。


「それがおまえの答えなのかなって、思って」


「え？」


「俺のこと、嫌いって……」


「あ……」


　はっとした様子でマナは口を押さえていた。


　伊織はうつむく。


　……俺、フられたんだな……


　やっぱりマナが伊織に拘こだわって、絶対服従させようとしているのは、あくまで魔ま眼がんが効かないからでしかないのだ……言うこと聞かない奴やつがいるのを、そのままにしておけないだけで……


「そ、その、ちがっ──センパイっ、違ちがうんですよ。そんな顔しないでくださいっ。さっきのは、だって……」


　なぜかマナは焦った調子で言ってきた。あわあわと手を動かしている。


「だって……？」


　なんだというのだろう。


　マナは言い訳するように続きを口にしてきた。


「だ、だって！　好きになったら負けって言うじゃないですか！　だからわたしはセンパイを好きになんてなりませんよ！　メロメロになんてなりません！　わたしを絶対服従させようったってそうはいかないんですからね……！」


　…………。


　……。


「……えっ？」


「そ、それに……！」


　マナは肩を落としてうつむくと、腰こしの両側で拳こぶしをぎゅっと握にぎった。


「言ったじゃないですか。わかんないんですよ……！　もしかしたら、これが『好き』って気持ちなのかもしれませんけど！　わたしには！　わかりません！　こんな、きゅうぅってなるの、わたし、知りません……！」


　マナは自分の胸に手を押しつけていた。目じりには、涙なみだの粒つぶが光っている。


「わからないって、おまえ──」


　伊織は息を呑のんだ。


　少し前の出来事が思い出される。


　再び一人暮らしに戻もどるはずだったマナを、連れ戻した夜のことである。あのとき、伊織が知ったこと──伊織の家で暮らすまで、独りが寂さびしいということさえ、マナはわかっていなかったということ……


　絶対服従の魔眼を当たり前に持って、生きてきたマナ。彼女には、当たり前のことが当たり前ではない。


　つまり。


　もしかして、マナは……
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　山の中。近くに川でもあるのか、水音が聞こえていた。捕まらないよう距きよ離りをとって、自分を追いかけてきたセンパイと向き合っている。


　マナは自分の感じているものがなんなのか、わからなかった。


　……でも、これが『好き』ってことなら……


　やっぱり、とマナは思った。


　好きになったら負けなのだ──絶対服従してしまう。


　きっとそうなのだ。


　だから。


　……わたしはセンパイを好きになっちゃだめなんです！


　と、そこまで考えて、はたとマナは気づいた。


「あ、で、でも、そういえばセンパイはわたしを好きって……あ、あれ？　なのにセンパイはわたしに絶対服従してませんよ……お、おかしいです！　ということは……はっ、センパイ！　噓うそをつきましたね！」


「──つ、ついてねぇよ！」


　膝をついていたセンパイは立ち上がって言ってきた。


「噓じゃない！　おまえの感情はどうあれ……俺はおまえが好きだ。それは本当だ！」


「ま、また……っ」


　マナは苦しくなる胸を押さえて後ずさった。また燃えるように頰ほおが熱くなっている。


　……セ、センパイの言葉は危険です！


「い、意味がわかりませんよ！　じゃあなんでわたしに絶対服従してないですか！　わたしのことが好きなら絶対服従してるはず……そうです！　足を舐なめて下さいよ！」


　センパイは「うっ」とうめくと顔をそらした。


「おま……っ。そ、そんなの……できるわけないだろ!?」


　やっぱりだ。


「ほらぁ！　してくれないじゃないですか！　じゃあ噓ですよ！　そんな、わたしを好きとか言って……わたしを絶対服従させようったって、む、無む駄だですよ!?」


「違うんだよ！　そうじゃないんだマナ！」


　と、必死な顔でセンパイは言ってきた。


「好きっていうのは、どっちかの服従とかじゃないんだよ！」


　……『好き』になっても絶対服従にはならない？


「う、噓です！　じゃあわたしのこの気持ちはなんなんですか!?」


「この気持ちって……ああくそどう言えばいいんだ!?」


　なにやらセンパイは頭を抱かかえた。


　──い、いまのうちです！


　マナは再び逃にげ出した。背を向けて駆かけ出す。


「あ、おい！」


「来ないでくださいっ」


　とにかくセンパイから離はなれなければと思った。


　胸のドキドキはちっとも治まってくれない。──これ以上、彼の言葉を聞くわけにはいかない。


　走る。


　後ろから彼の追ってくる音がする。


「────！　────っ！」


　なにか叫さけんでいる。


　彼の声から逃げるためマナは耳を塞ふさいだ。


「うう……っ」


　嚙かみしめた歯のすき間から、嗚お咽えつが漏もれる。


　涙で視界がぼやける。


　どうしてこんなことになってしまったのか。


　だめなのに……


　彼に絶対服従させられるわけにはいかない。こちらが絶対服従させないと意味がない。


　だって──、だって……！


　わたしは、センパイと……


　林を抜ぬけた。滲にじんだ視界に青空が広がる。


「っ」


　慌あわててブレーキをかけた。足の裏を滑すべらせて止まる。


　崖がけだ。


　川が途と切ぎれて、滝たきになっている場所だった。蹴け飛とばしてしまった小石が、泡あわ立だつ水面に落ちていく。


　危なかった。ほっと息をつく。


　けれど次の瞬しゆん間かん。


　足もとが、崩くずれた。


　ぐらり。浮ふ遊ゆう感──自分の体が落ちていく。


「あ……」


「マナ！」
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「マナ！」


　伊織は叫んでいた。間に合わない。


　地面が崩れて、マナの姿が下へと消えていく。


　落ちていきながらマナは振ふり向いてきた。目があう。その瞬間だけ、時間が止まったように錯さつ覚かくした。大きく開かれたマナの目は、こちらに助けを求めていて──


　ドボン！


　噓のような水音がした。


「──くっ」


　ぼけっとしてる場合じゃない。


　マナが落ちた場所に駆け寄った。のぞき込む。


　滝たき壺つぼにマナは落ちていた。バシャバシャと水面でもがいている。


　──それを見た瞬間、伊織は飛び込んでいた。





　　　　／




　マナは泳げない。


　水を飲んだ。無我夢中でもがいていた手足から力が抜けて、水の底に沈しずんでいく。


　……セン、パイ……





　真っ暗な水の壁かべの向こうから、名前を呼ぶ声がした。
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　川の水は冷たかった。


　岸に引き上げると、マナはぐったりしていた。顔色が真っ青で意識がない。


　息をしていない。


「マナ……マナ！　おい！」


　苔こけの生えた地面に寝ねかせて、伊織はマナに息を吹ふき込んだ。何度も強く胸を押す。


　けほっとマナは水を吐はいた。息をし始める。


　ガチガチにこわばっていた体から力が抜けていった。


　……よかった。本当に。


　へなへなと苔の上に伊織は尻しり餅もちをついた。


「…………」


　空を見上げてぼんやりとする。現実感がない。まるで夢の中の出来事のようだ。


　でも……現実だ。


　……なんで、こんなことになってるんだっけか。


　そうだ。俺がマナに告白して、マナが逃げて……


　わからない、って言ってたよな……


　横で寝ているマナを見る。濡ぬれた髪かみが頰に貼はり付いていたので、そっとどけてやる。


　──伊織のことを好きかどうかなんてわからない。


　マナはそう言っていた。


　と。うっすらとマナが目を開けた。


「マナ……よかった。気がついたか」


　まだ意識がはっきりしないようだ。マナはこちらをぼーっと見つめてくる。


「あ、センパイ……センパイが、助けてくれたんですか？」


「え、ああ。そうだけど……でも、俺が追いかけたせいでもあるしな……」


　ほにゃっとマナは微笑ほほえんできた。


「センパイ……ありがとです」


「いや、だからお礼を言われても困るっていうか……」


　と。


　そこでマナは、なにかに気づいたのか、はっとした表情になった。


「あ、あの！　センパイ！」


　がばっとマナは飛び起きてきた。さっきまで蒼そう白はくだった顔が、もう元に戻もどっている。さらに、みるみる茹ゆで蛸だこみたいに赤くなっていく。濡れた頭から湯気がのぼりそうだ。なにをそんなに驚おどろいているのかわからないけれど、どうやらケガもないようでよかっ──


「セ、センパイ！　わ、わたしにキス！　しましたか!?」


「え？」


　急に言われて伊織は戸と惑まどった。


「え、あ……さっきの人工呼吸のことか？　でもあれは緊きん急きゆう事態……というかおまえ意識あったのか!?」


「一面のお花畑の中で眠ねむっていたわたしに、白い馬に乗ってきたセンパイが、わたしが抵てい抗こうできないことをいいことにキスしてたですよ！」


「いや、それたぶん夢……まぁ……たしかに唇くちびるは合わせたけど……」


「やっぱり！」


　立ち上がったマナは、腰こしを屈かがめてこちらの肩かたを摑つかんできた。


「やっぱりですよ！　センパイはわたしを絶対服従させるつもりなんです！」


「ちが──」


「そんなこと！　させません！」


　問答無用だった。


　緩ゆるみきった体には上う手まく力が入らない。押し倒たおされた。


　つむった目を開くと、マナの顔が近くにあった。


　水の雫しずくがこちらの顔に降りかかってくる。


　マナがまぶたを閉じた。まつげから落ちてきた水すい滴てきが、こちらの目に飛び込んでくる。


　瞬まばたきすると、マナの顔はさらに近づいていて、


「ん……ちゅ」


　触ふれた。


　マナの唇はまだ冷たい。小刻みに震ふるえている。


「んっ……ん……」


　頰ほおを両側から、マナは手のひらで挟はさんできた。角度を調整される。唇の間に滑り込むようにして熱い舌が入ってくる。


　息もできない。


「──ぷはっ。はぁ……はぁ……」


「はぁ……はぁ……」


　唇を離したあとは、しばらくお互たがい、酸素を求めて喘あえいでいた。


　復活するのはマナのほうが早かった。伊織に覆おおい被かぶさったまま言ってくる。


「ど、どうですか！　センパイ！」


　雲間から日が差して、長い髪についた水滴がきらきらと光っていた。


「わたし前より上手くできたと思います！　練習したんです！　絶対服従しましたか!?」


「──れ、練習？」


「口の中でさくらんぼのヘタを結ぶのです。本に載のってました！」


　……たしかに前より上手くなってたけども。意識を持ってかれそうになったけども！


「く、いや……だから！　何度も言ってるだろ……キスしたって、」


「そんなことありませんよっ。わたし、わかったんです！　効果は！　あるんですよ！　キスでメロメロです！　もう騙だまされませんっ」


「な……」


　マナは確信を持ってしまっていた。もう言っても聞きそうにない。


　考えて、伊織は代わりに違ちがうことを口にした。


「なぁ……マナ。なんでおまえは、俺をそんなに絶対服従させたいんだよ……？」


『好き』がわからないと言っていたマナ。


「そんなの決まってます！」


　桜色に頰を染めたまま、むっとした顔になって、


「勝手をされて、いなくなられたら、困るじゃないですかっ」


「……っ」


　告げられた答えに、伊織は言葉を詰つまらせた。マナ。それって……


「それって、俺のこと、す──」


「違いますよ！」


「え？　あ、ああ。うん……えーと」


「ずっとずっと！　いっしょにいたいですから！」


　いっぺんの曇くもりもないすっきりした顔で、マナは言い切ってきた。





「おーい！　伊織くーん！　マナくーん！　どこにいるのだー！」


「マメー！　ったくー！　総そう一いち郎ろう様に心配かけさすんじゃないわよー！」


　遠くからそんな声が響ひびいてきた。
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　午後になって、伊織たちは総一郎の別べつ荘そうから帰る車の中にいた。


　広々とした車内。三人がけのシートが向かい合わせになっている。


　伊織、マナ、景が並んで座り、対面に椎しい名なとソフィア、という配置だった。体の大きな総一郎が一人、車の前方の助手席だ。


　こてん、とマナは伊織の肩にもたれて、すやすやと眠っていた。夢を見ているのか、閉じられたまぶたの下で、整ったまつげが小刻みに揺ゆれる。口元は笑えみの形に緩んでいる。


「セン、パイ……」


　……このままじゃいけない、よな。


　寝顔を見ながら伊織は考えていた。


　……俺はもっと、ちゃんと知らなくちゃいけないんだ。


　マナのこと。


　魔ま眼がんを持っているということは、どういうことなのかを……もっとちゃんと。


「…………」


　髪をそっとなでる。むにゃ、とマナは身じろぎした。












　ＮＥＸＴ　ＡＴＴＡＣＫ？







「…………」


　伊織くんがマナちゃんの髪をそっとなでる。むにゃ、とマナちゃんは身じろぎする。


「先せん輩ぱい。板についてきましたね」


　景けいさんが言った。あたしも思わず声を出していた。


「そうしてると、雛ひな谷たにくん。マナちゃんのお父さんみたいだね」


　……言った瞬しゆん間かんに後こう悔かいしたけど。


　聞き逃のがさなかったのは椎しい名なさんで、


「へぇ？　ふぅーん？　じゃあさ、アンタが母親役ってワケ？」


　足を組んだ椎名さんが横目であたしをにらんでいた。値ね踏ぶみする視線を向けてくる。


「ふ、ふぇ？」


「アンタさぁ。このままで平気なの？」


　椎名さんが言った。


「いっつもいっつもヘラヘラと。なんで笑ってられんの？　アンタ見てるとイライラするんだケド。……見てられないわ」


「…………あ、あたしは……」


　あたしは首をすくめてうつむいた。椎名さんの言うことはもっともで、返す言葉が出てこない。


　伊い織おりくんが慌あわてて割って入ってくる。


「ちょ、米こめ。なんでいきなりソフィアにつっかかってんだよ」


「アンタは黙だまってなさいよ鈍どん感かん男」


「鈍感……」


「ねぇ」


　と椎名さんは頰ほお杖づえをついた。


「言っとくけど、アタシってかわいそうだとか思って悲劇ごっこに浸ひたってても、ろくなコトないわよ」


　それだけ言って椎名さんはフンとそっぽを向いた。


「……ありがとう、椎名さん」


　気き遣づかってくれた彼女にお礼を言ってから、あたしは伊織くんを見た。
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「ソフィア？　えっと、米はなにを言ってたんだ？」


　やっぱり、彼はさっきの会話の意味をわかっていなかった。いつもの彼に、思わず笑みがこぼれてしまう。こんな自分はたしかにダメだなぁと思う……


　……うん。このままじゃ……だめだよね……


　と。


「ふふふ……センパイはわたしのモノですよ……すぴー……」


　マナちゃんが寝ね言ごとを言った。


　あたしはいったん顔を伏ふせると、深呼吸した。


　胸の前で手を組み合わせる。ドキドキと鼓こ動どうが速くなる。


「い、いおりん。あのね……っ」


　顔をあげて、あたしは言った──今出せる精せい一いつ杯ぱいの勇気だった。





「あ、明日あした……っ、ききき、聞いてほしいことがあるんだけど。いいかなっ？」





　……ああ。あたしの意い気く地じなし。


　彼の顔を見れなくて横を向くと、椎名さんが、目を丸くしてぽかんと口を開けていた。


「アンタ、すごいわね」


「ふぇ？」
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　──その日の夜のことだ。


　マナは目を覚ました。


　……あれ？　ここは……ベッド？


　ぼんやりとした頭が少しずつはっきりしてくると、マナは自分がなにかに抱だきついていることに気づいた。


　なにか──というか、センパイだ。


　つまり、また自分は寝ぼけて彼の部屋にやってきてしまったらしい。


　自分は今、彼の背中に抱きついている。


　ドキッとした。


　顔が熱くなって、落ち着かない気分になる。


　……ま、またです！


　この感覚。今日（もう昨日？）の朝に彼から告白されたときと、同じだ。


　どうして!?


　好きって言われたわけでも、キスされたわけでもない。むしろ今、抱きついているのはこっちのほうだ。仕し掛かけているのは、こっちで……


　なのに。


　……どうしてわたし、絶対服従されかけてますか!?


　マナは焦あせった。ベッドから抜ぬけ出す。薄うす闇やみの中、ドアを見つけて部屋を出た。


　廊ろう下かでマナは両手を頰ほおに当てた。とても熱い。


　冷やさなければと思った。


　洗面所に行くと、マナは何度も顔を洗った。しかし。


　……うう。直りません。


　鏡に映る顔は、赤いままだ。胸の鼓動も速いまま。


　……このままじゃ、わたし、ほんとうに……


「そんなの、だめです……」


　……『好き』になったら、負けなんですから。


　鏡に映る自分に、マナは言い聞かせるようにつぶやいた。


「わたし、センパイを嫌きらいにならなきゃ……です」





　そのとき──マナは気づいていなかった。


　何度も顔を洗ったせいで、自分の目からコンタクトレンズが取れていたことに。


　──〝魔眼〟が剝むき出しになっていたことに。
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　トイレかな、とマナが部屋を出て行くとき、そう思った。


　ベッドで横になっていても、伊織は起きていた。最初から眠ねむれてはいない。


　マナに抱きつかれた状態で簡単に眠れるはずがなかったし、それに──考え事をしていたのだ。


　……ソフィアの話って、なんだろうな。


　ずいぶん思い詰つめた顔をしていたのが気になっている。でも『明日』って言ってることを、その場で聞き出すってわけにはいかなかったし……


　と。


　ガチャリ……


　ドアが開く音がした。マナが戻もどって来たらしい。


　伊織は、マナに自分の寝ね床どこに行くよう言おうとして、顔を向け──


「な──」


　絶句した。


　……マナ!?


　そこに立っていたのは、いつものマナではなかった。


　薄闇の中で、マナの両目が淡あわい光を宿している。


　──魔眼。


　そして、マナは言ってきた。感情のこもらない淡たん々たんとした口調だった。





「センパイ。わたし……あなたが嫌いになりました」







ＥＮＤ
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　あとがき







　お手にとっていただき、ありがとうございます。


　春日かすが秋あき人とです。


　絶対服従カノジョ。の二巻目をお届けいたします。いかがだったでしょうか。


　一巻の最後が最後だったので、主役である二人が両思いになったと感じられた方も多いと思います。いや……その、もちろんその通りでして、両思いではあるんですけど……本編をすでに読まれた方はおわかりになられたと思いますが、ええ……なんかややこしいことになっております。魔ま眼がん持ちの彼女はフツーじゃなくて、一ひと筋すじ縄なわではいきません。


　ともあれ思春期の欲よく望ぼうを持てあます……じゃなくて、ええと、イチャラブな二巻です！


　一巻に引き続き「絶対服従」させるためにがんばるマナを、微笑ほほえましく見守っていただけたなら幸いです。





　……ふぅ。さて困りました。もうあとがきに書くことがないです……そしてその結論を出すまで五時間以上いろいろ悩なやんでいたという事実。もう、ゴールしてもいいよね……


　うーん、おもしろい話とかできればいいんですけど、自分のこととなるとまるで思いつかないです。


　学校の自己紹しよう介かいでも「趣しゆ味みは……読書です」としか言ったことがない……


　うむむ。二巻の執しつ筆ぴつに行ゆき詰づまっていた冬の日、車で狭せまい道に左折しようとしたところ、出っ張ってたコンクリに思いっきりドアをぶつけてヘコんだことでも書けばいいのでしょうか。あ、ちなみにドアがヘコんだのと精神的にヘコんだのダブルミーニングですよ！（ほら、びっくりするほどおもしろくない！）


　それとも原げん稿こうが一段落したタイミングで休みがとれたので、約一年ぶりに友人たちと遊びに行こうとしたら、直前になってその休みが取り消されてしまったことでも……いや違ちがう。ぜんぜんおもしろくないよ。悲しいだけだよ……（悲しいことはどうして鮮せん明めいに思い出せるのでしょう。楽しいことは思い出せないのに……）


　そうだ。前回のあとがきを歳としの離はなれた妹に読まれて「お兄ちゃん、やっぱりＭ？」と言われたこととか……これも悲しいことだよ!?


　うう。あとがきを書くというのは、ある意味、自分自身と向き合うということなのかもしれませんね。まさかこんなところで自分のおもしろみのなさを痛感することになろうとは……知ってたけど。


　と、そんなことを言っていたら紙し幅ふくが尽つきてまいりました。そう。実は今回のあとがきは３ページなんです。


　あれ？　３ページも埋うめられない僕の日常って……





　最後に謝辞を。


　イラストレーターの樹き人と様さま。二巻を執筆中のモチベーションは「再び樹人様のイラストが見たい！」でした。どのキャラも素晴らしく可愛かわいく描かいていただいて、感謝しきりです。この本の見どころのほとんどは樹人様のイラストです。ありがとうございます。


　担当の山やま田だ様。今回も鋭するどいご指し摘てきありがとうございました。ううっ、精しよう進じんいたします。


　本作の出版に関かかわっていただいたすべての方々に心より感謝を。ありがとうございます。


　そしてなにより読者の皆みな様に最大級の感謝を。皆様のおかげで二巻も無事に出すことができました。ありがとうございます！





　それではまた三巻のあとがきでお会いできることを願って。




春日秋人
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絶ぜつ対たい服ふく従じゆうカノジョ。


２.いいか、俺おれの布ふ団とんには入はいってくるなよ？





春かす日が秋あき人と
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